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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。







　目次







敏腕社長の溺愛計画




　あとがき




ギャラリー














１









　アメリカ合衆国の西海岸、カリフォルニア州。サンノゼ市はサンフランシスコからほど近い風ふう光こう明めい媚びな都市で、ＩＴ産業で知られるシリコンバレーの一角をなしている。

　人口はロサンゼルス、サンディエゴに次いで州内で三番目、世界的に有名なＩＴ企き業ぎようの本社もあり、オフィス街は活気に満ちている。美術館や博物館、コンベンションセンターも充じゆう実じつしており、明るく美しい街並みも評判だ。

　──華はなやかな街の中心部からバスで二十分ほどのところにある、古ぼけたアパートメント。

　煉れん瓦が造りの外観はクラシカルで風ふ情ぜいがあるとも言えるが、エントランスドアのペンキは剝はげかけているし、ロビーのカーペットはすっかり色あせている。

　十六時三十分、住人のひとりである松まつ葉ば玲れいが、ぎしぎしと音を立てる階段を慎しん重ちように踏ふみしめながら上っていく。

　その足取りは重く、表情もあまり冴さえない。

（こんな生活が、あと半年続くのか……）

　ようやく五階にたどり着き、玲はため息をついた。

　玲の一日は忙せわしない。六時に起き床しようして家事や雑用を済ませ、七時半に家を出る。自転車で二十分ほどのところにある流通会社に出勤し、データ入力の仕事に取りかかる。

　契けい約やく社員の勤務時間は八時から十六時まで、仕事が終わるとすぐに帰宅し、早めの夕食をとって夜の仕事に備える。

　十八時三十分、再び家を出て、徒歩で次の職場へ向かう。アパートの数ブロック先にある清せい掃そう会社のオフィスだ。

　従業員は、そこから数台のマイクロバスに分乗してそれぞれの仕事先に向かう。契約しているのは主にシリコンバレーの企業で、社員が帰ったあとの、しんと静まり返った社内を隅すみ々ずみまで綺き麗れいにする。

　二時間後、掃そう除じを終えると再びマイクロバスに乗ってオフィスへ戻もどる。アパートに帰り着くのはだいたい二十三時頃ごろで、シャワーを浴びてベッドに倒たおれ込む。

　判で押したように、変わり映ばえのない毎日だ。

　玲にはお金を貯ためなくてはならない理由がある。仕事をふたつ掛かけ持ちすることで、なんとか目標の金額に届く目め処どがついた。

　当初は土曜日にもスーパーのレジのバイトを入れていた。しかし体力的に限界が来て辞やめざるをえなくなった。不覚にも、勤務中に貧血で倒れてしまったのだ。

　自分ではそれほどひ弱だと思っていなかったので、この一件はショックだった。同どう僚りようの女性に「あなた瘦やせ過ぎよ。ちゃんと食べてるの？」と言われ、鏡に映った自分の顔色の悪さにようやく気づいて愕がく然ぜんとした。

　体を壊こわしてしまっては元も子もない。以来、節約を心がけつつ食生活には気を遣つかい、体調を崩くずさないよう注意している。

　土日は休養に専念することにして、その分平日フルに働く。最近はときどき土曜日にデータ入力の仕事を頼たのまれることがあるが、無理せず半日程度で切り上げることにしている。

　手を洗うと、玲は冷蔵庫から日曜日に作り置きしておいたチキンスープを取り出した。スープを温め、近所のベーカリーで買ってきたツナサンドと一いつ緒しよにテーブルに並べる。

　夕食を終えると、アパートの隣となりにあるコインランドリーへ向かう。洗せん濯たくと乾かん燥そうが終わるまで、洗濯機の前の椅子いすに座って本を読むことにする。

　栞しおりの位置は、この一週間ほとんど変化がない。読もうと思って開いても、あっという間に睡すい魔まに襲おそわれてしまうのだ。

　店内では、中国系らしい若い女性がふたり、おしゃべりに花を咲さかせていた。けたたましい笑い声に集中力をそがれ、玲は苦く笑しようを浮うかべた。

（テストが迫せまってるときは、どんなに周りが騒さわがしくても集中できたんだけどな）

　しばらく勉強から遠ざかっていると、集中の仕方も忘れてしまうらしい……。

　──一年ほど前、玲はサンノゼにある州立大学に通う大学生だった。

　父親のロサンゼルス支社赴ふ任にん中に生まれた玲は、日米両国の国こく籍せきを持っている。十二歳までアメリカで育ち、日本に帰国。三年後に再び父がシアトルに赴任することになり、玲はアメリカの高校に進学した。

　日本語を忘れないようにと、両親は日本から教科書や読み物を取り寄せて勉強を見てくれた。日本で進学する場合に備えて、週末には日本人学校にも通っていた。

　けれど玲は、高校時代には既すでにアメリカで生きていくことを決意していた。十二歳までアメリカで育ってしまうと頭を切り換かえるのが難しい。日本の中学校に馴な染じめなかったことも、玲の決意を後押しした。

　努力した甲か斐いがあって、玲は願書を出したすべての大学から入学許可を得ることができた。

　しかしアメリカの私立大学の学費はかなり高額だ。玲には妹と弟がいるので、教育費を独ひとり占じめするわけにはいかない。学費ローンを組むという手もあったが、卒業後ローンの支し払はらいに苦労する人が多いと聞いている。

　いろいろ考えて、玲は学費が全額免めん除じよになる大学を選ぶことにした。第一志望ではなかったが、奨しよう学がく生せいになれば学費の心配はしなくて済む。

（僕のわがままで、僕だけアメリカに残ったんだし）

　玲が高校を卒業する少し前、一家は日本に帰国することになった。玲はひとりアメリカに残り、一ヶ月ほど父の同僚の家に居い候そうろうさせてもらい、その後大学の寮りように入った。

　大学生活はまずまず順調だった。大学に入った途と端たんパーティに明け暮れる学生も多いが、玲は寮のルームメイトが呆あきれるほど熱心に勉強した。成績が落ちると奨学生の資格を失ってしまうので、何よりも勉強を優先しなくてはならなかったのだ。

　そういう事情を抜ぬきにしても、生来真面目まじめなたちなので、勉強は苦にならない。勉強するために大学に来たのだから、玲にとっては勉強中心の生活が当たり前だった──。

　洗濯の終わりを告げるブザーに、うとうとしかけていた玲ははっとした。

　こんなところでうたた寝ねしては不用心だ。膝ひざからずり落ちそうになっていた本を閉じ、洗濯物を乾燥機に移す。

　乾燥機がまわり始めると、玲の意識は再び大学のキャンパスへと引き戻されていった。

　最初の二年は、とにかく必死で勉強した。三年目には卒業後のことも考えるようになり、企業への就職ではなく、カウンセラーになろうと決心した。

　カウンセラーの資格を取るには大学院への進学が必ひつ須すだ。指導教授に相談すると、喜んで推すい薦せん状を書くと言ってくれた。

　何もかもが順調だった──あの日までは。

　一年と数ヶ月前、その日はたまたま用があってダウンタウンへ出かけていた。寮と大学を往復するだけの生活だった玲には、珍めずらしいことだ。

　児童心理学の専門書で必要な本があったのだが、あいにくキャンパス内の書店もネット書店も売り切れだった。ダウンタウンの書店に在庫があることがわかり、授業が終わったあと足を運んでみることにした。

　書店の前の信号は青だった。道を渡わたりかけたところで、猛もうスピードで車が走ってくることに気づいた。

　覚えているのはそこまでだ。あとから聞いたところによると、救急車で搬はん送そうされた際は意識不明の重体だったらしい。

　十日後、目を覚ますと病院のベッドに横たわっていた。起き上がろうとして、あまりの痛さに思わず呻うめいたことを覚えている。

『玲……！　よかった、目が覚めたのね』

　母に手を握にぎられ、どうしてここに母がいるのだろうと玲は訝いぶかしんだ。幸い記き憶おくは失っておらず、自分がサンノゼの大学に通う大学生であること、家族は日本にいることはちゃんと覚えていたのだ。

　医者の説明によると、全身打だ撲ぼく、左ひだり腕うで及および左大だい腿たい部ぶ骨折で全治二ヶ月。

　翌日警察官がやってきて、事故の状じよう況きようを説明してくれた。玲をはねたのは盗とう難なん車で、運転手はまだ見つかっていないという。

　ひき逃にげ犯は今現在も捕つかまっておらず、今後も捕まる見込みは薄うすそうだ。つまり治ち療りよう費を請せい求きゆうすることができない。保険に入っていたからまだよかったが、それでも両親にとっては痛い出費だっただろう。

　最初の一ヶ月は車くるま椅子いす、松まつ葉ば杖づえで歩く練習をして、ようやくギプスが取れたのが二ヶ月目。リハビリを経へて大学に戻ることができたのは、事故から三ヶ月後のことだった。

　大学に戻った玲に、衝しよう撃げき的なメールが届いていた。

　出席日数が足りないので後期から奨しよう学がく金を打ち切りますという通達だ。

　慌あわてて学生課に事情を説明に行ったが、職員は「規則ですから」の一点張りでとりつく島もなかった。

　確かに、奨学生の規則には長期欠席は〝いかなる理由も認めない〟と明記してある。

　ならば仕方がない。玲は休学して学費を稼かせぐことにした。

　両親は一年分の学費を出すと言ってくれたが、多額の治療費を払はらってもらったばかりだ。妹も進学を控ひかえているし、これ以上負担をかけるわけにはいかない。

『自分で稼ぐから大だい丈じよう夫ぶ。それにさ、入院中しみじみ思ったんだけど、僕はずっと大学の中に閉じこもっていたでしょう。だから外の世界を知るいい機会だと思うんだ』

　その気持ちは噓うそではない。長い人生、一年くらいちょっと軌き道どうを外れてみるのもいいかもしれない。どんな仕事でも、何かしら将来の役に立つはずだ──。

（実際始めてみたら、仕事に追われまくって社会勉強どころじゃないけど）

　もうひとつ誤算だったのは、休学中は寮から退出しなくてはならないという決まりだ。慌てて家賃の安いアパートを探す羽目になり、生活も一変した。

　乾燥機が止まり、洗濯物を取り出してバッグに詰つめ込む。

　そろそろ夜のバイトに出かけなくてはならない。結局今日も数行しか進まなかった本を小こ脇わきに抱かかえ、玲はアパートへと急いだ。







「遅おくれてすんませーん！」

　清せい掃そう会社のマイクロバスに乗ろうとしたところで、背後からばたばたと足音が聞こえてきた。

　玲の同僚のひとり、ミゲルが大おお袈げ裟さに手を振ふりながら走ってくる。

「ぎりぎり間に合ったわね」

　上司のイリーナが、呆れたように言って腕を組む。

　イリーナはグループのチーフで、玲、ミゲルを含ふくむ数人のバイトをとりまとめている。ロシア出身の大おお柄がらな中年女性で、見た目はちょっと怖こわいが面めん倒どう見みがよくて頼たよれる存在だ。

「これでも急いで来たんすよ」

　ユニフォームのボタンを留めながら、ミゲルがバスに乗り込む。

　ミゲルはプエルトリコ出身の陽気な青年で、歳が近いこともあってグループでいちばん親しい同どう僚りようだ。玲同様、清掃のバイトは副業で、昼間は美容師見習いとして働いていると聞いている。

「全員揃そろったわね」

　人数を確かく認にんし、運転席に座ったイリーナがマイクロバスを発車させる。

「今日はパーマかけるお客さんが多くてさあ。カーラー巻きすぎて手首が痛い」

　玲の隣となりに座ったミゲルが、両手を広げてため息をつく。

「僕もデータ入力の仕事を始めた頃ころ、キーボードの打ちすぎで手首痛めたからわかるよ」

「わかってくれる？　これも職業病なんだろうけど、毎日夕方になると美容院辞やめたくなるよ」

「手首の痛みにはサポーターが効くよ。テーピングして、リストバンドとかで隠かくしてもいいし」

「あ、それいいかもね。やってみよう」

　ミゲルとあれこれしゃべっているうちに、バスは最初の仕事先、ダウンタウンのオフィスビルに到とう着ちやくする。そこで四人降ろし、数ブロック先の別のビルでさらに三人降ろし、バスには玲とミゲル、イリーナの三人だけになる。

　三人が担当しているのは、サンノゼ中心部から少し離はなれた場所にある医療用器具の開発メーカーだ。通用門をくぐると、広々した芝生しばふの敷しき地ち内に建物が見えてくる。

　元はガラス工場だったという建物は天てん井じようが高く開放的な雰ふん囲い気きで、玲は初めて来たときからここが気に入っていた。

　ダウンタウンの高層ビルのモダンなオフィスよりも、親しみが持てるせいだろうか。内部も白い漆しつ喰くいの壁かべや廃はい校こうになった小学校から譲ゆずってもらったという木材の床ゆかが、どこか懐なつかしい感じがして落ち着く。

　バスが従業員用の駐ちゆう車しや場に止まり、三人で手分けして掃そう除じ道具を運び出す。

　いつものように通用口で警備員のチェックを受けて、玲は入館許可証を首から提さげた。

　建物の半分は開発部門の部署が占しめており、試作品の工場も兼かねているので玲たち部外者は立ち入り禁止だ。玲の担当は一階の社員用フロア、先せん輩ぱいのミゲルが幹部のオフィスがある二階を担当し、イリーナは会社の顔とも言うべきロビーと各フロアのトイレを担当している。

　十九時半、社内の照明は半分ほど落とされ、しんと静まり返っている。

　開発部門の部署は夜よる遅おそくまで明かりがついていることもあるが、事務部門の社員は定時で帰るらしく、玲はほとんど顔を合わせたことがなかった。

「おおっ、珍しいな。あれ社長じゃね？」

　掃除用具を詰め込んだカートを押して廊ろう下かを歩いていると、ミゲルが小声で囁ささやきかけてくる。

　視線を向けると、吹ふき抜ぬけのロビーの先、エントランスの扉とびらを開けて長身の男性が入ってきたところだった。

（あれが……社長？）

〈イングラム・テック〉社長、クリフォード・イングラム──写真では見たことがあるが、実際に見るのは初めてだ。

　けれど、社長のことはネットの情報などで目にしている。

〈イングラム・テック〉は、整形外げ科か医だったクリフォードの父、デヴィッド・イングラムが創立した会社だ。リハビリ用の器具を考案したデヴィッドが、当時名門スタンフォード大学の工学部の学生だったクリフォードとともに何度も実験を重ねて製品化に成功し、起業した。

　五年前、デヴィッドが会長に退いてクリフォードが二十八歳の若さで社長に就任。クリフォードには商売の才覚があったようで、彼が社長に就任してから業績を伸のばし続けている。

　ネットで検けん索さくした際、ビジネス界の権けん威いある賞を受賞したという記事も見かけた。女性誌のサイトではシリコンバレーの注目のイケメンという特集にも写真入りで紹しよう介かいされており、どうやら西海岸のセレブのひとりらしい──。

（僕とは、住む世界がまったく違ちがう人だな）

　ガラス張りのロビーは薄うす暗ぐらく、差し込んでくる外灯の明かりのせいで影かげになり、クリフォードの顔はよく見えなかった。

　それでも、大おお股またでロビーを横切る姿はひどく印象的だった。

　長身で肩かた幅はばが広く、がっちりと逞たくましい。ダークグレーのスーツを身にまとって堂々と歩くその姿は、どこか野生の肉食獣じゆうのような雰囲気を漂ただよわせている。

　クリフォードはエレベーターホールには向かわずに、ロビーの端はしの螺ら旋せん階段を上り始めた。

　外灯の明かりに、その横顔が浮うかび上がる。

　高い鼻び梁りよう、秀ひいでた額、頑がん丈じようそうな顎あご──何か考えごとでもしているのか、唇くちびるを固く引き結び、眉み間けんに皺しわを寄せている。写真で見るよりも、険しくて近寄りがたい印象だった。

　けれど、会社のサイトに掲けい載さいされている写真の、いかにも無理して作ったような笑え顔がおよりもずっといい。

（……すごく怖そうではあるけど）

　やり手の敏びん腕わん社長というだけで、玲にとっては恐おそれ多い相手だ。ここで掃除のバイトをしていなければ、こうして直じかに見る機会もなかっただろう。

「社長は残業か。掃除、やりづらいなあ」

　隣でミゲルがぼそっと呟つぶやく。

　クリフォードが立ち去った方向をぼんやりと見上げていた玲は、はっと我に返った。

「それじゃ、またあとでね」

「ああ、楽しいお掃除タイム開始だ」

　ミゲルの覇は気きのない表情にくすくす笑い、玲はカートを押して一階の社員用フロアに向かった。掃除機をセットしながら、なんとなく気分が浮き立っていることに気づく。

　滅めつ多たに見る機会のない社長を目もく撃げきしたせいだろうか。

（この会社のリハビリ器具には、入院中すごくお世話になったし）

　足の筋肉を回復させるのに、大いに役立ってくれた器具だ。

　理学療りよう法ほう士しの説明によると、従来のリハビリ法を覆くつがえすような画期的な発明だったらしい。器具の製品化に関かかわった人物に、まさかこうして会えるとは思ってもいなかった。

（本当は、ひと言お礼が言いたいって思ってたんだけど）

〈イングラム・テック〉に派は遣けんされることが決まったとき、玲は真っ先にそう思った。

　しかし実際には社員が帰ったあとの無人のオフィスを掃除するだけで、社長どころか社員と言葉をかわすことすら難しい立場なのだと思い知らされた。

（お礼を言うのは無理でも、見ることができただけでなんか嬉うれしい）

　玲にとってクリフォードは、手の届かない場所にいるスターだ。

　初めて目にした彼は写真よりずっと魅み力りよく的で……直接の雇こ用よう主ではないけれど、彼の会社で働くことができてよかったと改めて思う。

「さて、楽しいお掃除タイム」

　独りごちて、掃除機のスイッチを入れる。

　鼻歌を歌いながら、玲はいつも以上に気合いを入れて掃除に取りかかった。
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「ちょっといいかな」

　一階の会議室のドアを開けたクリフォード・イングラムは、マーケティング部のスタッフに声をかけた。

「ええ、構いません」

　会議を終えて、他のスタッフと立ち話をしていた女性が振ふり返る。

「昨日の報告書で気になるところがあってね」

「どこでしょう？」

　付ふ箋せんを貼はっておいた部分をめくって、手短に説明する。

　クリフォードは無む駄だなことが嫌きらいだ。報告書の疑問点も、本来ならばまずは彼女の上司である部長に戻もどして、部長から部下へ伝えるのが筋だろう。

　しかしクリフォードは、縦割りの指令系統にとらわれずに末まつ端たんの社員にもどんどん声をかけることにしている。そうすることで現場の若手から意見を聞くこともできるし、ひとりひとりの社員に目が行き届く。

　質問に答えたスタッフが、「ここはもう少し詳しよう細さいな説明を加えたほうがよかったですね」と付け加えた。

「ああ、今の説明のほうが断然わかりやすかった。十五時までに訂てい正せいできそうか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

「よろしく」

　そう言って会議室をあとにしようとして、クリフォードはふと足を止めた。

　ホワイトボードに、先ほどまでの会議の内容が書かれている。クリフォードが目を引かれたのは、書かれた内容ではなくホワイトボードそのものだ。

　会議室のホワイトボードは、常に消し残りがあって薄うす汚よごれた印象だった。しかし目の前のホワイトボードは、前回使った痕こん跡せきが隅すみ々ずみまで綺き麗れいに消してあって、まるで新品のようだ。

　ふと、足元へ目を向ける。

　床もぴかぴかに磨みがかれており、テーブルの脚あしやコードにまとわりついていた埃ほこりが消えている。窓ガラスや窓まど枠わくも丁てい寧ねいに拭ふかれていて、心なしか部屋全体が明るくなったように感じられた。

「……この部屋、やけに綺麗だが、誰だれか掃そう除じしたのか？」

　クリフォードの問いかけに、そばにいた男性スタッフが振り返った。

「いえ、我々は何も。いつもの清掃業者なんですけど、二ヶ月くらい前から新人が来るようになって、その新人の掃除がとても丁寧なんです」

「私たちの使ってる一階のオフィス、すごく綺麗になったんですよ。前の人とは全然違います」

　別のスタッフも口を揃そろえる。

「へえ……気づかなかったな。二階は特に変化がないようだが」

「一階を担当しているのがその新人で、二階はこれまでの人と同じみたいですよ」

「そうか。ではきみたちには申し訳ないが、その新人を二階の担当にしてもらうかな」

「ええっ、そんな……せめて週に二日程度にしてください」

　スタッフが、わざと大おお袈げ裟さな表情を作って訴うつたえる。

「心配するな。週に一回は一階にまわしてやる」

　軽口を叩たたいて、クリフォードは会議室をあとにした。

　冗じよう談だんめかして言ったが、結構本気だ。今の清掃スタッフも決して悪くはないのだが、たまにゴミ箱のゴミを回収し忘れていたり、床ゆか掃除が行き届いていなかったりする。

　クリフォードは、取り立てて綺麗好きというわけではない。しかし丁寧に掃除された会議室を目まの当たりにし、自分のオフィスもその優ゆう秀しゆうな新人の手に委ゆだねてみたくなった。

「うちが頼たのんでる清掃会社、連れん絡らく先わかるか？」

　社長室に戻ると、ガラスの壁かべで仕切られた前室にいる秘書に声をかける。

「はい。担当者に電話しましょうか？」

　父の代から秘書を務めている年配の女性が、卓たく上じようの受話器を持ち上げながら尋たずねる。

「ああ、頼む。オフィスの電話につないでくれ」

　善は急げだ。思いついたことは、あとまわしにせずにその場で実行したほうがいい。

　電話に出たロシア語訛なまりの女性に、クリフォードは用件を告げた。
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（うう……緊きん張ちようする……）

　初めて上がった〈イングラム・テック〉の二階の廊ろう下かを、玲はカートを押しながらぎくしゃくと歩いた。

　一階の大部屋と違ちがい、二階には部長職以上のオフィスがずらりと並んでいる。今夜は誰も残業していないらしく、ガラス扉とびらの向こうは無人だったが、威い圧あつ感かんは一階の比ではなかった。

　──いつものように清掃会社に出勤すると、イリーナから思いがけない指示を出された。

『玲、今日からあなたが社長室を担当してちょうだい』

『え……僕が二階のフロアへ？』

　驚おどろいて聞き返すと、イリーナが首を横に振った。

『いえ、社長室だけよ。社長から直々に電話がかかってきたの。一階を担当している新人をまわしてくれって』

　ミゲルがまだ来ていないことを確かく認にんしてから、イリーナは続けた。

『どうやらあなたの担当箇か所しよを見て、自分の部屋も任せたいと思ったみたい。あなたは掃除がとても丁寧だから、その仕事ぶりが評価されたんでしょう。ミゲルには、代わりに一階の給湯室を担当してもらうわ』

　担当を外されたミゲルが気を悪くするかと思ったが、イリーナから指示を受けた彼は軽く肩かたをすくめただけだった。

　良くも悪くも、ミゲルは仕事に執しゆう着ちやくがない。イリーナにもう少し丁寧にやるよう注意されても聞き流しているし、今回のように後こう輩はいに担当箇所を譲ゆずることになっても悔くやしいとは感じていないようだ。

『正直、肩の荷が下りたよ。社長室っていちばん気を遣つかうしさ。その点玲なら丁寧だし、適材適所ってやつだな』

　マイクロバスの中で、ミゲルはイリーナに聞こえないように声を潜ひそめ、悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。なるべく面めん倒どうなことは避さけたいというのが、彼の本音だろう。

　玲とて、副業のアルバイトで出世したいと思っているわけではない。けれど自分の仕事ぶりが評価されたのは素す直なおに嬉うれしいし、期待に応こたえられるよう頑がん張ばろうという気にもなる。

（まあもともと僕は融ゆう通ずうの利きかない性格だから、給料を貰もらう以上は真面目まじめにやらなきゃって思ってしまうんだけど……）

　廊下のいちばん奥、社長室の前に立つ。

　フロアランプが点ついていたが、室内は無人だった。それでも一応ノックし、「失礼します」と言いながら足を踏ふみ入れる。

（うわー、うわー、ここがあのクリフォード・イングラムのオフィス……）

　一週間前に初めて見た彼の姿が、鮮あざやかに脳のう裏りに浮うかび上がる。

　彼がこの部屋にいるところを想像し、玲は憧あこがれのスターの部屋に入ってしまったような高こう揚よう感かんを覚えた。

　社長室は、二階の他のオフィスとさほど変わらない広さだった。細長い部屋の手前の三分の一ほどが、ガラスの壁で仕切られて秘書用のスペースになっている。

　壁にかけられた抽ちゆう象しよう画、棚たなに飾かざられた何か工具のようなオブジェ以外、装そう飾しよく品は一いつ切さいない。

　デスクや棚は書類や本で少々散らかっていたが、だらしないほどではない。玲としては書棚の本はジャンルか判型ごとに並べ直したいところだが、勝手に触さわるわけにはいかないし、これはクリフォードなりの秩ちつ序じよで並べられているのだろう。

（写真立てとかは飾らないタイプなんだな）

　掃除機をかけるために椅子いすやゴミ箱を動かし、さりげなく観察する。

　別に彼のプライベートを覗のぞき見したいわけではないが、少々気になるのも事実だ。

　今のところ独身のようだが、あれほど魅み力りよく的な男性を世の女性は放ほうっておかないだろう……。

（……何を考えているんだ、僕は）

　慌あわてて妙みような考えを振ふり払はらい、掃そう除じ機きのスイッチを入れる。

　余計な詮せん索さくをせずに、掃除に集中しなければ。

　きびきびと働いているうちに、いつしか玲は掃除に没ぼつ頭とうしていった。
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　隣りん接せつする開発部門の部署から戻もどったクリフォードは、階段を上りながらちらりとフロアに目をやった。

　いつもの大おお柄がらな女性がロビーで掃除機をかけている。おそらく彼女が、今日の午後電話で話した担当者だろう。

　二階の廊下を進むと、見覚えのある青年が営業部長のオフィスで掃除機をかけているところだった。

　ラテン系の彼とは、自身のオフィスで何度か顔を合わせたことがある。明るくて愛あい想そのいい若者だが、几き帳ちよう面めんな性格とは言い難がたい。

（さてさて、ルーキーくんは来てるかな）

　なんとなく、うきうきした気分になっていることに気づく。

　クリフォードは常に仕事に真しん摯しに取り組んできた。それゆえ、職業は違っても自分の仕事に真面目に取り組む人間を高く評価している。

　社長室に近づくと、中から掃除機のモーター音が聞こえてきた。

　ルーキーくんが男性だということは、担当者との会話からわかっている。しかしそれ以上の情報は何も知らない。年金暮らしの高こう齢れい者しや、失業した中年男性、あるいは高校をドロップアウトした元不良少年か……。

　あれこれ想像しつつ、ガラス張りのドアの前に立つ。

　掃除機をかけているのは、ほっそりと華きや奢しやな後ろ姿だった。

　グレーのつなぎのユニフォームがぶかぶかで、中で細い体が泳いでいる。身長は百七十センチあるかないかで、どう見ても少年の後ろ姿だ。

　さらさら揺ゆれるまっすぐな黒くろ髪かみ、半袖そでから覗く白くて細い腕うで──彼が向きを変え、その横顔が露あらわになる。

　思わずクリフォードは、息を飲んだ。

　繊せん細さいで整った顔立ちだ。清掃会社のユニフォームが、びっくりするほど似合っていない。

　開発部門の社員のデスクに日本のアニメキャラクターのものだというフィギュアがずらりと並んでいるが、人形めいた顔といいスレンダーな体つきといい、目の前の青年はまさにアニメの世界から抜ぬけ出してきたかのようだった。

（…………驚いたな）　>>>♥

　掃除機をかけながら、青年がてきぱきと椅子やゴミ箱を元の位置に戻していく。前任者がさぼりがちだったデスクの下も、彼は丁てい寧ねいに掃除した。

　自分でも自宅の掃除機をかけるので、彼がいかに気を遣って作業しているかよくわかる。クリフォードの場合……というか、たいていの人は家具に掃除機が当たっても気にしない。

　しかし彼は、家具類に極力ぶつからないよう細心の注意を払っている。

　丁寧だけど、時間をかけすぎることもない。その手て際ぎわの良さは、見ていて惚ほれ惚れとするほどだった。

　ついつい彼の仕事ぶりに見入っていると、掃除機のスイッチを切って顔を上げた青年とガラス越ごしに視線がぶつかった。

　彼はひどく驚いたようで、大きな瞳ひとみをさらに大きく見開いている。

　黒……いや、ダークブラウンだろうか。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた切れ長の瞳は、思いがけず初うい々ういしい色いろ香かを漂ただよわせていた。

　もっと間近で見たい衝しよう動どうに駆かられ、クリフォードはガラス張りのドアを勢いよく開けた。

「すみません、もうお帰りになったのかと……」

　青年の白い頰ほおが、みるみるうちに上気してゆく。

　涼すずやかな声も丁寧な話し方も、彼の印象にぴったりだった。

「……いや、気にせず続けてくれ。書類を置きに来ただけだから」

　言いながら、ゆっくりとデスクのほうへ──青年のいるほうへ歩み寄る。

　慌てた様子で、彼は掃除機を引っ張りながらあとずさった。

　ひどく緊きん張ちようしているらしいのがありありと伝わってくる。もしかしたら、怯おびえさせてしまったかもしれない。

　クリフォードは、自分の風ふう貌ぼうが相手に威い圧あつ感かんを与あたえるらしいことを自覚している。黙だまっていてはますます怖こわがらせてしまいそうで、急いで無難な話題を探した。

「前任者から聞いていると思うが、散らかっていてもデスクの上はそのままにしておいてくれ」

「はい」

　青年が、神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。

　言ってから、もう少しフレンドリーに話しかければよかったと後こう悔かいする。

　けれど、いきなり名前を訊きいたりするのは馴なれ馴れしすぎて、別の意味で警けい戒かいされてしまいそうだ。

（普ふ通つうは出入りの清掃業者、しかも初対面の相手に、名前を訊いたりはしないよな）

　青年がおずおずと窓まど拭ふきに取りかかるが、先ほどのなめらかな動きとは打って変わり、その動作はひどくぎこちなかった。

　それもそうだろう。社長室の担当を命じられたその日に、当の社長が背後で見守っていては、テストされているような気になるのも仕方ない。

　書類を置いたら、もう用はない。自分がさっさと帰ったほうが、彼も仕事がやりやすいだろう。

「あとはよろしく」

　素そっ気ないセリフしか出てこなかったが、他に何を言えばいいのか思いつかなかった。

　なんとなく後ろ髪を引かれる思いで、クリフォードは社長室をあとにした。
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　その日の作業を終えてマイクロバスに乗り込んだ玲は、半ば放心状態で〈イングラム・テック〉の建物を見上げた。

（びっくりした……まさか初日に社長と鉢はち合あわせするなんて）

　まだ心臓がどきどきしている。

　彼が立ち去ったあと、わざわざ指名してくれたことに対して礼を言うべきだったと気づいたが、もう遅おそかった。

　つくづく、突とつ発ぱつ的なできごとに対処できない自分が嫌いやになる。

　人見知りする性格は高校の頃ころよりはましになったと思っていたが、先ほどの自分の反応を思い出すと、まだまだ改善の余地ありだ。

　目を閉じると、クリフォード・イングラムの印象的な瞳がありありとよみがえってくる。

　写真ではダークブラウンに見えたが、実際は緑がかった榛はしばみ色いろだった。

　髪も写真で見るより黒々とした暗あん褐かつ色しよくで、いつもはぴったり撫なでつけている前髪が少し乱れていたせいか、やけにセクシーな印象で……。

（セクシー？　いったい僕は何を……）

　慌てて彼の残像を振り払う。

　しかし玲の意思に反し、初めて間近で対たい峙じした男の圧あつ倒とう的な存在感は、かえって玲の脳のう裏りに執しつ拗ようにまとわりついてきた。

　仕立てのいいスーツに包まれた逞たくましい肩かたや厚い胸むな板いた、男っぽい大きな手──。

（……どうしてこんなにどきどきしてるんだろう）

　昔から体育会系は苦手だったし、長身で逞しい男性には恐きよう怖ふ感かんを覚えることが多いのに……。

「お疲つかれー」

　遅おくれてバスに乗り込んできたミゲルに声をかけられ、はっと我に返る。

「お疲れさま」

「社長室、どうだった？　うまくいった？」

「うん……途と中ちゆうで社長が戻もどってきてびっくりしちゃった」

　玲の返事に、ミゲルが大おお袈げ裟さに目を見開いた。

「社長と鉢合わせしたんだ、珍めずらしいな。俺は一年以上担当してたけど、会ったのはほんの数回だよ。あの社長、夜は残業しない主義とかで、忙いそがしいときは早朝に出勤して仕事してるって聞いたんだけど」

「そうなの？　じゃあ滅めつ多たに会えない社長に初日から会えたのはラッキーだったのかな」

　ミゲルが声を立てて笑う。

「ラッキーと見るか、アンラッキーと見るか。あの人強こわ面もてだし、なんか威圧感あって苦手なんだよな」

「ミゲルは誰だれに対しても物もの怖おじしないのかと思ってた」

「表面上はね。まあ怖そうな雰ふん囲い気きだけど、ちゃんとやってれば文句は言われないよ」

　言いながら大あくびをして、ミゲルはシートにもたれて目を閉じた。

　玲も肩を揉もみほぐしながら、窓の外に目を向ける。

　たちまち頭の中に、クリフォードの姿が浮うかび上がってきた。

（緊張はしたけど、不思議と怖いとは思わなかったな）

　紳しん士し的な雰囲気のせいだろうか。もしくは、なめらかな声と穏おだやかな話し方のせいか。

　低くて甘い、耳に心ここ地ちいい声だった。似たような低音でも、好みではない声もある。けれど彼の声は、ちょうど周波数にぴったりと合ったように玲の耳に深く染しみ込んできた。

（……なんか、初めて会った気がしなかった……）

　目を閉じて、深く息を吸い込む。

　体の芯しんがじんとするこの感覚には覚えがあった。

　どうやらクリフォードの残像に官能を揺ゆさぶられているらしいことに気づいて、玲は狼ろう狽ばいした。

　──玲は同性愛者だ。

　子供の頃から、憧あこがれるのはいつも年上の優やさしい男性だった。自分もそうなりたいという願望なのだろうと思っていたが、それが単なる憧れではなく恋れん愛あい感情だと気づいたのは思春期を迎むかえた頃のこと。初めての夢精を経験し、自分が同性にしか欲情しないことを知った。

　何度か恋こいもした。といっても一方通行の片かた想おもいばかりで、まだ誰ともつき合ったことはない。

　好きになるのはいつも線の細い中性的なタイプで、クリフォードのような男性的で逞しい体育会系は苦手だったはずなのに……。

　大きな手に触ふれられるところを想像し、背筋をぶるっと震ふるわせる。

　ゲイの間では、自分のような貧弱な体つきの子供っぽい男はあまりもてない。しかし一部の男性の興味を引くらしく、交際を申し込まれたり、強ごう引いんに迫せまられた経験はある。

　大おお柄がらで逞しい男性に迫られるのは、恐きよう怖ふしか感じなかった。高校時代に乱暴されそうになったことがあり、今でも男性の大きな怒ど鳴なり声を聞くと身がすくむ。

　好きな人には相手にされず、寄ってくるのは体目当ての男ばかり──次し第だいに玲は、恋愛に対して臆おく病びようになっていった。

（今は学費を貯ためることで精せい一いつ杯ぱいで、恋愛どころじゃないし）

　第一、クリフォードとは住む世界が違ちがう。

　クリフォードは注目を集める敏びん腕わん社長で、自分は清せい掃そう会社から派は遣けんされるアルバイトだ。恋愛関係どころか、名前を知ってもらう機会さえないだろう。

　彼に恋心を抱いだいてしまいそうな予感が、ないとは言えない。けれどそうなったところでどうにも発展のしようがないし、結局いつもの片想いに終わるだけだ。

　クリフォードとどうにかなりたいなどと大それたことを望んでいるわけではないが……味気ない日々に、ほんの少し張り合いが生まれるのは悪いことではない。

　そう考えて、玲は心に芽生えた名状しがたい感情を追い払はらった。
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　──玲が社長室の担当になって一週間。

　五日間の出勤のうち、もう三日もクリフォードと顔を合わせている。

　ミゲルは社長と顔を合わせることはほとんどないと言っていたが、たまたま繁はん忙ぼう期なのか、それとも残業しない主義から方向転てん換かんしたのだろうか。

『すみません、出直します』

　二度目に顔を合わせたとき、そう言って社長室の掃そう除じをあとまわしにしようとすると、クリフォードに呼び止められた。

『遠えん慮りよせず作業してくれ』

『いいんですか？』

『ああ、きみにも予定があるだろう。いつも通りやってくれればいい』

　そうは言われても、社長がいるとやりづらい。玲が掃除する場所からどいてはくれるが、応接セットや秘書のデスクに移動するだけで、パソコンのキーボードを叩たたいたり書類を読み耽ふけったりしている。隣となりで掃除機をかけられたらうるさいのでは……と思うのだが、彼は周囲の雑音が気にならないタイプらしい。

（う……今日もいるみたい……）

　廊ろう下かに漏もれた明かりに、緊きん張ちよう感かんがこみ上げる。

　決して嫌なわけではない。それどころか、玲にとっては密ひそかな楽しみでもある。

　ネクタイを緩ゆるめ、ワイシャツの袖そでを捲まくり上げた姿や、ソファに掛かけて長い脚あしを悠ゆう々ゆうと組む姿は、まさに眼福で……。

（だめだめ、ちらちら盗ぬすみ見なんかされたら社長も気分が悪いだろうし）

　掃除に徹てつすること、と自分に言い聞かせ、部屋の前で深呼吸する。

　案の定、ガラス越ごしにクリフォードがいるのが見えた。

「失礼します」

　ノックをしてから、そっとドアを開ける。

「ああ、もう掃除の時間か」

　デスクで本を読んでいたクリフォードが、顔を上げる。

「あ、こちらから先にしますのでそのままでどうぞ」

　立ち上がろうとしたクリフォードに、玲は秘書のスペースを指さした。

　掃除機をセットし、椅子いすやゴミ箱を動かす。クリフォードのほうを気にしないよう、玲はいつも以上にてきぱきと仕事を進めた。

　数分後、応接スペースの掃除を終えると、クリフォードが立ち上がった。すれ違いざまに、ふと思い出したように彼が振ふり返る。

「いつも丁てい寧ねいに掃除してくれてありがとう」

「……っ」

　不意打ちだった。低くなめらかな声に、心臓がどくりと飛び跳はねる。

　心の準備ができていなくて、玲はかあっと頰ほおが熱くなるのを感じた。

（いけない、変に思われる……！）

　さりげなく笑えみを浮かべようとするが、うまくいかなかった。無言では失礼だと気づき、慌あわてて言葉を探す。

「いえあの、こちらこそ、僕を指名してくださったそうで、ありがとうございます。ずっとお礼を言いたかったんですけど、言いそびれていて……っ」

　緊きん張ちようしたときの悪い癖くせで、早口になってしまう。

　さらに悪いことに、緊張していると自覚したとたんにクリフォードに対する密かな思し慕ぼの感情があふれ出し、どうしようもないほど顔が赤くなってしまった。

　玲のほうへ向き直り、クリフォードが少々ぎこちない笑みを浮かべる。

「ああ……一階の会議室が綺き麗れいになっててびっくりして……」

　眩まぶしげに目を瞬またたかせたクリフォードが、デスクの角に軽く腰こしかける。

　二十センチほどある身長差が縮まって、玲はうろたえて目を左右に泳がせた。こんなに間近で顔を見られたら、赤くなっているのがばればれだ。

「きみはずいぶん若く見えるが、もしかして高校生？」

「いえ、大学生です」

　答える声が上うわ擦ずってしまう。

「専せん攻こうは？」

「心理学です」

　なぜ質問されるのかわからなかったが、別に隠かくすようなことでもない。問われるままに、玲は両手で掃除機を握にぎり締しめたまま答えた。

「何年生？」

「えーと……実は今、休学中で……」

　正直に答えてから、四年生ですとだけ答えればよかったと後こう悔かいする。

　案の定、クリフォードは「なぜ休学を？」と突つっ込んできた。

「その、いろいろあって奨しよう学がく金を打ち切られたんです。それで休学して学費を稼かせごうと」

「なるほど。昼間もこの仕事を？」

「いえ、昼間は契けい約やく社員としてデータ入力の仕事をしています」

「掛け持ちか。大変だな」

「そうでもないです。掃除は二時間だけですし」

　無意識に、壁かべの時計をちらりと見てしまう。

　その視線に気づいたようで、クリフォードが「ああ、すまない。仕事の邪じや魔まをしてしまったな」と体を起こした。

「いえ……」

　質問攻ぜめから解放されてほっとしたような、もっと話していたいような、なんともいえない胸のざわめきを抱かかえつつ掃除機を引っ張る。

　掃除機のスイッチを入れようとしたところで、再びクリフォードが振り返った。

「そうだ、名前を訊きいていなかった」

　名前？　クリフォード・イングラムに名前を尋たずねられている？

　顔を上げて、ごくりと唾つばを飲み込む。

「……玲です。レイ・マツバ」

「レイか。改めてよろしく、玲」

　クリフォードが笑顔になり、名前をくり返す。

「はい、どうぞよろしくお願いいたします……」

　ふわふわとした夢見心ごこ地ちで、玲はこくこくと頷うなずいた。
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　──まもなく二十三時になろうとしている。

　会社の駐ちゆう車しや場には、クリフォードの愛車のベンツがぽつんと取り残されていた。

　運転席に乗り込んで、正面に見える社長室の窓を見上げる。

「レイ・マツバ……レイ・マツバか」

　青年の名前を、舌の上で味わうようにくり返す。

　この一週間、たいして用もないのに残業してしまった。残業は極力しない主義の自分が、こんなに遅おそい時間まで会社に残っていたのは異例中の異例だ。

　その甲か斐いあって、今日はあの青年のことをいろいろ知ることができた。

　休学中の大学生で、学費のために仕事を掛け持ち中。

　そういった情報だけでなく、あの涼すずやかな声をたくさん聞くことができたし、綺麗な瞳ひとみを間近で覗のぞき込むこともできた。

　真っ赤になった顔を思い出し、唇くちびるに笑みが浮うかんでしまう。

（あれは実に可か愛わいかった）

　本人としては緊張しておどおどしていただけだろうが、あんな初うい々ういしい反応を見せられると、自分に気があるのではないかと誤解してしまいそうになる。

　それとも、少しは期待していいのだろうか。

　玲も自分に興味を持ってくれているのではないかと……。

（俺は……あの青年に惹ひかれているんだろうか）

　ハンドルに手を置き、自問自答する。

　答えはわかりきっている。

　しかしクリフォードは、三十三歳の今まで異性愛者として生きてきた。同性に惹かれたのは初めてで、まだこの気持ちが恋れん愛あい感情だとは確信できずにいる。

（恋愛感情というもの自体、俺はあまりよくわかっていないし）

　過去にそれなりに女性とのつき合いはあった。端はたから見れば恋愛関係だっただろうし、クリフォードもそうなるように努力はしていた。

　けれど、彼女たちを心から愛していたかというと答えはノーだ。

　友人たちのように相手にのめり込むこともなかったし、狂くるおしいほどの執しゆう着ちやくを覚えたこともない。

『結局あなたは私のことを、気の合うセックスフレンドくらいにしか思ってないのよ』

　一年ほど前に別れた最後の彼女に、そう言われたことを思い出す。

　その通りだと思う。そしてそのときは、それのどこがいけないのかわからなかった。

　気が合うというだけでも滅めつ多たにないことだし、それでセックスの相あい性しようがそこそこよければ上等だろう。相手にはその程度しか求めていなかったし、それ以上を求められても自分には応こたえられない。

　冷たい男だと罵ののしられたこともあるが、いつだって相手の意思を尊重してきたし、無む理り強じいや束そく縛ばくもしたことがない。

『おまえ、自分を見失うくらい誰だれかに夢中になったことがないだろう』

　親しい友人にはそう言われた。まだ本気の恋こいをしたことがないのだ、と。

　このまま一生、本気の恋とやらに陥おちいる気配はなさそうだ。そう思っていた矢先、玲が現れた。

　こんなにも誰かの気を引きたいと思ったのは初めてだ。

　この感情を、なんと名付けたらいいのだろう──。

（これが、皆みなが言うところの恋愛感情ってやつなんだろうか）

　確信を得るまで、もう少し検証しなくてはならない。そのためには、対象ともっと頻ひん繁ぱんに関かかわり合う機会が必要だ。

（さて、どうしたものか）

　夜空に浮かんだ月を見上げながら、実験の手順を思案する。

　自分から誰かにアプローチすることすら初めてだと気づき、クリフォードは苦く笑しようしながらイグニションキーをまわした。
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　──玲が社長室の担当になって、そろそろ二週間になる。

　十日間の出勤で六日も顔を合わせているので、玲もクリフォードがいることに慣れてきた。

（話しかけられると、まだ緊きん張ちようしちゃうけど）

　マイクロバスに揺ゆられながら、玲は膝ひざの上で両手を握り合わせた。

　話といっても、あくまでも業務的なことだけだ。名前を訊きかれたとき以外、特に個人的な話はしていない。

　玲からはもちろんプライベートな質問などしていないが、少しずつクリフォードの人となりが見えてきたところだ。

　コーヒーが好きで、残業中もよく飲んでいること。砂糖やミルクは入れないブラック派。

　経済紙はざっと目を通すだけで処分するが、ロボット工学やＩＴ技術関連の業界紙は丹たん念ねんに読み込み、ときおり切り抜ぬいていること。

　デスクの上には、たいてい理学療りよう法ほうや作業療法に関する論文が積んである。隣りん接せつする開発部門にもよく足を運んでいるようだし、経営者でありながら開発にも深くかかわっているようだ。

（最初に作った器具も、お父さまの案をクリフォードが設計図に起こしたという話だし）

　スーツ姿も素す敵てきだが、作業着で実験しているところも見てみたい気がする。

　スーツといえば、クリフォードのワイシャツ姿を見ることができるのもこの仕事の役得だろう。袖そでを捲まくったりネクタイを緩ゆるめたり、おそらく日中は見せないのであろう、リラックスした姿を拝むことができる。

　間近で話したときには、うっすら髭ひげが伸のびているのも見ることができた。

　アメリカでは、朝剃そっても夜には伸びてくるという男性は珍めずらしくない。ゼミの教授や昼間働いている会社の上司も夕方には髭が伸びてくるタイプだが、今まで一度もそれをセクシーだと思ったことはなかった。

　けれど、クリフォードの伸びかけた髭には、なぜか胸がときめいてしまった。

　頰ほおずりして、ちくちくした感かん触しよくを味わうところを想像してしまい……。

（何を考えてるんだ、僕は）

　後ろめたい記き憶おくを、慌あわてて振ふり払はらう。

　多た忙ぼうな生活で疲つかれていたせいか、玲は久しく自じ慰いをしていなかった。

　いや、まったくしていなかったわけではない。けれどシャワーを浴びるついでに機械的に擦こするだけで、妄もう想そうに浸ひたりながら愉たのしむ自慰はご無ぶ沙さ汰ただった。

　彼と言葉をかわした日──名前を訊かれたあの夜、玲はクリフォードの姿を思い浮かべながら自らの体を慰なぐさめた。

　思い出すだけで、顔から火が出そうになる。

　アパートの部屋に戻もどり、ひとりになったとたん我が慢まんできなくなって、服の上から胸をまさぐった。いつからそんなふうになっていたのか、よれよれのチェックのシャツの下で、乳ち首くびが恥はずかしいほどつんと尖とがっていた。

『……ん、……あ、ああ……っ』

　クリフォードの大きな手に触ふれられるところを想像し、声を押し殺しながらずるずるとその場にしゃがみ込んだ。

　脚あしの間がじんと熱くなり……いけないと思いつつジーンズのファスナーを下ろし、下着の上からそっとペニスを手で覆おおった。

『……ん……っ』

　先走りが溢あふれて、下着を濡ぬらすのがわかった。

　耳に残っていたなめらかな声が、玲の官能を大きく揺さぶった。

『あ、あっ、ああ……っ！』

　──あっというまに、上り詰つめてしまった。下着を脱ぬぐのが間に合わず、初めての夢精のときのように汚よごしてしまった。

　羞しゆう恥ちと快感が交こう互ごに打ち寄せ、しばらく床ゆかにへたり込んだまま立てなくて……。

（うわー、思い出しちゃだめだ！）

　今から掃そう除じに行くのに、エロティックな妄想をたぎらせている自分が恥ずかしい。

「玲、なんか顔赤いけど大だい丈じよう夫ぶか？　体調悪いんじゃね？」

　隣となりの席でスマホを弄いじっていたミゲルが、心配そうな表情で覗のぞき込んでくる。

「ううん、全然。ちょっと暑くて……」

　ぱたぱたと顔を扇あおぐ真ま似ねをしてごまかす。

「ならいいけど。なあ、これ、どっちがいいと思う？　もうすぐジーナの誕生日で、プレゼント探してるんだけどさ」

　ミゲルが、玲のほうへスマホの画面を向ける。

　ジーナはミゲルの彼女で、同じ美容院で働いている同どう僚りようでもある。何度か写真を見せてもらったが、赤毛のチャーミングな女性だ。

　ミゲルが候補に挙げているのは、赤い石の嵌はまったデザイン違ちがいのペンダントだった。ネットショップの商品説明ページのようだが、値段が目に入ってぎょっとする。

（結構高価なものをプレゼントするんだな）

　赤い石は本物のルビーなのだろう。恋人のために奮発したいという気持ちはわかるが、ミゲルはあまり裕ゆう福ふくではない。昼間の仕事も美容師見習いでそれほど稼かせいでいるとは思えないし、人ごとながらちょっぴり心配になってしまう。

「うーん……どっちも素敵だけど、髪かみの色より目の色に合わせてブルーの石はどう？」

　それとなく、提案してみる。

「俺的には、ジーナは赤ってイメージなんだけど」

「前に見せてくれた写真、綺き麗れいなトルコ石のピアスをしてたでしょう。彼女の青い瞳ひとみによく似合ってるなって思ったんだけど」

　トルコ石なら、ルビーほど高価ではない。それに実際、ジーナの服装はコンサバ系ではなくナチュラル系だ。好みにあったもののほうが、喜んでもらえるのではなかろうか。

　玲の言葉に、ミゲルが深々と頷うなずいた。

「なるほどね。そういや指輪もシルバーにトルコ石のやつがお気に入りみたいだしな」

　再びスマホの画面を覗き込み、何やら検けん索さくを始める。

（恋人へのプレゼント選び、楽しそうだな）

　恋人がいない玲にとっては、あれこれ悩なやむ姿も楽しそうで、うらやましく感じてしまう。

　クリフォードも、恋人にプレゼントを選ぶときはこんなふうにあれこれ悩むのだろうか。

（つき合ってる人、いるのかな。いるんだろうな）

　クリフォードの傍かたわらにゴージャスな美女が寄り添そう姿は容易に想像できた。ハリウッドスターの婚こん約やく発表のような、きらびやかな場面が頭に浮うかぶ。

　自分とは、まったく無む縁えんの世界。悲しいとか悔くやしいという感情はなく、ほんの少し疎そ外がい感を味わうだけ。

　玲にとって、片かた想おもいはいつもこのパターンだ。憧あこがれの人は、離はなれた場所からそっと眺ながめているだけで充じゆう分ぶん。そのほうが、思い悩んだり傷ついたりせずに済む。

「おっと、時間切れだ」

　バスが〈イングラム・テック〉の裏口に入り、ミゲルがスマホをポケットにしまう。

　ミゲルと話しているうちに落ち着いてきて、バスを降りる頃ころには玲も平常心を取り戻すことができた。

「こんばんは」

　通用口で警備員と挨あい拶さつをかわし、入館許可証を受け取る。

　いつものように掃除用具の入ったカートを押して二階の廊ろう下かを進むと、社長室のガラス扉とびらから明かりが漏もれているのが見えた。

　どうやらクリフォードは今夜も残業らしい。

（大丈夫、平常心、平常心……）

　自分に言い聞かせつつ、ドアをノックしてそっと扉を押し開ける。

「失礼します」

　返事がなかった。明かりは点ついているが、部屋には誰だれもいない。

（もう帰っちゃったのかな）

　顔を合わせずに済んでほっとしたような、がっかりしたような、どっちつかずの気分で掃除に取りかかる。

　毎晩会えるとは限らない。今は残業が多いようだが、そのうち仕事が落ち着いて元通りになれば、ミゲルが担当だったときのように滅めつ多たに顔を合わせなくなるだろう。

　それでいい。ずっと顔を合わせていると、つらくなるばかりだ。

　次し第だいに集中し、玲は無心になっていた。窓とガラス扉を磨みがき、棚たなの埃ほこりを払い、掃除機をかける。ゴミ箱のゴミを回収し、最後の点検で応接用ソファの足元の床にわずかなコーヒーの染しみを見つけ、しゃがんで雑ぞう巾きんで丹念に擦り取る。

「……っ!?」

　ふいにドアの開く音がして、玲は驚おどろいて顔を上げた。

　社長室に入ってきたのは、黒いタキシード姿のクリフォードだった。

「やあ、今夜もご苦労さま」

　目が合うと、クリフォードは柔やわらかな笑えみを浮かべた。

「こ、こんばんは」

　いつもと違う正装姿にどぎまぎし、口ごもってしまう。

　立ち上がろうとしてよろめき、みっともなくバランスを崩くずしてしまった。

「おっと、大丈夫？」

「すみません……っ」

　腕うでを支えられそうになり、慌ててあとずさる。

　黒い蝶ちようネクタイが目に入って、玲は急にくたびれたつなぎのユニフォーム姿の自分が恥ずかしくなってしまった。

（いやいや、恥じることはない。僕は清掃会社のアルバイトで、これは制服なんだから……っ）

　自分の仕事には誇ほこりを持っている。けれど、ぱりっとしたタキシード姿のクリフォードと比べると、なんとみすぼらしいのだろう……。

「今夜は取引先のパーティがあってね。つき合いで出席してきたんだ」

　クリフォードが上着を脱いで、無造作にワークチェアの背に掛かける。

　なんと返事しようか迷っていると、カフスボタンを外しながらクリフォードが続けた。

「こういう堅かた苦くるしいのはどうも苦手だ。肩かたが凝こったよ」

　秘書でもないのに、お疲つかれさまですと言うのは変だ。かといって、黙だまっているのも失礼な気がする。

　逞たくましい肩に手を置いて「揉もみましょうか」などと言っている自分が目に浮かび、慌あわてて玲は妙みような妄もう想そうを振ふり払はらった。

「そうだ、チョコレートは好き？」　>>>♥

　思い出したようにクリフォードが振り返る。

「え？　ええ……」

「よかった。これ、取引先からもらったんだが、俺は甘いものが苦手でね。よかったら持って帰ってくれないか」

　差し出された洒しや落れた黒い箱に、玲は目をぱちくりさせた。

　超ちようがつく高級ブランドのチョコレートだ。びっくりして、玲はばたばたと両手を振った。

「いただけません！　その、お気持ちはとても嬉うれしいんですが……っ」

「遠えん慮りよしなくていい」

「いえあの、会社の規定で、仕事先からものを持ち帰ってはいけないことになってるんです」

　退出する際、警備員が私物のバッグの中身を点検するのが決まりだ。こんな高級品の箱を持っていたら、間違いなく疑いの目を向けられるだろう。

「……そうか」

　クリフォードが顎あごを引き、呟つぶやく。

　気を悪くさせてしまっただろうかと心配になったが、彼は少々ぎこちなく微笑ほほえみかけてくれた。

「うん、まあそうだよな。変なこと言って悪かった」

「いえ、あの、失礼します」

　掃そう除じ用具をかき集め、玲はそそくさと退散した。

　廊下を歩きながら、せっかくの厚こう意いを断るなんて、かえって失礼だったのではと後こう悔かいする。

（いやでも、あんな高級品もらうわけにはいかない）

　玲がこの会社の社員なら問題はないだろうが、自分は出入りの業者だ。

　一階のオフィスの掃除に取りかかり、玲はため息をついた。

（ほんと、気持ちはすごく嬉しかったんだけど……）

　たまたま玲が居合わせたから、渡わたそうと思っただけなのだろう。けれど秘書や社員ではなく、自分に渡そうとしてくれたことが嬉しい。

　クリフォードにとっては、特に意味のない行こう為いだ。けれど彼に憧れている玲が、そこになんらかの意味を見み出いだそうとする気持ちを止められないのは仕方のないことだろう。

（考えるだけなら迷めい惑わくをかけないし）

　妄想に浸ひたっている間は幸せな気分になれる。掃除機をかけながら、玲は無意識に口元をほころばせた。

　担当しているオフィスと会議室を綺き麗れいにし、ゴミ箱から回収したゴミを分別して袋ふくろに入れていく。時間が経たつにつれ、久しぶりにクリフォードと言葉をかわした喜びが全身に行き渡り、その日は快調に作業を終えることができた。

「すみません、返へん却きやくの手続きお願いします」

　警備員室の窓口をノックし、声をかける。

　顔なじみの初老の警備員が、ワークチェアをくるりと回転させて振り返った。

「ああ、お疲れさん」

　入館許可証を返し、私物のバッグのファスナーを開けて窓口のカウンターに載のせる。

「そうそう、きみに渡すよう、預かってるものがあるんだ」

　警備員がカウンターの下に屈かがみ、何やら取り出す。差し出された紙かみ袋ぶくろを見て、玲は目を瞬またたかせた。

　先ほど断ったチョコレートの箱だ──。

「さっき社長が来たよ。会社の決まりで受け取れないって断ったんだって？　律りち儀ぎだねえ。無断で持ち出すのはいかんが、こういうのは申しん告こくしてくれれば構わんよ」

　警備員がにっこり笑って紙袋を手て渡わたしてくれる。

「ありがとうございます……」

　受け取った紙袋は、ずしりと重みがあった。

　心が大きく波立ち、熱い感情の塊かたまりが喉のど元もとへこみ上げてくる。

（うわ……どうしよう、なんかすごく嬉しい）

　チョコレートをもらった喜びよりも、クリフォードがわざわざ警備員室まで出向いて話を通してくれていたことのほうが嬉しかった。

　またもやそこに特別な意味を見出してしまいそうになり、急いで打ち消す。

「社長からプレゼント？」

　イリーナに声をかけられ、頷うなずく。

「プレゼントというか、取引先からのお土産みやげです。甘いものは苦手だそうで」

「そうなの？　それでも社員じゃなくあなたにくれたってことは、あなたの仕事ぶりが気に入ってるのね。よかったじゃない」

「はい……」

　イリーナの言うとおり、仕事ぶりを気に入ってくれたというだけのことだ。

　それでもクリフォードの気き遣づかいが嬉しくて、玲は胸に紙袋を抱だき締しめた。
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　ブラインドを下ろそうと窓辺によると、ちょうどマイクロバスが敷しき地ちから出ていくところだった。

（玲はチョコを受け取ってくれたかな）

　顎に手を当てて、バスの後ろ姿を見つめる。

　プレゼント作戦は果たしてうまくいったのかどうか……伸のびかけた髭ひげをさすりながら、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　自分から積極的に動いたことがないので、こういう駆かけ引きはどうも苦手だ。

　いろいろ考えて、警けい戒かいされないように取引先からのもらいものだと噓うそをついた。本当は今日のパーティに出席する前に専門店へ寄って買っておいたものだが、素す直なおに「いつもよくやってくれているから感謝の気持ちだ」と渡したほうがよかったのかもしれない。

（けど、話の糸口にはなった）

　次に会ったとき、彼はチョコの礼を言うだろう。それに対し、自分は何か気の利きいたセリフを言えばいい。

（気の利いたセリフ？　なんだろう……チョコ好きの弟がチョコを食べすぎて鼻血を出したときの話とか？）

　却きや下つかだな、と呟く。

　口くち下べ手たとまでは思わないが、それほど話し上手ではない自分には〝気の利いたセリフ〟はハードルが高い。

　けれど業務以外の話をする機会を増やすには、こういう積み重ねが大事だ。

　ふと、店頭でチョコレートを選んだときのことを思い出し、唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

　ガラスのケースの中には色とりどりのチョコレートがずらりと並んでおり、隣となりで若いカップルの女性が「あれも美味おいしそう、これも食べたい」と彼氏にねだっていた。

　それを横目で見つつ、クリフォードは玲の姿を想像した。

『美味しそう……』

　玲が目を輝かがやかせ、ケースの中を覗のぞき込む。

『どれでも好きなのを選びなさい』

　年上の余よ裕ゆうを最大限に活用し、そう言って肩を抱き寄せる。

『いいんですか？』

『ああ、好きなだけ買ってあげよう』

　金持ちのパトロンのような言い草しか思い浮かばない自分に絶望したが、玲を甘やかす妄想は心ここ地ちよかった。

（なんだか警けい戒かい心しんの強い子こ猫ねこを餌え付づけしようとしているみたいだな）

　餌付けは、アプローチの方法としてはなかなか悪くないやり方だ。

　女性相手ならまずはランチに誘さそったりするところだろうが、玲は女性ではないし、立場的にもセクハラととられないよう充じゆう分ぶん注意しなくてはならない。

（食事に誘ったりしたら、警戒するだろうか）

　あの綺麗な青年が食事をするところを見てみたいという奇き妙みような欲望が、ここのところクリフォードの中でくすぶり続けている。

　何か口実を設けて、近々実行に移したい。

　腕うでを組んで、クリフォードは思案を巡めぐらせた。
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「みんな揃そろった？　ミゲルは？」

　マイクロバスの運転席に乗り込んだイリーナが、アルバイトの顔ぶれを見み渡わたして尋たずねる。

「まだ来てません」

　玲が答えると、イリーナは顔をしかめた。

「また遅ち刻こく？　まったく……時間だから出発するわ」

　ミゲルの遅刻は初めてのことではない。美容院の仕事が長引いたと言って、これまでにも何度か遅おくれてきたことがある。

　そういうときは自分のスクーターで直接〈イングラム・テック〉に来るので、イリーナもミゲルを待とうとはしなかった。

　会社に着いても、ミゲルから連れん絡らくはなかった。イリーナが掃そう除じの分担表を見やり、指示を出す。

「二階を優先的にやりましょう。あなたは南側の役員のオフィスね。北側は私がやるわ。終わったら一階の持ち場をお願い」

「了りよう解かいです」

　ひとり欠勤となると、玲とイリーナの負担は大きい。急いで玲は掃除に取りかかった。

（社長、今日はいるかな……）

　ゆうべのチョコレートのお礼を言いたい。

　──帰宅してから、玲はしばらく美しい箱を眺ながめて過ごしてしまった。

　どきどきしながら開けると、中には芸術品のようなボンボン・ショコラがぎっしり並んでいた。

　チョコレートは大好物だ。普ふ段だんはスーパーで買った板チョコくらいしか食べる機会がないので、カカオのいい香かおりにうっとりしてしまった。

　まずは記念に写真を何枚か撮とった。インスタグラムやフェイスブックなどのＳＮＳは面めん倒どうでやっていない玲も、思わず自じ慢まんしたくなるほどいい写真が撮れたが、もちろん誰だれにも秘密だ。

（もったいなくて一個しか食べられなかった……）

　とっておきのコーヒーを淹いれて、ゆっくりと舌の上で溶とかして味わった。

　美味しいチョコも感激だが、玲にとっては〝クリフォードがくれた〟という事実こそが甘かん美びな時間をもたらしてくれたといえよう。

　クリフォードへの感謝の言葉も、何度もリハーサルをした。

　あまり大おお袈げ裟さにしてはうっとうしいだろうし、シンプルすぎても素そっ気ない。

　とても嬉うれしかったという気持ちを手短に伝えようと、玲は社長室へ向かった。

「失礼します」

　社長室には誰もいなかった。

　けれどゆうべのように、掃除をしているうちに戻もどってくるかもしれない。

　期待しつつ掃除に取りかかったが、結局作業を終えるまでクリフォードは戻ってこなかった。

（今日は残業なしだったのかな……）

　がっかりした気持ちで、社長室をあとにする。

　今夜はミゲルの分までやらなくてはならないので、感傷に浸ひたる間もなく玲は役員のオフィスに向かった。

　時計を見ながら、てきぱきと作業を進めていく。もう少し時間をかけたい箇か所しよもあったが、二時間で退出しなくてはならないので簡易版でいくしかない。

　役員のオフィス三室を片付け、営業部長と書かれたオフィスに足を踏ふみ入れる。室内の明かりを点つけたとたん、思わず玲は呻うめいた。

（うう……観葉植物だらけ……）

　床ゆかにも棚たなにも観葉植物の鉢はちが所ところ狭せましと置かれており、まるで温室のようだった。救いは、植物の手入れがまあまあ行き届いていることだろうか。それでも他の部屋に比べると、掃除機をかけるのにだいぶ手間取ってしまった。

（これ以上は時間をかけられない。あとはミゲルに任せよう）

　窓まど拭ふきは断念し、ゴミ箱の中身を袋ふくろに入れようと持ち上げる。

「……？」

　ゴミ箱がやけに重い。たまに飲みものが入ったままのペーパーカップを捨てる人もいるので、玲は慎しん重ちようにゴミ箱の紙くずをかき分けた。

（え、これ、捨てるんだろうか）

　ゴミ箱のいちばん下から出てきたのは、小さな鉢はち植うえのサボテンだった。

　枝分かれしたサボテンの一部が少し枯かれかかっているので、いらないと判断したのだろうか。

　そっと鉢を取り出し、手のひらに載のせてみた。素す焼やきの鉢はどこも欠けていなくて綺き麗れいだし、サボテンも枯れた部分を取り除けば問題はなさそうだ。

（間ま違ちがってゴミ箱に落としちゃった……というわけではなさそうだよな）

　ゴミ箱の底に立てて置いてあったし、ゴミ箱の周りに鉢植えは置かれていない。

　棚を見ると、同じ素焼きの鉢に植わった何種類かのサボテンが等とう間かん隔かくに並んでいた。どれもつやつやして元気そうで、ということは、やはり先せん端たんが枯れてきたこのサボテンは捨てられたということなのだろう。

（ちょっと可か哀わい想そうだな）

　サボテンに同情しつつ、玲は鉢をカートの掃除用具入れの中に置いた。ゴミとして出すにしても、鉢と中身を分けなくてはいけない。

　営業部長のオフィスを出て隣となりの部屋へ移動しようとしたところで、誰かが駆かけ上がってくる音が聞こえてきた。

　一いつ瞬しゆんクリフォードかと期待してしまったが、走り寄ってきたのはミゲルだった。

「遅れてごめん！　美容院の仕事が長引いちゃって」

　いつもと同じ言い訳をして、ミゲルがぜいぜいと呼吸を乱す。

「来てくれて助かったよ。二階は僕とイリーナで終わらせるから、一階をお願い」

「ああ。ここの部屋は？　もう終わった？」

　ミゲルが、営業部長のオフィスを指さす。

「うん、一応。植木鉢が多くて、あんまり丁てい寧ねいにはやってないけど」

「いいよ、営業部長はあんまりうるさくない人だから。これ、回収したゴミ？　俺が集積所へ持って行くよ」

　それより早く一階の掃除に取りかかって……と思ったが、ミゲルはゴミ袋ぶくろを持って風のように立ち去ってしまった。

（……やれやれ）

　ため息をついて、二階の最後のオフィスに取りかかる。

　広報部長と書かれたその部屋は、観葉植物こそないが、カタログや資料で雑然としていた。床に落ちている書類は勝手に触さわっていいものなのか迷うが、掃除機をかけるためには拾うしかないだろう。

（こうしてみると、社長のオフィスがいかに整然としているかわかるなあ）

　またしてもクリフォードの好感度が上がってしまった。

　このまま〈イングラム・テック〉で働き続けていたら、ますます彼のことが好きになってしまいそうだ──。

　余計な物思いを振ふり払はらい、玲は時計を睨にらみつつ作業に集中した。







　なんとか時間内に仕事を終えた玲は、ゴミをまとめて警備員室の隣にある集積所へ運んだ。

　分別した袋を捨てたあと、サボテンのことを思い出してカートから取り出す。

（……やっぱり捨てるのは可哀想な気がする）

　ゴミ箱から拾ったものを持ち帰るのは当然ながら禁止だが、だめ元で警備員に訊きいてみることにした。

「すみません、これ、ゴミ箱に捨ててあったんですけど、差し支つかえなければいただいてもいいですか？」

　チョコを預かってくれていたときと同じ警備員が、窓口から顔を覗のぞかせる。玲から受け取った鉢植えをしげしげと眺め、「ああ、営業部長さんのところのか」と呟つぶやいた。

「まだ全部枯れてるわけじゃないし、捨てるのはもったいないね。いいよ、持って帰りな」

「ありがとうございます」

　ほっとして、玲はバッグからハンドタオルを取り出して鉢をくるんだ。

「お疲つかれー。今日は遅れてほんっとごめん」

　ミゲルが、いつもより疲れた様子でやってくる。

「いいよ。ただし二階のミゲルの担当箇所はあんまり時間かけられなかったから、明日はしっかりよろしくね」

「了解」

　言いながら、ミゲルが大あくびをする。

「そうそう、ジーナへのプレゼント、玲のアドバイスどおり青い石のついたやつにしたんだ」

「そうなの？」

　バスに乗り込むと、ミゲルがさっそくスマホの電源を入れて写真を見せてくれた。綺麗なトルコ石のペンダントだ。

「玲が似合ってるって言ってたピアスと雰ふん囲い気き似てるだろ」

「うん、ジーナの青い瞳ひとみによく似合いそう。気に入ってもらえるといいね」

「へへっ、誕生日はふたりきりで過ごすことになってるんだ。プレゼントの予算が余ったから、ナパバレーのスパリゾートに泊とまろうと思って」

「へえ……豪ごう勢せいだね」

　当初プレゼントに使う予定だったお金は、旅行にまわすことにしたらしい。

　ルビーのペンダントの値段を思い出し、玲はかすかに眉まゆ根ねを寄せた。

（ちょっと前、金欠で大変だって言ってたのに）

　人ごとながら、ミゲルのお金の使い方は無計画すぎる気がする。急に羽は振ぶりが良くなってブランドもののスニーカーや新車のスクーターを買ったかと思えば、家賃を滞たい納のうして大家に追い出されそうだと愚ぐ痴ちったりする。

　玲もぎりぎりの生活を送っていることを知っているので、今のところ金を貸してくれと言われたことはないが……。

（僕がとやかく言うことじゃないけど）

　お金の使い方について忠告したいところだが、ミゲルは単なるバイトの同どう僚りようで、友達というわけではない。口出しは余計なお世話だろう。

　ミゲルとの会話が途と切ぎれ、玲は窓の外に目を向けた。

　来年の今いま頃ごろは、再び大学生に戻もどっている予定だ。そうなれば〈イングラム・テック〉とも縁えんが切れるし、クリフォードからもらったチョコも賞味期限がやってくる。

（ミゲルみたいに、あとさき考えずに今を楽しむという時期も、長い人生には必要なのかもな……）

　貯ためたお金を散財したいとは思わない。けど、普ふ段だんは抑おさえている感情を吐と露ろするくらいなら、自分にもできそうだ。

　掃そう除じの仕事の最後の日、思い切ってクリフォードに想おもいを告げるというのはどうだろう。

　彼とつき合えるとは思っていないし、答えを求めたいわけでもない。

　ただ、あなたが好きだったと告げるだけなら……。

　目を閉じて、クリフォードに告白するところを想像してみる。

　想像はやがて都合のいい妄もう想そうに変わり、玲はしばし現実逃とう避ひに身を委ゆだねた。














７









「すみません、知り合いがここに入院したって聞いて……」

　──翌々日の土曜日。

　総合病院の外げ科かの受付の前に立ち、玲はナース服を着た職員に患かん者じやの名前を告げた。

「ミゲル・リヴェラさんのお知り合い？　今は面会謝絶で、家族しか会えません」

　職員が素そっ気なく言って書類に視線を落とす。

「面会謝絶……そんなに容態が悪いんですか？」

「すみません、お答えできません」

　職員はとりつく島もなかった。

　これ以上食いさがっても無む駄だだろう。受付カウンターを離はなれ、空いている長なが椅子いすに座ってふうっと息を吐はき出す。病院特有の匂においが入院中の記き憶おくを呼び覚まし、もう痛みがなくなったはずの足がぴりぴりした。

　──昨日清掃会社に出勤すると、事務所にいたイリーナに険しい表情で手招きされた。

『なんでしょう？』

　怖こわ々ごわと近づくと、イリーナが重々しく口を開いた。

『ミゲルが大おお怪け我がして、救急車で運ばれたって電話があったの』

『ええ……っ!?』

　驚おどろいて、玲は目を見開いた。

『それはいつですか？』

『ゆうべですって。ちょっと状じよう況きようがよくわからないんだけど、なんでも強ごう盗とう事件に巻き込まれたとか……』

『強盗事件……まさか撃うたれたんですか？』

『電話してきた人と直接話したわけじゃないから、私もどういう怪我かわからないの。幸い命に別状はないみたい』

『入院している病院、わかります？』

『ええ、ちょっと待って』

　イリーナが書き留めた病院名を、玲はスマホの検けん索さく窓まどに入力した。

　病院はアパートからそれほど遠くない場所だった。今日は仕事を入れていなかったので見み舞まいに来たのだが、面会謝絶なら帰るしかなさそうだ。

（ゆうべもクリフォードに会えなかったし……ここのところ、会いたい人になかなか会えないな）

　ミゲルの入院で、ゆうべの掃除は慌あわただしかった。急だったので代わりのバイトも見つからず、イリーナとふたりで手分けして、とにかく時間内に終わらせることを最優先した。

　クリフォードにチョコのお礼を言えずにいて、玲の中でそのことがくすぶり続けている。

　デスクに手紙を書き置きしようかとも思ったが、なんだか馴なれ馴れしいような気がしてやめた。

　そろそろ帰ろうかと立ち上がった玲は、エレベーターから降りてこちらに向かってきた客に知った顔があることに気づいた。

「あの、すみません、ジーナさん？」

　赤毛の女性が、怪け訝げんそうな表情で玲を見つめる。

「急に声をかけてごめんなさい。僕、清掃会社でミゲルと一いつ緒しよに働いてる玲といいます」

　玲が名乗ると、ジーナが「ああ」と声を上げた。

「あなたが玲ね。ミゲルから聞いてるわ。そういえば写真も見せてもらったことがあった」

「僕も、ミゲルからあなたの写真をよく見せられました。自じ慢まんの彼女だって」

　ジーナがくすくす笑う。

「お見舞いに来てくれたの？」

「ええ、でも面会謝絶だと断られて……」

「私もまだ家族じゃないんだけどね。婚こん約やく者ですって言い張って病室に入れてもらってるの。ミゲルの両親はプエルトリコだし、お姉さんもフロリダにいてすぐには来られないし」

　ジーナに促うながされ、待合室の片かた隅すみに腰こしを下ろす。

「怪我の具合はどうなんですか？」

　玲の質問に、ジーナは顔を曇くもらせた。

「結構重傷なの。お医者さんは命に別状ないって言うけど、まだ意識が戻らなくて」

　意識不明と聞いて、心臓がどきりとする。交通事故の悪夢がよみがえりそうになり、慌てて玲は記憶に蓋ふたをした。

「いったい何があったんですか？」

　声を潜ひそめて尋たずねる。

「一昨日おとといの晩、ミゲルの帰りが遅おそかったの。同どう棲せいしてからは夜飲み歩くこともなくなったし、変だなと思って心配だったんだけど、待ってる間にソファでうとうとしちゃって……夜中に何か言い争う声で目が覚めたの」

　ジーナの青い瞳ひとみには、不安と恐きよう怖ふがにじみ出していた。

　ひと呼吸おいて、ジーナが続ける。

「ミゲルが何か叫さけぶのが聞こえて、慌てて外へ飛び出した。そしたらアパートの前にミゲルが倒たおれてて、顔が血だらけで……」

　思い出したのか、ジーナは指先で目元を拭ぬぐった。

「走り去っていく男の後ろ姿を見たわ。けど暗くて、背の高い男性だってことしかわからなかった」

「銃じゆうで撃たれたわけじゃないんですよね？」

「ええ、殴なぐられただけ。でも倒れたときに地面で頭を打って」

　ジーナが鼻をすすり上げる。

「命が助かってよかったです」

　励はげますように言うと、ジーナは「ええ、本当に」と弱々しく微笑ほほえんだ。

「強盗だったんですか？」

「多分。財さい布ふとスマホがなくなってたみたいだから」

「早く犯人が捕つかまるといいですね」

「ええ……だけど、ちょっと気になってて。どうしてあの日ミゲルの帰りが遅かったのかしら。何か聞いてない？」

　ジーナの質問に、玲は目を瞬またたかせた。一昨日の夜のことを思い返すが、ミゲルは特に何も言っていなかったように思う。

「どこかに寄るとは言ってなかったですね。帰りのバスで、あなたの誕生日をナパバレーのスパリゾートで過ごすんだって楽しそうに言ってました」

「スパリゾート？」

　ジーナが怪訝そうに聞き返す。

「……もしかしたらサプライズだったのかも。話しちゃまずかったかな。ごめんなさい」

「いえ、いいのよ。誕生日どころじゃないから。どこのホテルか言ってた？」

「それは聞いてないです」

「他ほかには何か聞いてない？」

　誕生日プレゼントのことは、黙だまっておくべきだろうか。

　ジーナの態度に気になるものがあり、玲はおずおずと口を開いた。

「あの、差し出がましいですけど、ここのところミゲルの金銭感覚がちょっと妙みようだとか、そういうことはありませんでした？」

　青い瞳が玲をまじまじと見つめ、やがて大きくため息をつく。

「もしかしたらそうだったのかもね。実を言うと、ミゲルは一時期ギャンブルにはまってたことがあるの。もうすっかりやめたと本人は言ってたけど、最近帰りが遅かったり、美容院を早退することがあって」

「早退？」

「掃そう除じの仕事が増えて、そっちのほうが割がいいからって。本当？」

「……掃除の仕事は前と同じです。何度かミゲルが、美容院の仕事が長引いたって遅ち刻こくすることがあって」

　正直に告げると、ジーナが天てん井じようを仰あおぎ見た。

「私に内ない緒しよでまたギャンブルやってるのね」

「強盗も、ひょっとしてその関係者でしょうか」

「あり得るわね。警察に話すわ。教えてくれてありがとう」

　ミゲルの秘密を暴ばく露ろしてしまったようで気が引けるが、犯人逮たい捕ほにつながるならそのほうがいい。

　連れん絡らく先を交こう換かんし、玲はジーナと別れて待合室をあとにした。







（ミゲルがギャンブルにはまってたなんて……）

　病院の階段を下りながら、玲は改めて意外な事実を嚙かみ締しめた。

　人には知らない一面があるものだ。

　ミゲルは、十八歳で単身プエルトリコからやってきたと聞いている。ホテルの従業員、ウェイター、アパレルショップの店員、仕事はどれも長続きしなかったと言っていたが、もしかしたらギャンブル好きの性格が影えい響きようしていたのかもしれない。

　行きつけのバーでジーナと出会ってつき合うようになり、手先が器用だから美容師を目指してはどうかと勧すすめられたそうだ。彼女が同どう僚りようなので、美容師見習いは今までの仕事の中でいちばん長続きしていると言っていた。

　とぼとぼと階段を下りていると、途と中ちゆうの階でふいに背後から名前を呼ばれた。

「玲？」

　低く、なめらかな声。

　驚おどろいて振ふり返ると、クリフォードが大おお股またで歩み寄ってきた。

　土曜日とあって、今日はスーツではなく私服姿だった。ざっくりしたコットンセーターにカーキのチノパン、足元はワークブーツで、初めて目にしたカジュアルな服装にどぎまぎしてしまう。

「やっぱり。驚いたな」

「ええ……すごい偶ぐう然ぜんですね」

　立ち止まって、クリフォードの顔を見上げる。

　チョコレートの日以来、たった三日会えなかっただけなのに、久々に会えて玲は感激で胸がいっぱいになってしまった。

「帰るところ？」

「はい。知人のお見み舞まいに来たんです」

「俺もだ。社員が交通事故に遭あってね」

「それは……大変でしたね。大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「幸い骨折だけで済んで命に別状はなかった。さっき会って話してきたんだが、思ったよりも元気そうだったよ」

　よかったですね、と言おうとしたが、言葉が出てこなかった。

　クリフォードに会えた感激、ミゲルの意識不明、いろんなことがごっちゃになって押し寄せてきて、気持ちが混乱していた。

「どうかしたのか？　顔色が悪い」

　クリフォードに顔を覗のぞき込まれ、慌あわてて玲は笑えみを浮うかべようと試みた。

「僕は大丈夫です。そうだ、先日はチョコレートをどうもありがとうございました。わざわざ警備員室に届けてくださって……」

　せっかく練習していたのに、用意していたセリフはすっ飛んでしまった。何かもっと気の利きいた言いまわしだったような気がするが、頭が真っ白になって思い出せない。

「ああ、あれ……押し付けてしまったんじゃないかと気になってたんだ」

　クリフォードが、照れくさそうに笑う。実際はどうなのかわからないが、いつもより砕くだけた感じの笑い方だ。

「まさか、すごく嬉うれしかったです。綺き麗れいなチョコレートで、食べるのがもったいなくて、でもすごく美味おいしくて……っ」

　クリフォードの笑みに動どう揺ようした玲は、いつも以上にしどろもどろになってしまった。

　服装もラフだが、いつもはきっちり撫なでつけている髪かみも洗いっぱなしのように額に落ちている。いつもより若く見えるし、知らない人のようにも見えて落ち着かない。

　クリフォードも、見かけて声をかけたはいいが、話が続かなくて戸と惑まどっている様子だった。

　眩まぶしげに目を細め、「このあと何か予定は？」と問いかけてくる。

「いえ、何も……」

「じゃあそこでコーヒーでも飲んでいかないか。その、立ち話もなんだし」

　クリフォードの言葉を頭の中で反はん芻すうし、玲は目をぱちくりさせた。

　──コーヒーでも飲んでいかないか。

　それは病院内の自じ動どう販はん売ばい機きのコーヒーのことだろうか。

「え、ええ……」

　喉のどが詰つまったような声しか出てこなかった。

　会社の外で偶然会っただけでも一大事なのに、この上一いつ緒しよにコーヒーを飲むなんて、自分は夢でも見ているのだろうか。

「行こう」

　クリフォードに促うながされ、残りの階段を下りる。膝ひざが突つっ張ぱって、ぎくしゃくしたロボットのような動きになってしまった。

　一階の自じ販はん機きの前を通り過ぎ、クリフォードは病院の外へ出て行く。彼と肩かたを並べて通りを歩いていることが信じられなくて、まるで雲の上を歩いている気分だった。

「ここ、コーヒーがうまいんだ。マフィンもうまいらしい。俺は食べたことないから保証はできないけど」

　クリフォードが案内してくれたのは、大手チェーンではないコーヒーショップだった。内装の雰ふん囲い気きが〈イングラム・テック〉に通じるところがあり、居い心ごこ地ちのよさそうな店だ。

「社長は……コーヒーがお好きですよね」

　なんとか言葉を探して絞しぼり出すが、自分の声がくぐもって聞こえて妙な感じだった。

「ああ、飲み過ぎだって自覚があるから、なるべくデカフェにするようにしてる」

　カウンターに並んで、クリフォードがメニューを見上げる。

　大きな喉のど仏ぼとけが目に入り、突とつ然ぜん玲は、クリフォードとコーヒーショップに来ているという現実を直視しておののいた。

（気が遠くなりそう……）

　しかしここで倒たおれるわけにはいかない。失礼のないよう振る舞まい、少しでもいい印象を持ってもらえるよう努力しなくては。

「本日のおすすめのＭサイズ……きみは？」

「あ、僕も同じものを」

「マフィンは？　ドーナツもいろいろあるぞ」

「いえっ、コーヒーだけで」

　ぎくしゃくと注文を終える。ガラスケースに入ったマフィンはどれも美味しそうだが、クリフォードの前でものを食べるなんてできそうになかった。

　バッグから財さい布ふを出したところで、ふいにクリフォードに腕うでを摑つかまれた。

「俺が誘さそったんだから俺のおごりだ」

「それではお言葉に甘えて、ごちそうになりますっ」

　早く腕を放してほしい一心で、急いで財布をバッグに戻もどす。

　ふたりのやりとりを見ていた若い女性スタッフが、可笑おかしそうにくすくす笑った。

（ひー、恥はずかしい……っ）

　緊きん張ちようのあまり、老人のような古くさい言い方になってしまった。同どう伴はん者しやがこれでは、クリフォードが恥ずかしい思いをしているのではなかろうか。

　ふたり分のカップを持って、クリフォードが奥まった席へ玲を誘ゆう導どうする。

　向かい合って座り、玲は落ち着こうと大きく息を吸った。
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　向かいの席の玲を、クリフォードはしげしげと観察した。

　清せい掃そう会社のユニフォーム以外の服装を見るのは初めてだ。チェックのシャツに色あせたジーンズ、スニーカー。清潔感はあるが、ありふれていてぱっとしない。

　なのにこんなに可か愛わいいなんて、いったいどういうことか。

（ユニフォームのときも細いと思っていたが、これほど細いとはな）

　肩や胸むな板いたが薄うすいのはユニフォームからも想像がついていたが、腰こしの細さは予想外だった。先ほどさりげなく摑んだ腕も、ちょっと力を入れたら折れてしまいそうなほど頼たよりない。

　軽々と抱だき上げることができそうだな──などと不ふ埒らちなことを考える。

　あのほっそりした腰に手をまわして抱き寄せ、小さく引き締まった尻しりを撫でまわし……。

「コーヒー、すごく美味しいです」

　じっと見つめられて居心地が悪くなったのか、玲がぼそっと呟つぶやく。

　視線は左右に揺ゆれ、ひどく緊張しているのは明らかだった。

（俺のことが苦手なら、何か理由をつけて断るはずだ）

　断らずに誘いに乗ってきたということは、少なくとも嫌きらわれてはいないと思っていいだろう。

　まさか、社員の見舞いに来て玲に会うことができるとは思わなかった。千せん載ざい一いち遇ぐうのこのチャンスを生かさない手はない。

「知人の見舞いだと言ってたけど、大学の友達？」

　まずは無難なところから会話を始める。

「いえ、清掃会社の同どう僚りようです。社長もご存じの、僕の前任者のミゲルです」

　陽気な青年の顔を思い出し、クリフォードは眉まゆ根ねを寄せた。

「彼はミゲルというのか。病気で？」

「いえ、怪け我がです。結構大変な目に遭ったようで」

　玲が、とつとつと事の次し第だいを語り始める。

　話を聞き終えたクリフォードは、浮かれたデート気分をひとまず脇わきに押しやって腕を組んだ。

「それは災難だったな……。早く意識が戻るといいんだが」

「ええ、本当に。まさか知り合いが犯罪に巻き込まれるなんて」

　涼すずやかな声を聞いているうちに、心の扉とびらが開かれていくような不思議な感覚が訪おとずれる。

　気がつくと、クリフォードは話すつもりのなかった社員の事故について話し始めていた。

「入院しているうちの社員……営業部長なんだが、彼の事故もひき逃にげでね。犯人がまだ捕つかまってないんだ」

「そうだったんですか。営業部長さんもほんと災難ですね」

「うちの営業部長に会ったことある？」

「いえ、一度だけピンチヒッターでオフィスの掃そう除じに入りました。観葉植物がいっぱいのお部屋ですよね」

「そうそう、我が社の温室と呼ばれている部屋だ」

　玲が微笑ほほえみ、カップに口をつける。

　愛らしい唇くちびるの動きを見つめながら、クリフォードは今し方見み舞まってきた営業部長──マーカス・ドネリーについて考えを巡めぐらせた。

　ドネリーは父の代からいる社員で、愛あい想そがよく、営業部長としての評価も上々だ。勤務態度に問題もなく、これまで社内でトラブルを起こしたこともない。

　にもかかわらず、クリフォードは数ヶ月前からドネリーにある疑いを抱いている。

（さっき俺が見み舞まいに行ったときも、どこか挙動不ふ審しんだった）

　どこが、とはっきりしたことは言えないのだが、クリフォードの勘かんが何かがおかしいと告げていた。

　ひき逃げされた被ひ害がい者しやなのに、ドネリーはやけにびくついていた。話している間、何度もクリフォードの背後にあるドアをちらちら窺うかがっていた。

　事故に遭あってナーバスになっているとも考えられるが、ドネリーの様子がおかしいのは今に始まったことではない。

（彼は何か知っている。あるいは、彼こそが情報漏ろう洩えいの犯人か）

　──数ヶ月前、〈イングラム・テック〉の顧こ客きやく情報が流出した。

　幸い数が少なかったのと、クレジットカードの番号などの重要な情報は漏もれていなかったので、それほど大きな騒さわぎにはならなかった。

　しかしクリフォードは事態を重く見て、さっそく内部調査に乗り出した。

　開発部門では、現在新製品のプロジェクトが進んでいる。特許申しん請せいも同時進行している極ごく秘ひのプロジェクトだ。

　何年もかけて開発してきた技術がライバル他社に渡わたることになっては、会社は大きな痛手を負う。裁判で争う手もあるが、うんざりするほど時間と労力を奪うばわれることになるので避さけたいところだ。

　表おもて沙ざ汰たにはならなかったが、内部調査の結果、数回に亘わたって顧客情報が流出していたことが判明した。介かい護ごサービスや老人ホームのダイレクトメールに使われるくらいだろうが、放置していたらいずれは技術関連の情報も漏れてしまう。

　流出した顧客情報は古く、あまり価値があるとはいえない。クリフォードは、何者かが試験的に情報を盗ぬすみ出しているような印象を受けた。

　テストしてみて騒ぎにならなければ、次第に重要な情報に手を付けていく。最終的な狙ねらいは新製品の設計図だろう。

　それだけはなんとしても阻そ止ししなくてはならない。

（ドネリーがひき逃げされたことも、何か関係があるのだろうか）

　確信が持てないので、まだ警察には話していない。会社の事情も絡からんでくるので、慎しん重ちようにことを進めたかった。

「…………」

　両手でカップを持った玲が、居い心ごこ地ち悪そうに身じろぎする。

　考えごとをしながら玲の顔を凝ぎよう視ししていたことに気づいて、クリフォードは居住まいを正した。

「すまない、ちょっとぼんやりしてた。うまいコーヒーを飲むと意識がトリップするんだ。で、まずいコーヒーのときは思考が停止する」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表情を作ってみせると、玲がふふっと小さく笑う。

　ふっくらした下唇が、むしゃぶりつきたいほど愛らしい。ドネリーの件はあとで考えることにして、今は目の前の可愛い青年と距きよ離りを縮める努力をするべきだろう。

　とにかく会話だ。何か話をして、そこからデートに誘さそう方向へ持っていく。

　素す早ばやく頭の中で話題を探し、クリフォードは懐なつかしそうに目を細めて店内を見まわした。

「コーヒー好きが高じて、学生時代にこういう感じのカフェでバイトしてたんだ」

　玲が、湯気の向こうで目をぱちくりさせる。

「……なんか想像できません」

「そう？　おかげでコーヒーを淹いれるのはうまくなったんだが、無愛想すぎると店長にしょっちゅう注意されてた」

「……それはなんか、目に浮うかびます」

「今も無愛想に見える？」

「いえ、全然。けど……正直に言うと、初めてお会いしたときはちょっと怖こわかったです」

　玲が、はにかんだ表情で俯うつむく。

　これはいい傾けい向こうだ。遠えん慮りよがちな会話ばかりだった玲が、本音を織り交ぜてきた。

「ああ、よく言われる。たしかに俺は、初対面の人に愛想がいいとは言えないしな」

「僕も、知らない人に向かってフレンドリーな笑えみを浮かべるのが苦手です。スーパーのレジのバイトをしたとき、もっと明るく陽気な感じで対応しろと何度も注意されました」

「それで、掃除のバイトを？」

「ええ、それもありますね。接客業は無理だと気づいて」

「俺も、最初はカウンターにいたんだけどそのうち裏方のキッチンにまわされたよ」

　そう言って、肩かたをすくめてみせる。

　本当は常連客の女性にしつこく電話番号を聞かれるようになって自ら裏方にまわったのだが、それは黙だまっておく。

　カップに残っていたコーヒーを飲み干し、クリフォードは玲の心に訴うつたえかけようと黒い瞳ひとみを見つめた。

「愛想よく振ふる舞まうのは今も苦手だ。けど、打ち解けた相手には無愛想ではない」

「…………」

　玲が曖あい昧まいに微笑を浮かべる。

　今の言葉をどう取るべきか、迷っているのだろう。

（ちょっとわかりにくかっただろうか。きみとは打ち解けた間あいだ柄がらになってきた、みたいなことを言いたかったんだが）

　焦あせりを感じて、クリフォードは玲の顔を見つめた。

　ここで一気に押して、距離を縮めたい。社長室で互たがいにスーツとユニフォーム姿では、ここまでリラックスした雰ふん囲い気きにはなりづらいのだ。

（そうだ、今こそあのチケットを活用するべきだ）

　先月父親に会ったとき、野球の観戦チケットをもらったことを思い出す。

『楽しみにしてたんだが、その日は用事で行けなくなった。誰だれかデートにでも誘え』

　行けたら行こうくらいの軽い気持ちで受け取り、自宅の冷蔵庫に貼はりつけたままだ。

「ところで、野球は好き？」

「え？　ええ……たまにテレビで見るくらいですが」

「来週の土曜日の観戦チケットが二枚あるんだが、よかったら一いつ緒しよに行かないか」

　珍めずらしく緊きん張ちようし、声が硬かたくなってしまった。

　デートに誘うだけで緊張するなんて、これまであっただろうか。どうかイエスと言ってくれ、と祈いのるような気持ちになるのも初めてだ。

　いきなり野球に誘われて面めん食くらったのか、玲は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔をしている。

「場所はサンフランシスコのＡＴ＆Ｔパーク、サンフランシスコ・ジャイアンツ対ロサンゼルス・ドジャース」

　たたみかけるように言うと、ようやく玲の頰ほおに赤みがさした。

「……いいんですか？」

「ああ、ひとりで行くのは億おつ劫くうだなと思ってた。連れがいたら、行き帰りも楽しいし」

　サンフランシスコまで車で約一時間。近すぎず遠すぎず、初めてのデートにちょうどいい距離ではないだろうか。

「ぜひ、行きたいです」

　玲の返事に、クリフォードは頭の中でファンファーレが鳴り響ひびいた気がした。

　おまけに玲は頰を上気させ、心なしか瞳を潤うるませている。この反応は、かなり脈有りと見ていいかもしれない。

（いや、単に野球が見たいだけかもしれないが）

　それでも構わない。

　一緒に出かける約束をとりつけ、クリフォードは期待に胸を膨ふくらませた。
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「今週はやけに機き嫌げんがいいわね」

　──週の半ばを過ぎた、木曜日。

　昼間の仕事先でランチをとっていた玲は、隣となりの席の同どう僚りように話しかけられて振り向いた。

「そう見えます？」

「ええ、なんかうきうきしてる。朝出勤してきたときから違ちがうもの。顔が輝かがやいてるわ」

　母親ほどの年ねん齢れいの女性に指し摘てきされ、玲は顔を赤らめた。

　そんなにもあからさまに顔に出ているのだろうか。

「恋こい人びとができたんでしょう、違う？」

　向かいの席、玲と同年代の女性も身を乗り出して話に加わってくる。

「いえ、そうじゃないんですけど……」

「そうじゃないけど、何？」

　ふたりに詰つめ寄られ、玲はたじたじとなった。しかし彼女たちはクリフォードのことを知らないし、少しだけなら話してもいいかなという気になる。

「……前から気になってた人が、一緒に出かけようって誘ってくれたんです」

「デートね」

「いや、デートってわけじゃないと思いますけど……」

「ふたりきりで出かけるんでしょう？　デートよ」

　断言されて、くすぐったいような気持ちがこみ上げてくる。

「……だったらいいんですけど」

　ぼそっと呟つぶやくと、向かいの若い女性が奇き妙みような声を上げた。

「はああー、なんって初うい々ういしいの！　なんかこの辺がむずむずするわ。デートに誘われたくらいで赤くなってもじもじしちゃって、ああもう！」

　玲の態度に苛いら立だっているのかと思ったが、そうではないらしい。彼女はしきりに「可か愛わいすぎる」「やばい」とくり返し、何やら楽しんでいる様子だった。

「で、相手はどんな人？」

「それは内ない緒しよです」

「ま、いいわ。そのうち自分からあれこれ自じ慢まんするようになるのよ」

「そうそう、いちゃついてる写真見せてきたりね」

　いや、それはないと思います……と心の中で呟きつつ、玲は持参したサンドイッチの包み紙を丸めた。

　ゴミ箱に捨てにいこうとしたところで、メールの着信音が鳴り始める。

　メールはジーナからだった。ゆうべミゲルの意識が戻もどり、今日の午後から面会できると書いてある。

（よかった。意識戻ったんだ）

　ほっとして、玲はジーナに「帰りにお見み舞まいに寄ります」と返信した。







「すみません、ミゲル・リヴェラさんのお見舞いに来ました」

　総合病院の受付で告げると、職員は今度はすんなり通してくれた。

　教えられた病室の戸口から中を覗のぞく。細長い病室にはベッドが四台並んでおり、いちばん奥のベッドにミゲルが体を起こして座っているのが見えた。

（あれ？　知り合いかな？）

　中へ入ろうとして、玲は足を止めた。

　ミゲルのそばに、腕うでをギプスで固定し、入院患かん者じや用のパジャマを着た中年の男性が立っている。ふたりは何やら話し込んでいるようだった。

（邪じや魔ましちゃ悪いから、ちょっと待とう）

　いったん廊ろう下かに出て、長なが椅子いすに掛かける。

　しばし行き交かう人を眺ながめていると、目の前を中年の男性が通り過ぎていった。

（あ、さっきミゲルと話してた人だ）

　話は終わったらしい。立ち上がって、玲は再び病室の戸口から中を覗き込んだ。

「玲！」

　今度はすぐに気づいたらしく、ミゲルが笑え顔がおで手を振ふってくれた。

　顔には大きな痣あざができており、包帯を巻いた頭は痛々しいが、ミゲルらしい快活さは失っていないようだ。

「よかった、思ったより元気そう」

　ベッドのそばに歩み寄り、微笑ほほえみかける。

「まあね。記き憶おくも失ってないし。怪け我がも首から上だけ」

「大変だったね……あ、これ、お見舞い」

　綺き麗れいにラッピングされたタオルセットを差し出す。実用的で面おも白しろみはないが、自分が入院していたときの経験から選んだものだ。

「サンキュ。ジーナから聞いたよ。俺が面会謝絶のときも来てくれたんだってな」

「うん。彼女、素す敵てきな人だね。特にあの青い瞳ひとみ」

　言いながら、玲はそばの椅子を引き寄せて浅く掛けた。

「だろ？　それにすごく優やさしいんだ。俺が意識を失ってる間も、毎日来てくれてたみたいで」

　ミゲルが得意げな表情で頷うなずく。自じ慢まんの彼女を褒ほめられて嬉うれしそうだ。

「あ、ミゲルに謝っとかなきゃ。ナパバレーのスパリゾート、彼女には内緒だったの？　僕ついぽろっと言っちゃって……」

「いいっていいって。この顔じゃ、スパリゾートどころじゃないし」

　肩かたをすくめた拍ひよう子しに傷に響いたらしく、ミゲルがわずかに顔をしかめる。

「いつ頃ごろ退院できそうなの？」

「うーん、まだ検査とかあるみたいで、いつ出られるかわかんない。ごめんな、掃そう除じ、ふたりじゃ大変だろ」

「新人がヘルプに入ってくれてるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ミゲルがベッドに横たわるのを手伝いながら、玲は安心させるように言った。不慣れな新人を指導しつつの作業は結構大変だが、余計な心配をさせたくない。

「新人入ったんだ。よかった、俺が退院するまで辞やめずに続けてくれるといいけど」

「ミゲルと気が合いそうな明るい子だよ。ところでミゲルは、さっそく入院友達ができたみたいだね」

「えっ？」

　枕まくらに頭を乗せたミゲルが、怪け訝げんそうに目を見開く。

「さっき、腕にギプスした人と話してたでしょう？」

「ああ……うん、リハビリ室で会って意気投合」

「もうリハビリ始めてるの？」

「いや、暇ひまだったから病院内を見物してたんだ」

　ミゲルの目は、落ち着かない様子できょろきょろしていた。

　どうも噓うそをついているような気がする。ギプスの男性とミゲルは何やら深刻そうな表情で話し込んでいたし、会ったばかりで意気投合、という雰ふん囲い気きではなかった。

（もしかして、ギャンブルの関係者……？）

　心配になって、玲はミゲルの顔を覗き込んだ。しかし友人でもない自分が立ち入ったことを訊きくのはどうかと思い、言葉を選んで問いかける。

「あの……ミゲルをこんな目に遭あわせた犯人に、心当たりはないの？」

「全然。いきなりだったし暗かったから、顔も見えなかったし」

　そっぽを向いて、ミゲルが答える。

　何度も訊かれてうんざりしているのかもしれないが、いかにも用意していた答えを復唱しているような、不自然な印象だった。

「……そう」

　ギャンブルの件は、ジーナが警察に話しているはずだ。自分が訊いたところでミゲルは答えないだろうし、犯人捜さがしは警察に任せるしかない。

「あのさあ、玲。掃除のことでちょっと気になってることがあるんだけど」

　玲のほうをちらちら窺うかがいながら、ミゲルが切り出す。

「何？」

「前に俺が遅ち刻こくしたとき、代わりに玲が二階のオフィスを掃除してくれたことあっただろ。そんとき、ゴミ箱の中に鉢はち植うえのサボテン捨てられてなかった？」

　意外なことを尋たずねられ、玲は一いつ瞬しゆんぽかんとしてしまった。一いつ拍ぱくおいてから、「ああ、うん、あったよ」と頷く。

「捨てちゃった？」

「それが実は……なんか可か哀わい想そうになって、持って帰っちゃったんだ。あ、もちろん警備員さんの許可は取ったよ」

「持って帰った？　じゃあ今玲の家にあるの？」

「うん」

　キッチンの隅すみに置かれたサボテンは、枯かれることなく元気にしている。ネットで種類を調べ、管理に気をつけていれば花が咲さくことがわかったので、それを楽しみに世話をしているところだ。

　ミゲルが、心からほっとしたように笑みを浮うかべる。

「よかった……捨ててないんだ。実は社員の人から、間ま違ちがえて捨てちゃったから取り戻したいって言われてさ」

「そうだったの？　ごめん、確かく認にんすればよかった。ゴミ箱のいちばん下にあったから、てっきり捨てられたものだと思って」

　自分の勘かん違ちがいに青くなり、玲は慌あわてて謝った。

「いや、捨てたのは確かだからいいんだよ。捨てたあとにやっぱり惜おしくなったとかそんな感じだろ。まったく、勝手なもんだよな」

「じゃあ今度来るとき持ってくるね」

　そう言って立ち上がろうとすると、ミゲルもがばっと体を起こした。

「いてて……いやあの、あることがわかれば急がないし、俺が退院するまで預かっててくれない？」

「わかった。枯らさないように気をつけておくから心配しないで。ミゲルも早くよくなってね」

　今度こそ立ち上がり、玲はミゲルのブランケットの足元をぽんぽんと軽く叩たたいた。
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　──クリフォードと約束した土曜日。

　その日、玲は朝からそわそわと落ち着かなかった。

　いや、落ち着かないのはゆうべからずっとだ。もっと正確に言うと、一いつ緒しよに出かける約束をしたときからずっと気持ちが高こう揚ようしている。

　カフェで一緒にコーヒーを飲んだ翌々日、月曜日の夜に、クリフォードと社長室で顔を合わせた。

　互たがいに仕事中でスーツとユニフォームだったのに、目を見合わせたとたん、ふたりとも自然に笑えみがこぼれてしまった。

『試合は午後一時からだ。途と中ちゆうでランチに寄る時間と渋じゆう滞たいを考こう慮りよして……そうだな、十時半頃車できみの家まで迎むかえに行くよ』

　いつもより親しげな態度で、クリフォードが話しかけてきた。

『そんな、どこかで待ち合わせでいいです』

　まさかアパートまで迎えに来てくれるとは思わなくて、玲は尻しり込ごみした。

『迎えに行ったほうが行き違いがなくて効率的だ』

　クリフォードの意見はもっともだ。どきどきしつつ、差し出されたメモ用紙に自宅アパートの住所を書いた。

『念のために、携けい帯たい番号も訊いていいかな』

　スマホを取り出しながら尋ねられ、玲は心臓が口から飛び出しそうになった。

『すみません、スマホは警備員室のロッカーに預けていて……』

　仕事場には持ち込み禁止なので、メモ用紙に番号を書き添そえた。

『今からかけておくから登録しておいて』

　その場でクリフォードが玲の携帯に電話をかけ、ちょっとおどけた口調で留守電に『俺だ。怪あやしい者じゃないから安心してくれ』と吹ふき込んでくれた。

『じゃあ十時半に』

『ええ、十時半に』

　秘密めいたやりとりを思い出し、うなじのあたりがちりちりするような感覚に襲おそわれる。

（デートじゃないんだから）

　そう自分に言い聞かせても、口元が緩ゆるむのを抑おさえられなかった。

　憧あこがれの人とふたりきりで出かけるのだから、実際はどうであれデートということにしておきたい。心の中でこっそりそう思うだけなら問題ないだろう。

（だって、クリフォードの車に乗せてもらってサンフランシスコまで行くんだよ？　信じられる？）

　初めてクリフォードの姿を見かけたとき、こんな日が来るとは夢にも思っていなかった。

　顔を合わせることも、会話をかわすこともないと思っていた。それがまさか、一緒に出かけることになるとは。

　浮き立った気分でバスルームの鏡の前に立ち、全身をチェックする。

　約束をした日からああでもないこうでもないと悩なやみ続けたコーディネートは、結局清潔感を重視した無難な組み合わせに落ち着いた。

　野球観戦なので、あまりめかし込むのはおかしい。第一、めかし込もうにも必要最小限の服しか持っていない。

　洗いざらしのジーンズにお気に入りのＴシャツ、数ヶ月前にセールで買った新品のパーカ。持っている靴くつの中でいちばん綺き麗れいなスニーカーを履はいて、丁てい寧ねいに靴くつ紐ひもを結ぶ。

　準備を整えたところで、スマホの着信メロディが鳴った。

（クリフォードだ！）

　番号を交こう換かんした日、玲はさっそくクリフォード専用の着信メロディを設定しておいたのだ。

「はいっ！」

　上うわ擦ずった声で応答すると、魅み惑わく的な声が耳をくすぐる。

『俺だ。今から家を出るから、予定通り十時半にはきみのアパートに着く』

「了りよう解かいです。どうぞよろしくお願いいたします」

『じゃあ三十分後に』

「はい、三十分後に」

　通話が切れて、玲は詰つめていた息を吐はき出した。

（噓うそみたい……クリフォードと電話で話してるし）

　こんなふうにいちいちどきどきしていたら、今日は身が持たない気がする。少し落ち着こうと椅子いすに掛かけるが、一分もしないうちに立ち上がって部屋をうろうろする。

（そうだ、ペットボトルの水買っておいたほうがいいな）

　ちょうど買い置きを切らしている。どこか途中で買ってもいいのだが、そのために車を停とめてもらうのは悪いし、早めに家を出て近所の店で確保しておいたほうがよさそうだ。

　もう一度全身をチェックして、アパートの部屋をあとにする。

　階段を駆かけ下りる際、思わず鼻歌が出そうになってしまった。

　ワンブロック先の食料品店でペットボトルを半ダースかごに入れ、ついでに特売になっていたオートミールも買って、腕うで時ど計けいを見ながらアパートへ急ぐ。

　時間は充じゆう分ぶんあるが、なんとなく気が急せいていた。

　階段を上って五階にたどり着いた玲は、ポケットから鍵かぎを取り出しながら自分の部屋へ向かった。

　鍵を差し込んでまわし、ドアを開けようとして違い和わ感かんに気づく。

（あれ？　もしかして鍵かけ忘れて出てきちゃった？）

　普ふ段だんは鍵をかけたあと必ずノブをまわして確かめるのだが、クリフォードと出かけることに浮かれてうっかりしていたのかもしれない。

　ほんの少し前の出来事なのに、施せ錠じようを確かめたかどうかすら記き憶おくになくて、玲は苦く笑しようした。

（危ない危ない、今度はちゃんと鍵確かめないと）

　ドアを開けて、部屋に足を踏ふみ入れる。

　顔を上げた玲は、再び違和感を覚えた。

　戸口から見た部屋の風景は何も変わったところはないように見えるが、玲の勘かんが何かがおかしいと告げている。

　もう一度ぐるりと部屋を見まわす。きっちり閉めておいたはずの寝しん室しつのドアが、ほんの一センチほど開いているのが気になった。

（もしかして、窓も開けっ放しだったかな）

　今日の自分は、どうも注意力が散さん漫まんだ。戸と締じまりをしっかり確かく認にんしようと、買ってきたものをキッチンに置いて寝室に向かう。

　ドアを開けた瞬しゆん間かん、何かが目の端はしで動いた気がした。

　なんだろうと振ふり向いた瞬間、その何かが猛もう烈れつな勢いで突とつ進しんしてきた。

「──っ!?」

　強い衝しよう撃げきに見み舞まわれ、体がドアに打ち付けられる。

　古びた木製のドアがめりめりと音を立て、玲は声もなく床ゆかに倒たおれ込んだ。

（な、何!?）

　寝室に潜ひそんでいた何者かに突つき飛ばされたのだと気づき、全身の血の気がひいていく。

　いったいなぜ、どうして──。

　床に転がったまま、黒いジャージの上下に身を包んだ男の後ろ姿を見つめる。

　男は寝室の窓から逃にげようとしているが、それは無理というものだ。立て付けが悪いのか何かが挟はさまっているのか、窓は半分しか開かないのだから。

　苛いら立だった男が、何やら悪態をつく。こちらに戻もどってくるかと思い、慌あわてて玲は目を閉じて死んだふりをした。

　しかし男が選んだのは、ドアから出て行くよりももっと荒あらっぽいやり方だった。

　ガシャーンとガラスの割れる音がして、ひっと息を飲む。

（う、うそ……っ）

　ここは五階だ。

　しかし古い建物には非常用の外階段がついており、運動神経のいい者なら簡単に窓から階段へ飛び移ることができる。

　男が金属製の階段を駆け下りていく音を、玲は床にうずくまったまま茫ぼう然ぜんと聞いていた。

　自分がドアを開けっ放しにして家を出たので、空き巣に入られたということだろうか。

　こんな、金目のものはなさそうな安アパートに……？　それともこういう安アパートだからこそ、セキュリティが甘いと踏んだのだろうか。

　ゆっくりと体を起こし、床にぺたんと座り込む。突き飛ばされたときに打った背中が痛むが、深刻な怪け我がではなさそうだ。

　しかし、心へのダメージがあとからじわじわと湧わき起こってくる。

　安全なはずの自分の部屋に、見知らぬ男が潜んでいた。もし男が銃じゆうを持っていたらと考えると、今いま更さらながら体が恐きよう怖ふで凍こおりつく。

（なんで、よりによって今日……）

　震ふるえる手で髪かみをかき上げる。

　今から警察に通報したら、サンフランシスコ行きに遅おくれてしまう。というか、今この状態で野球観戦に行くことができるのだろうか。

　あとから考えるとどうかしていたとしか思えないが、そのとき玲は、どうすればクリフォードとの約束を破らずに済むか、それしか頭になかった。

　警察に電話するのは、帰宅してからでもいいのではないだろうか。

　いや、窓ガラスが割れたまま外出するのはまずい。修理屋に電話するのが先か、それとも大家に電話するのが先か。

　盗とられたものがあるかどうかの確認もしなくてはならない。通帳などの貴重品の入った引き出しは開けられた様子がないし、ダイニングテーブルに置きっぱなしのノートパソコンも、さっき見たときは確かあったはずだ──。

　頭の中が、高速で空まわりしているような気分だった。

　何も解決できないまま、ただ時間だけが過ぎていく。

「──！」

　ふいに隣となりの部屋でスマホの着信音が鳴り響ひびき、玲はびくっと肩かたを震わせた。

　クリフォードからの着信メロディだ。

　腕時計に目をやって、ぎょっとする。いつのまにか、約束の十時半をとっくに過ぎていた。

　慌てて立ち上がり、玄げん関かんに置きっぱなしだったバッグへ走り寄る。

「……はいっ！」

『ああ、俺だ』

「はい、あの、すみません……っ、ちょっと遅れて……けどあの……」

　舌がもつれて言葉が出てこなかった。おまけに、自分でもびっくりするほど声が掠かすれている。

　様子がおかしいことに、クリフォードもすぐに気づいたようだった。

『どうした？　何があったんだ？』

　心配そうに問いかけられ、突然涙るい腺せんが決けつ壊かいする。

　恐怖で凍りついていた感情が、クリフォードの声で一気に溶とけてあふれ出してきた。

「……っ、……だ、誰だれかが、部屋に……っ」

　嗚お咽えつでうまくしゃべれない。電話の向こうで息を飲む気配がして、クリフォードが緊きん迫ぱくした口調で『今、部屋にいるのか？』と詰きつ問もんする。

「……は、はい」

『すぐに行く。電話は切らずにそのままで』

　頼たのもしい声、そして車のドアがばたんと閉まる音。スマホを耳に当てたまま、玲はへなへなとその場にしゃがみ込んだ。

　クリフォードが来てくれる。もうこれで大だい丈じよう夫ぶだ──。

　胸に安あん堵どが広がり、慌ててパーカの袖そで口ぐちで涙なみだを拭ぬぐう。恐怖や不安の黒雲で覆おおい尽つくされた心に、ぱっと明るい太陽の光が差し込んできたかのようだった。

「玲！」

　ばたんと玄関のドアが開き、クリフォードが叫さけぶ。

　玲にこの上ない安心感を与あたえてくれた彼は、血相を変えてひどく取り乱した様子だった。　>>>♥

「……っ」

　床にしゃがみ込んだまま、クリフォードの顔を見上げる。

　何か言わなければと思うのに、やはり言葉は出てこなかった。

「玲……！」

　床に膝ひざをついたクリフォードに両肩を摑つかまれ、手からスマホがすべり落ちる。

　次の瞬間逞たくましい胸に抱だき寄せられ、驚おどろいて玲は目を見開いた。

「無事でよかった」

　クリフォードの声が、いつもよりくぐもって聞こえる。抱き締しめられた胸むな板いたから直じかに響いてくるせいだと気づき、玲はひどくうろたえた。

　ハグはとても嬉うれしい。あんなことがあったあとなので余計に。

　しかし、密ひそかに想おもいを寄せている人に抱き締められるというシチュエーションは非常に心臓に悪い。

　もぞもぞと身じろぎし、玲はさりげなくクリフォードとの間に隙すき間まを作った。

「何があったんだ？」

　顔を覗のぞき込まれ、赤くなって俯うつむく。

「それが、あの、早めに家を出て、近くの店に買い物に行ったんです。戻ってきたら、部屋の鍵かぎが開いてて……閉め忘れかと思ってたんですけど、寝室に知らない男の人がいて……」

　何度も息いき継つぎしながら、玲は状じよう況きようを伝えようと努めた。

「何かされたのか？　怪我は？」

「突き飛ばされて、背中を打っただけです」

「侵しん入にゆう者は？」

「窓から逃げました」

　寝室のほうを指さすと、クリフォードが「立てる？」と肩に手をまわしてきた。

　小さく頷うなずき、クリフォードの助けを借りて立ち上がって、よろよろとダイニングの椅子いすに掛かける。

　寝しん室しつのドアを押し開けたクリフォードが、「なんてこった」と言いながら振ふり返った。

「警察に通報は？」

「まだです。あなたから電話があったとき、通報する前に何か盗られたものがあるか確かく認にんしてからと思ってて……」

「確認はあとでいい。まず通報だ」

　言いながら、クリフォードがスマホを操作する。

「もしもし？　クリフォード・イングラムといいます。つい先ほど友人のアパートに何者かが押し入り、窓ガラスを割って逃とう走そうしました。住所は……」

　てきぱきとしゃべるクリフォードの横顔を見ながら、玲は自分が通報を躊ちゆう躇ちよした本当の理由を思い出した。

　通報はあとまわしにして、クリフォードとの約束を優先したかった。

　しかしこの惨さん状じようを知られた今、当然ながら野球観戦は中止だろう。

（うう……楽しみにしてたのに……）

　突つき飛ばされたりガラスを割られたりしたことよりも、クリフォードとのデートを邪じや魔まされたことのほうがショックだった。せめて明日以降にしてくれたら、と侵入者を恨うらむ。

「あの……せっかく誘さそってくださったのに、こんなことになってすみません」

　おずおずと口を開くと、通報を終えたクリフォードが振り向いた。

「きみが謝ることはない。野球はまたいつでも行ける」

「僕がちゃんと戸と締じまりを確認しておけば……」

　なおも言い募つのると、クリフォードが玲の隣の椅子に掛けた。

「きみは悪くないんだから、気にすることはない。むしろ俺は、今日が約束の日でよかったと思ってるよ」

　どういう意味だろうと顔を上げると、クリフォードと視線がぶつかった。

「今日約束してたから、こうしてきみのピンチにすぐに駆かけつけることができた。だろう？」

「…………」

　思わず、榛はしばみ色いろの瞳ひとみに見入ってしまう。

　どうしてこの人は、こんなに優しくしてくれるのだろう。

　こんなふうに優しくされたら、誤解してしまいそうになるではないか……。

　玲に凝ぎよう視しされて居い心ごこ地ちが悪いのか、クリフォードが困ったように眉まゆ根ねを寄せる。

　無言で見つめていては失礼だと思いつつ、玲は全身が固まってしまったかのように動けなかった。

「玲……そんなに見つめられると……」

　クリフォードが何か言いかけたところで、パトカーのサイレンが割って入る。

　はっと我に返り、玲は窓のほうを振り返った。

「ずいぶん早い到とう着ちやくだな。いや、早いのはいいことなんだが」

　言いながら、クリフォードが立ち上がる。

　パトカーはあっというまにアパートの下に到着し、サイレンが鳴り止やんだ。

　これからしばらく、警察に状況を説明したり質問に答えたりしなくてはならない。

　その前にさっきクリフォードが言いかけた言葉の続きを訊ききたかったが、玲がためらっているうちに警察官が到着してしまった。







　警察の現場検証は、思っていたよりあっさりと終わった。

　被ひ害がい者しやである玲に怪け我ががなく、盗とられたものも何もなかったので、それほど重要ではないと判断されたのだろう。黒ずくめの男は住居への不法侵入、器物破損、暴行の容疑で手配されたが、捕つかまる可能性は低そうだ。

「いくつか質問させてください」

　ふたり組の警察官の、やや年とし嵩かさの男性のほうが切り出す。

「はい」

　ダイニングテーブルを挟はさんで、玲は警察官と向き合った。キッチンからスツールを持ってきたクリフォードが玲の隣に掛ける。

　問われるままに、玲は今朝の出来事を説明した。

　警察官が手帳に書き留め、クリフォードに視線を向ける。

「通報したのはあなたですね」

「はい。十時半に玲と約束をしていましたが、十分ほど過ぎても彼が降りてこなかったので、心配になって電話したんです。そこで何者かが侵入したことを知って、急いでここに来ました」

　捜そう査さの手順なのだろうが、警察官はクリフォードと玲の関係にも踏ふみ込んできた。

「あなたは〈イングラム・テック〉の社長ですよね。失礼ですが、彼とはどういうご関係で？」

　警察官の質問に、玲は頰ほおが熱くなってしまった。

　クリフォードはシリコンバレーの有名人だ。セレブな社長と安アパートに住む休学中の学生がなぜ一いつ緒しよに出かける約束をしていたのか、訝いぶかしく思われるのは当然のことだろう。

「友人です」

　クリフォードが、こともなげに答える。

　慌あわてて玲は、クリフォードの言葉を補足した。

「あの、僕が清せい掃そう会社でアルバイトしてまして、〈イングラム・テック〉の本社の担当なんです。そこで知り合って……」

　ただの知り合いだということを強調しようとしたが、一緒に出かける約束をしていた場合、世間的には友人ということになるのだろうか。

　玲の認識では、友人というのはもっと親しい関係を指し、仕事先で知り合っただけの薄うすい繫つながりは含ふくまれていない。

　けれどクリフォードが、表向きとはいえ友人だと言ってくれているのだから、ここは素す直なおに友人ということにしておいたほうがいいのかもしれない。

「……なるほど」

　玲とクリフォードを交こう互ごにしげしげと見やり、警察官が何やら手帳に書き込む。

　何か誤解されているような気がして、玲は冷や汗あせが噴ふき出すのを感じた。

（まさか……愛人関係だと思われてるとか？）

　以前、公園のベンチでぼんやり鳩はとを眺ながめていたら、隣となりに座った中年男性に「可か愛わいいね。いくら？」と訊かれたことがある。その後も何度か似たようなことがあり、自分はいかにも売春しているように見えるのだろうかと落ち込んだ。

　自分が誤解されるのは構わないが、クリフォードまで誤解されてはかなわない。

　なんとか誤解をとこうと玲は焦あせった。

「あの、本当にただの知り合いなんです。一緒に出かけるのも今日が初めてで……っ」

　警察官は、軽く眉を上げただけだった。かえって疑いを深めてしまったようで、自分の失態に青くなる。

「犯人に心当たりはありませんか？　最近周囲でおかしなことがあったとか、誰だれかにつけられている気がしたとか」

　現場検証を終えた若いほうの警察官が、部屋の中を見まわしながら尋たずねる。

　少し考えてから、玲は首を横に振った。

「心当たりはまったくないです。おかしなことも、何も」

「では、何か思い出したらここに電話してください」

　名めい刺しを差し出され、「わかりました」と言いながら受け取る。

　クリフォードも立ち上がり、警察官と名刺を交こう換かんした。

「そうそう、玄げん関かんのドアの鍵かぎがピッキングされてました。早急に鍵を替かえたほうがいいですよ」

　立ち去る際に、警察官がそう言って振り返った。

「ええ、そうします。窓ガラスも割れてますし、不ふ審しん者が押し入った部屋に玲を置いて帰るわけにはいかない。当分うちで預かります」

　クリフォードの申し出に、玲はぎょっとした。

「いえそんな、いいです！　どこかホテルかモーテルに泊とまりますから……っ」

　慌ててぱたぱたと両手を振る。クリフォードの自宅に泊めてもらうなんて、ありがたいけど心臓が持ちそうにない。

「遠えん慮りよしなくていい。予備のベッドルームが空いてる」

「そういうわけにはいきません……っ」

「サンフランシスコに野球を見に行く予定が、うちのテレビでの観戦に変へん更こうになったと思えばいいさ」

　低くなめらかな声が紡つむぎ出すセリフに、玲は頭がくらくらするのを感じた。

　嬉うれしい。嬉しいけど困る。困るけど嬉しい──。

　年嵩のほうの警察官が、こほんと咳せき払ばらいをする。

「では、連れん絡らく先はイングラム氏の自宅ということで」

　ふたりの警察官の呆あきれたような視線に気づき、玲は耳まで赤くなった。







　窓辺に立って外の景色を眺め、玲はふうっと大きく息を吐はいた。

　振ふり返り、広々した室内を見まわす。

　──クリフォードの自宅は、サンノゼ郊こう外がいの見晴らしのいい丘きゆう陵りよう地ち帯たいに建っていた。

『去年までダウンタウンのコンドミニアムに住んでいたんだが、環かん境きようのいい場所に住みたくなってね。ちょうどいい物件が出ていたから引っ越こしたんだ』

　ハンドルを握にぎりながら、クリフォードが説明してくれた。

　クリフォードの言うとおり、周辺にはのどかな農村風景が広がっており、住み心地のよさそうな場所だった。〈イングラム・テック〉本社も郊外にあるので、通勤アクセスもいいのだろう。

　イングラム邸ていは、シンプルでモダンな白しら壁かべの家だった。素そ朴ぼくなウッドデッキが別べつ荘そう風で、晴れ渡わたった青空と周囲の雑木林とのコントラストが美しい。

　これ見よがしな豪ごう邸ていではないが、ベッドルームが三つに書しよ斎さいやトレーニングルームまであって、玲の感覚では充じゆう分ぶん立派なお屋や敷しきだ。

（まさか、クリフォードの家に泊めてもらうことになるなんて……）

　今朝起きたときは、こんな展開になるなんて予想もしていなかった。

　警察官とのやりとりを思い出し、落ち着かない気分になって部屋をうろうろする。

　きっとあの警察官に誤解されている。そして自分も、クリフォードの親切を誤解してしまいそうで怖こわい。

（クリフォードは、アパートを荒あらされた僕を気の毒に思って泊めてくれるだけだ）

　特別扱あつかいされているわけではない。

　期待してしまいそうな自分に、そう言い聞かせる。

　ふいにドアをノックする音が響ひびき、物思いに耽ふけっていた玲は飛び上がった。

「いいかな？」

「は、はいっ」

　ドアを開けて入ってきたクリフォードは、Ｔシャツとジーンズというラフな服装に着き替がえていた。Ｔシャツの袖そでから伸のびた逞たくましい両りよう腕うでにどぎまぎし、慌てて視線をそらす。

「バスルームの棚たなにタオルが入ってるから、遠慮なく使ってくれ。あと、クローゼットや引き出しも」

　言いながら、クリフォードがクローゼットを開ける。

「ああ……ハンガーが必要だな」

「ハンガーに掛かけるような服はないので、いいです」

　一応数日分の着替えを持ってきたが、どれも着古した安物ばかりで恥はずかしい。

　クリフォードが振り返り、くすくすと笑った。

「実はこの部屋に人を泊めるのは初めてなんだ。入居したときインテリアコーディネーターに任せたっきりだから、ベッドカバーの下にちゃんとシーツやブランケットがあるのか不安になってきた」

　ベッドカバーをめくったクリフォードが、「ああよかった、全部揃そろってる」と呟つぶやく。

「……僕が第一号なんて、光栄です」

「そういやこっちに引っ越してきてから、うちに泊まったのは弟と大学時代の友人くらいだ。大勢人を呼び集めて夜通しパーティとかはしないから、安心してくれ」

　おどけた口調に、玲もくすりと笑う。

「それを聞いて安心しました。あ、あの、さっき大家さんと連絡がついたんですけど、窓ガラスの修理は週明けにならないと手配できないそうで……」

　週明けに業者に連絡するが、修理はいつになるかわからないと言われた。なるべく急いでくれるよう頼たのんだが、大家の口ぶりからはあまり期待できそうにない。

「構わないさ。どっちにしろ、犯人が捕つかまるまできみをあのアパートに帰すつもりはないし」

　真顔で言われ、玲は困って視線を泳がせた。

　犯人が捕まる可能性は低いだろう。窓と鍵が直ったらすぐにアパートに帰るつもりだが、クリフォードの厚こう意いに水を差したくなくて黙だまっておく。

「さて、そろそろランチにしよう。ちょうど試合も始まる頃ころだ」

「はい」

　頷うなずいて、玲はクリフォードのあとに続いた。

　ランチは、ここに来る途と中ちゆうでクリフォードがテイクアウトのサンドイッチを買ってくれている。

「コーヒー？　紅茶？　ビールでもいいけど」

　キッチンに入ったクリフォードが、振り返りながら尋ねる。

「紅茶がいいです。僕はアルコールは飲まないので」

「まったく飲まないのか？」

「えーと……まったく飲まないわけではないんですけど、すぐ酔よってしまうので」

　自分でもアルコールに弱い自覚があるので、外では飲まないようにしている。何かいいことがあったときにワインで祝しゆく杯はいを上げることがあるが、自宅でひとりのとき限定だ。

「酔って、絡からんだりする？」

　電気ケトルをセットして、クリフォードが悪戯いたずらっぽく笑う。

「いえ、人には絡まないと思います。だいたいすぐ眠ねむくなっちゃうので」

「なるほど。それじゃあ人前では飲まないほうがいいな。不用心だ」

「そうなんです。だから飲むのは自宅限定です」

「けどまあ、しばらくここにいるんだから、今はここがきみの自宅のようなものだ。遠慮なく酔っぱらっていいぞ」

　クリフォードなりの、遠慮なくくつろいでくれという意味の気き遣づかいなのだろう。こういう軽口にはどう対処していいかわからなくて、玲は曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

「そうだ、どこに何があるか説明しておこう。おいで」

　手招きされて、玲はそろりそろりとキッチンに足を踏ふみ入れた。

（うわー……憧あこがれのアイランドキッチン）

　裏庭に面した窓まど際ぎわにはブレックファストテーブルが置かれている。床ゆかがテラコッタになっており、素す足あしで歩いたら気持ちよさそうだ。

「冷蔵庫の中にあるものは好きに食べてくれ。コーヒーと紅茶はここ。カトラリーはこの引き出しだ」

　棚や引き出しを開けながら、クリフォードが説明してくれる。

「すごい……オーブンがふたつもあるんですね」

　本格的な設備に、玲はため息をついた。これだけ大きなオーブンがあれば、料理のレパートリーが増えそうだ。

「俺はほとんど使わないから、宝の持ち腐ぐされなんだけどな。平日はだいたい外食かテイクアウトだ。きみは？」

「週末に作り置きしておいて、何回かに分けて食べてます。足りない分はレトルトや冷れい凍とう食しよく品ひんで補う感じで」

「ちゃんと料理してるんだな。俺は気が向いたら週末に裏庭でバーベキューをするくらいだな。そうだ、今夜はバーベキューにしよう」

「いいですね」

　マグカップを受け取って、玲はぎこちなく頷いた。

　クリフォードとバーベキューなんて気が遠くなりそうだが、いつまでも緊きん張ちようした様子を見せ続けるのは失礼というものだろう。

（もっとリラックス……クリフォードの前ではくつろいだ感じにしないと）

　ぎくしゃくと歩いて、キッチンの隣となりのファミリールームへ向かう。

　大型テレビには今日行くはずだったＡＴ＆Ｔパークが映し出されていた。

「もう始まってる？」

「ええ、三回の表です」

　並んでテレビの前のソファに掛けて、サンドイッチの箱を開ける。

（うう……やっぱりすごく緊張する……）

　居い候そうろうしている間に、少しは慣れることができるだろうか。

　隣のクリフォードを意識しないように、玲は野球観戦に集中することにした。
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『打ちました！　ホ────ムラン！　十回裏で劇的な大、逆、転！』

　テレビの実じつ況きよう解説者が、興奮気味にまくし立てる。

　視線は画面に向けたまま、クリフォードは隣ですやすやと眠っている玲をどうするべきかと思案した。

（怖い思いをして、どっと疲つかれたんだろうな）

　ちらりと横目で見やり、唇くちびるに笑えみを浮うかべる。

　家に連れてきたときはがちがちに緊張していて、可か哀わい想そうなくらいだった。

　緊張していることを悟さとられまいと必死で明るく振ふる舞まっていたが、それがかえって他人行ぎよう儀ぎな感じがして、自分との間に壁かべを作られているようで寂さびしかった。

　なんとか玲の緊張をとこうと、クリフォードはサンドイッチを食べながら他た愛わいのない会話を続けた。

『きみは野球の経験は？』

『小学校のときに、少しだけリトルリーグに。引っ越こしを機にやめて、それからは全然です』

『俺もだ。俺の場合はアイスホッケーのほうが面おも白しろくなってきてやめたんだ』

『アイスホッケー、やってらしたんですね』

　そこから互たがいの子供時代の話になり、玲がロサンゼルス出身で、一時期日本でも暮らしていたこと、高校時代はシアトルで過ごしたことなどを知った。

　話していくうちに、玲の緊張が次し第だいに緩ゆるんでくるのが伝わってきた。

　そして今、こうしてうたた寝ねするくらいには気を許してくれたようだ。

（安心したんだろうな）

　玲が自分のことを警けい戒かいしているのは知っている。近づくとびくびくするし、なかなか打ち解けた態度を見せない。

　おそらく過去に、何度か怖こわい目に遭あってきたのだろう。

（……男に無理やり迫せまられたりとか）

　一いつ緒しよにいると、玲が一部の男性の興味を引いているであろうことがよくわかる。

　病院で鉢はち合あわせした玲をカフェに誘さそった際、近くの席の中年男が不ぶ躾しつけなくらい玲を見つめていた。先ほどサンドイッチを買いに寄った馴な染じみの店でも、いつもは素そっ気ない男性店員が、やたら玲に馴れ馴れしく話しかけてきた。

　玲の態度から、玲がそういう性的なアプローチを恐おそれていることが窺うかがえる。

　つまり、玲にとってはクリフォードも要警戒人物のリストに入っているのだろう。

（ここは根気よく警戒心を取り除かないとな）

　玲をあの部屋に置いておくことはできない、と心配する気持ちに噓うそはない。しかし同居を機に関係を発展させることができたら……という下心があったのも確かだ。

　玲にはこの欲望たっぷりの下心を気づかれてはならない。

　気づかれたら最後、臆おく病びような子こ猫ねこは二度と心を開いてくれなくなるだろう。

「……ん……」

　玲の体が、ぐらりと傾かたむく。

　起こさないようにそっとにじり寄り、クリフォードは細い肩かたに手をまわした。

（何をやっているんだ……俺は。下心を見せるまいと誓ちかったばかりなのに）

　これはいやらしい気持ちからではなく、うたた寝している玲が体を冷やさないようにとの配はい慮りよからだ。

　そう自分に言い聞かせるが、伏ふせられた長い睫まつ毛げが目に入って動どう揺ようする。

　無防備な姿をさらしてくれるのは、気を許してくれた証しよう拠こ。

　嬉うれしいけれど、理性のブレーキが壊こわれてしまいそうで困る──。

（……まずいな）

　温かな体の重みに、体の芯しんが疼うずき始めている。

　このままでは不ふ埒らちな真ま似ねをしてしまいそうで、クリフォードはそっと体を離はなした。ふうっと大きく息を吐はき出し、リモコンを手にとって騒さわがしいテレビを消す。

　このままソファで寝かせておいてもいいが、ここでは寝ね心ごこ地ちが悪いだろう。風邪かぜを引かせてしまっては申し訳ないし、寝しん室しつに運んだほうがいい。

（別に、触さわる口実を作っているわけではないぞ）

　心の中で呟つぶやきつつ、そっと玲の体に手を伸のばす。

　すっかり寝入ってしまったようで、クリフォードが両手で抱だき寄せても玲の体は弛し緩かんしたままだった。

　そっと横抱きに抱き上げる。華きや奢しやな体は、クリフォードの腕うでにすっぽり収まった。

（うん、思った通り、軽いな）

　気を紛まぎらわせるように、クリフォードは歩きながら玲の体重を推測した。ジーンズやスニーカーをはいている状態でこの重さなら、体重は五十キロあるかないかだろう。

　二階の寝室にたどり着き、肩でドアを押し開ける。

　部屋の中央に置かれたベッドに玲を下ろし、クリフォードはほっと胸を撫なで下ろした。

　ここに寝かせておけば、無防備な寝顔にむらむらしなくて済む。

　寝心地云うん々ぬんよりも、すぐに手の届くところで玲が寝ていると、自分を抑おさえる自信がないというのが本音だ。

「失礼……」

　小声で囁ささやきながら、スニーカーの紐ひもを解ほどいて脱ぬがせる。

　ベッドカバーを外してシーツの上に寝かせ、ブランケットを掛かけたら任務完かん了りようだ。

「…………」

　速すみやかに寝室から立ち去らなくてはならない。

　しかしクリフォードは、なかなか玲の寝顔から目が離せなかった。

　──車の中から玲に電話をかけたときのことを思い出す。

　何か異変があったらしいと知って、クリフォードは生きた心地がしなかった。

　気が動転し、アパートの階段を駆かけ上がる際に二度もつまずいて、みっともないほど取り乱してしまった。

　自分がどれほどこの青年に惹ひかれているのか思い知らされた。

　もう認めざるを得ない。自分が玲に抱いだいている気持ちは、恋れん愛あい感情だ──。

（少しは期待していいのかな）

　無意識に手を伸ばし、額にかかった玲の前まえ髪がみをかき上げる。

　さらさらした髪は触り心地がよくて、なかなか手を離すことができなかった。

「……玲」

　愛いとしい青年の名前を口の中で呟く。無防備な唇に引き寄せられるように、クリフォードは腰こしをかがめた。

　なめらかな頰ほおに、そっと唇を寄せる。軽くキスするが、玲が起きる気配はなかった。

　柔やわらかそうな唇は、かすかな寝息を立てている。

　おそらく、唇にキスしても起きないだろう。けれど、寝ている間にこっそり唇を奪うばうのはフェアでない。　>>>♥

　ありったけの理性をかき集めて、クリフォードは顔を上げた。

　唇を重ねてしまったら、多分それだけでは物足りなくなる。口の中に舌を差し入れ、口こう腔こう内をかきまわし、欲望のままに体をまさぐってしまいそうだ──。

　クリフォードの喉のどから、ため息と呻うめき声をミックスしたような音が漏もれる。

　これ以上ここにいたらまずい。

　ブランケットを掛け直し、クリフォードはくるりと踵きびすを返して大おお股またで寝室の出口に向かった。
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　肩がぶるっと震ふるえ、玲ははっと目を覚ました。

　視界に入った見慣れないシェードランプに、心臓がどくんと跳はね上がる。

（え、ここ、どこ……？）

　一いつ瞬しゆん自分がどこにいるかわからなくて、狼ろう狽ばいしながら起き上がる。

　薄うす暗ぐらい部屋を見まわして、ようやく自分がクリフォードの家に泊とめてもらっていることを思い出した。

（たしか一いつ緒しよに野球を見ていたような……）

　八回裏までは覚えている。膠こう着ちやく状態のゲームに、眠ねむ気けをこらえていたことも。

　あんなに緊きん張ちようしていたのに、テレビを見ながら居眠りしてしまったらしい。

（緊張はするんだけど……なんかクリフォードのそばにいると安心できる）

　怖い思いをした反動だろうか。あの魅み惑わく的な声を間近で聞いているうちに、すっかり気持ちが緩んでしまった。

（いろいろ話せて嬉しかったし……）

　思い出して、むずむずするようなくすぐったさがこみ上げてくる。

『そうそう、きみの名前、さっき警察に訊きかれて綴つづりがＲＥＩだと言ってただろう。てっきり英語名のＲＡＹだと思ってたよ』

『普ふ通つうはそう思いますよね。父が、日本語でも英語でも通用する名前をつけてくれたんです』

『もしかして俺の発音、間ま違ちがってた？』

『いえ、発音は同じです……多分。少なくとも僕は同じだと思ってます』

『よかった』

　たとえ発音が間違っていても、あなたのその素す敵てきな声で呼ばれる分には何も問題ないです……などと言ってしまいそうになり、慌あわてて口をつぐんだ。

　耳にクリフォードの声がよみがえり、首をすくめる。

　しばし余よ韻いんに浸ひたっていた玲は、はっと顔を上げた。

（今何時？）

　枕まくら元もとの時計を見ると、夜の八時をまわっていた。今夜はクリフォードがバーベキューをしようと言ってくれていたのに、すっかり寝過ごしてしまった。

　慌ててベッドから出ようとして、足元にスニーカーが揃そろえてあることに気づく。

　居眠りをしたことは覚えている。けれど、部屋に戻もどった記き憶おくや靴くつを脱いだ覚えがまったくない。

（……まさか、クリフォードに運ばせてしまったとか？）

　その可能性に思い当たり、冷や汗あせが噴ふき出す。

　急いで靴を履き、玲はバスルームに駆け込んだ。顔を洗って身だしなみを整え、深呼吸してから部屋を出る。

　階下に降りると、ファミリールームから小さな音が聞こえてきた。テレビがニュースを伝え、ソファに座って新聞を読んでいたクリフォードが振ふり返る。

「目が覚めた？」

「すみません、野球の途と中ちゆうで寝ちゃったみたいで……」

　テレビを消して、クリフォードが微笑ほほえんだ。

「構わないさ。あんなことがあって、疲つかれたんだろう。ちなみに試合は劇的な結末を迎むかえた」

　クリフォードが、ここに座れというようにソファの座面をぽんぽんと叩たたく。

「そうなんですか？　まさかあの局面から逆転とか？」

　おずおずとソファに掛けると、クリフォードがにやりと笑った。

「その通り。十回裏で満まん塁るいホームラン」

「えええ……意外。あのまま終わるかと思ってました」

「最後まで見ないとわからないのがスポーツの面おも白しろいところだ。腹は減ってない？」

　クリフォードに言われて、玲は自分が空腹だということに気づいた。

「ええ、あの、すみません、今夜はバーベキューって言ってたのに寝ね過すごしちゃって」

「構わないさ。バーベキューは明日の夜に順延だ。今夜は冷れい凍とうのマカロニチーズでもいいかな？」

「もちろんです」

「じゃあ温めてこよう」

　クリフォードが立ち上がり、キッチンに向かう。

　クリフォードは裸足はだしだった。身につけているのはＴシャツとジーンズのみ、夜になって少し伸のびかけてきた髭ひげとあいまって、やけにセクシーだ。

（いや、いつでもセクシーなんだけど、スーツのときと違って、なんか親密さが増すというか……）

　クリフォードの自宅でラフな私服姿の彼と話していると、なんだか本当に友人同士になったような気がしてしまう。

「玲、カリフラワーのグラタンもあった。どっちがいい？」

「あ、そっちのほうがいいです」

「ＯＫ。俺もそうしよう」

　なんでもないやりとりに、じんわりと胸が熱くなる。

　世の恋こい人びとたちは、きっと毎日こんな言葉をかわしているのだろう。何食べる？　とか、ワイン飲む？　とか、バーベキューの材料を買いに行こうとか。

　今まで玲は、恋人が欲しいと強く願ったことはなかった。片かた想おもいの相手は遠くから見つめるだけで充じゆう分ぶんだったし、実際つき合うとなるといろいろ面めん倒どうや幻げん滅めつがつきまとうだろうと。

　クリフォードのことも、遠くから見ているだけで満足していた。頭の中で彼に抱だかれる自分を想像し、エロティックな妄もう想そうを愉たのしむだけ。

　けれど今は、クリフォードに対してもっと現実的な欲望を抱いている。

　もっと彼のことをよく知りたい。できれば彼の恋人になりたい。

（もしクリフォードと恋人同士になったら……いずれはセッ……クスとかしちゃうのかな）

　裸はだかで睦むつみ合うところが頭に浮うかび、慌てて玲は振り払はらった。

　しかしＴシャツに浮き出した厚い胸むな板いたやジーンズの前のどっしりした膨ふくらみに、ついつい目が行ってしまう。

（うわ、なんか生々しい）

　かあっと顔が熱くなり、もじもじと膝ひざを摺すり合わせる。

　これから夕食だというのに、自分はいったい何を考えているんだろう。

「サラダでも作ろうと思ったんだが、冷蔵庫が空っぽだな。明日、買い出しにつき合ってくれる？」

「え？　ええ、もちろん」

　キッチンからクリフォードに声をかけられて、玲は奇き妙みように上うわ擦ずった声で返事をした。

　寝しん室しつに運んでくれたのかどうか訊きそびれてしまったが、こんな状態では自分からは訊かないほうがいいかもしれない。

　抱き上げられたのか、それとも担かつがれたのか。いずれにしても、真実を告げられたらあれこれ妄想してどうにかなってしまいそうだ──。

（寝ぼけてて気づかなかったふりをしよう。そうしよう。それがいい）

　本当はきちんと礼を言うべきだが、絶対挙動不ふ審しんになってしまう。

　この想いを勘かんづかれて気まずくなるより、無礼なやつだと思われていたほうがましだ。

（……今後は絶対にクリフォードの前で居眠りしたりしないように気をつけよう）

　そう固く心に誓ちかい、玲は気持ちを落ち着けるように深く息を吸った。
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　──玲がイングラム邸ていに居い候そうろうを始めて、五日目の夜。

　清せい掃そう会社の仕事を終えて外に出ると、背後から濃のう紺こんのベンツが近づいてきた。

「お疲れさん」

　運転席のウィンドウが開いて、クリフォードが軽く手を挙げる。

　急いで玲は助手席側にまわり、ドアを開けて素す早ばやく乗り込んだ。

「いつもありがとうございます。だけど本当に、迎えに来ていただかなくて大だい丈じよう夫ぶです……っ」

　先ほど〈イングラム・テック〉の社長室で顔を合わせたばかりのクリフォードに、早口で告げる。

「そんなにこそこそしなくても、別に隠かくすようなことじゃない」

「……悪いことをしているわけじゃありませんけど、説明するのが難しいので……」

「空き巣に入られて窓ガラスを割られ、まだ修理が来ていないので知り合いの家に泊とまっている。そう難しい話じゃないと思うが？」

「その知り合いというのが、仕事先の社長でなければ話は簡単だと思うんですけど」

　ぼそっと呟つぶやいて、玲は膝の上で両手を握にぎり合わせた。

　──クリフォードは、毎朝玲を流通会社に車で送ってくれている。

『遠えん慮りよするな。通勤のついでだ』

　そう言われて、車を持っていない玲は厚こう意いに甘えることにした。クリフォードの家からバス停は遠いし、一度乗り換かえなくてはならなくて不便なのだ。

　それだけならまだしも、月曜日に〈イングラム・テック〉の社長室で顔を合わせたクリフォードは、『掃そう除じが終わったら一いつ緒しよに帰ろう』と言い出した。

『そうはいきません。一度会社に戻もどってユニフォームを返さないといけないんです』

『ここで着き替がえて、きみの同どう僚りように持って帰ってもらえばいい』

『それも無理です。理由を訊きかれたらなんと答えたらいいのか……』

『俺の家にいるって言ってないのか？』

『言えません！』

『なぜだ？』

　クリフォードとの押し問答を思い出し、ため息混じりの苦く笑しようが漏もれる。

　困っているけど嬉うれしい、嬉しいけど困る。そんなところだろうか。

「……前にも言いましたが、仕事先の人と個人的なかかわりを持つのはまずいんです。前にアルバイトの女性が仕事先で出会った既き婚こん男性と不適切な関係になって、その男性の奥さんが監かん督とく不行届だって清掃会社を訴うつたえようとしたことがあって」

「ドラマチックだな」

「とにかく、帰りはバスがありますし、いざとなればタクシーも……」

「バス停から夜道を歩くのは危険だ。バイト代がタクシー代に消えるのも本ほん末まつ転てん倒とうだろう。俺が好きでやってることなんだから遠慮しなくていい」

「すごくありがたいと思ってます。けど、用事があるときは言ってくださいね」

「社長のいいところは、ほとんどの予定を自分の都合で決められることだ。出勤時間も自由ー、退社時間も俺の自由ー」

　ハンドルを握りながら、クリフォードが節をつけて歌うようにのたまう。

　思わずぷっと噴ふき出し、玲も「うらやましい限りー」とミュージカル風に歌った。

「ははは。いいな、それ」

「そうそう、訊こうと思ってたんです。入院していた営業部長さん、どうされてます？」

「まだ入院中だ。順調に回復していて、来週には退院できる見込みだと聞いている」

「それはよかったです」

　ミゲルから預かっているサボテンは、おそらく営業部長のものだろう。退院して会社に戻ってきたら、自分がひと言謝って渡わたしたほうがいい。

「きみの同僚のミゲルは？」

「それが、今日の夕方お見み舞まいに行ったら、既すでに退院したそうで……」

　ミゲルの話題に、玲は表情を曇くもらせた。

　職員に尋たずねると、ミゲルは三日前に退院したという。しかし清掃会社には来ていないし、電話もつながらない。

　心配になってジーナに電話をかけると、ミゲルは彼女にも黙だまって退院していたことがわかった。

『家には帰ってきたんですか？』

『いえ、まだ……。実はちょっと、ギャンブルのことで喧けん嘩かしちゃって』

　ジーナにギャンブルをやっているのかと問い詰つめられて、怒おこり出したらしい。黙って退院して今はどこにいるかわからないそうで、玲は憂ゆう鬱うつな気持ちになった。

　依い存そん症しようの回復が難しいことはよく知っている。ギャンブルやドラッグなどの問題を指し摘てきされると、感情的になって怒り出すのもよくあるケースだ。

　まさかミゲルがそういう問題を抱かかえているとは知らなかったが、もし知っていても力になれたかどうか……。

（今僕にできることは、ミゲルから預かってるサボテンを営業部長に返すことだな）

　クリフォードの家に行くとき、玲はサボテンも大事にタオルでくるんで持ってきた。時間があれば、入院中の営業部長のほうへ届けてもいいかもしれない。

「ミゲルは退院したことをきみに知らせなかったのか？」

「僕だけじゃなく、同どう棲せい中の彼女にも黙ってたみたいです。今ちょっと、行方ゆくえ不明で」

「行方不明？」

　赤信号で停車したクリフォードが、怪け訝げんそうに振ふり向く。

「行方不明って言うと大おお袈げ裟さですけど、彼女と喧嘩して、怒って出て行ったってところでしょうか」

「ふうん……」

　顎あごに手を当てて、クリフォードが思案顔になる。

　信号が青に変わっても考え込んだままだったので、後ろの車にクラクションを鳴らされてしまった。

「まあ、ほとぼりが冷めたら戻ってくるだろう」

「だといいんですけど」

　そうであってほしい。

　ミゲルの無事を願い、玲は軽く瞼まぶたを閉じた。





◇◇◇






　助手席で目を閉じている玲を、ちらりと横目で見やる。

　うたた寝ねしているわけではなく、何か考えごとをしているのだろう。

（俺のそばでも、だいぶリラックスするようになってきたな）

　初めて助手席に乗せたときは、シートベルトを握り締しめて微び動どうだにしなかった。

『もしかして車くるま酔よいか？』

『いえっ！　車には酔いませんので大丈夫です！』

　びくびくしながら声を上うわ擦ずらせていた彼が、今やクリフォードの軽口に応じたり、ゆったりとくつろいでいたりする。

（いい傾けい向こうだ）

　家にいるときも、最初の頃ころに比べるとかなり距きよ離りが縮まってきたと思う。

　相変わらずクリフォードが近づくと緊きん張ちようする素そ振ぶりを見せるのだが、緊張の質が微び妙みように変化しているのだ。

　頰ほおにぱっと赤みがさし、恥はずかしそうに視線をそらす。

　そのくせ、クリフォードが玲のほうを見ていないときは、ちらちらと視線を送ってくる。

（十中八九、俺のことを意識していると見て間ま違ちがいない）

　玲は誘ゆう惑わくのサインが非常にわかりづらいタイプだ。あからさまに誘さそってくることはまずないし、性的なほのめかしもまったく口にしない。

　けれど、自分を盗ぬすみ見ている視線に、ほのかに欲情が漂ただよっている気がする。

　ためしにクリフォードは、ゆうべシャワーを浴びたあとわざと上半身裸はだかでうろついてみた。

　キッチンで紅茶を淹いれていた玲が顔を上げ……。

　こみ上げてきた含ふくみ笑いを、喉のどの奥でせき止める。

（あのときの玲は、本当に可か愛わいかった）

　ぱあっと頰が赤くなり、慌あわてて視線をそらしていた。表情を変えまいと唇くちびるを引き結び、何気なく振る舞まおうとして失敗していた姿が目に浮うかぶ。

　あんなふうにいかにも意識していますという態度を取られたら、男として行動をおこさないわけにはいかないだろう。

　それでなくても、玲の発するフェロモンを嗅かぎ取るたびに、クリフォードは理性が限界に近づいていることを感じている。

（そろそろ次の段階に進んでもいい頃だ）

　しかし玲は、簡単に手を出していい相手ではない。

　条件は以前より厳しくなっている。仕事先の社長とアルバイトというだけでなく、今は家主と居い候そうろうという微妙な関係も加わった。

　玲が断れないような状じよう況きようを作ってはならない。

　できれば玲のほうから誘惑してくれると話が早いのだが……。

（いやいや、同居をチャンスととらえるんだ。もう一押し、進展につながる何かがあれば……）

　冷静になろうと、ハンドルを握にぎり直す。

　他ほかにも考えなくてはならないことがいろいろあるのだが、恋こいに落ちるとそれしか考えられなくなってしまうらしい。

　玲の攻こう略りやく法は週末までに考えるとして、クリフォードは営業部長の不ふ審しんな行動について考えることにした。
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　土曜日が来て、玲がイングラム邸ていに来て一週間が経たった。

　残念ながら、クリフォードは仕事で出社しなくてはならない用事ができ、玲は終日ひとりで過ごした。

　クリフォードと一いつ緒しよに過ごせないのはちょっとがっかりだったが、寝しん室しつの掃そう除じをし、ついでにリビングやキッチンにも掃除機をかけ、地下のランドリールームで洗せん濯たくし……家事は苦にならないほうなので、結構楽しく過ごすことができた。

　キッチンも好きに使っていいと言われていたので、午後にはトマトカレーとチキンスープを作った。

『おかえりなさい』

　帰宅したクリフォードを出で迎むかえ、夕食にカレーを出して、まるで恋人のような時間を味わうことができて満足している。

（カレー、美味おいしいっておかわりしてくれたし）

　今日日曜日は、午前中にクリフォードと買い出しに行き、洒しや落れたイタリアンレストランでランチを食べた。夜にはクリフォードと二度目のバーベキュー、先週の日曜日よりも会話もはずんでよりいっそう親密な雰ふん囲い気きになったと思う。

（なんか、ここにいたらどんどんクリフォードに甘えてしまうな……）

　自分たちは恋人同士ではなく、社長かつ家主とバイトかつ居候だ。プライベートもきっちり線引きしなくてはと思うのだが、クリフォードに誘われると断るのが難しい。

　食器洗い機のブザーが鳴って、ぼんやりしていた玲は我に返った。

　バーベキューで使った皿やカップを取り出し、所定の位置に戻もどしていく。

　家事はしなくていいとクリフォードは言ったが、玲は家賃代わりにやらせてほしいと申し出た。クリフォードが家賃も食費も受け取らないと言い張るので、せめて何か役に立ちたかったのだ。

　片付けを終えて、キッチンをあとにする。

　クリフォードはもう寝たのか、見当たらなかった。ファミリールームのテレビがつけっぱなしだったので、消そうと歩み寄る。

「──っ！」

　リモコンを取ろうとして、玲はびくっとした。

　テレビの前のソファに、寝室に引き上げたと思っていたクリフォードが長々と寝そべっている。

「……起きてください。こんなところで寝てたら風邪かぜ引きますよ」

　そっと肩かたを揺ゆすり、囁ささやきかける。

　しかしクリフォードは目を閉じたままだ。昨日は仕事だったし、今日も買い出しやらバーベキューやらで忙いそがしくしていたので、疲つかれているのだろう。

「クリフォード、ちゃんとベッドで寝なきゃだめです」

　もう一度、今度はやや強めに肩を揺する。上半身はＴシャツ一枚なので、布地を通して肩の筋肉の感かん触しよくがありありと伝わってきた。

「うーん……今何時だ……」

　クリフォードが薄うす目めを開けたので、慌てて玲は肩から手を離はなした。

「十時半です。起きてください」

「無理だ……動けない……」

　駄だ々だをこねるように言って、クリフォードが寝返りを打つ。

　いつもの颯さつ爽そうとした姿とは大違いで、思わず玲はくすくすと笑った。

「ビール飲みすぎたんですか？　動けないなら、何か掛かけるもの持ってきます」

「いや、ベッドに行く。手を貸してくれ」

　再び寝返りを打って、クリフォードが両手を伸のばす。

　逞たくましい両りよう腕うでに、玲はどきりとした。

　初めてここに来た日に運んでもらったようなので、できれば玲も手を貸したかったが、身長差と体格差がありすぎる。非力だと自覚しているので、クリフォードを無事に二階の部屋まで送り届ける自信がなかった。

　それに……手を貸すとなると、体の密着が避さけられない。

　そうなれば、自分は平静ではいられないだろう。

「……酔ってるときに無理に歩くのは危ないです。酔いが覚さめたら、自力でベッドに行ってください」

　そう言って、玲はブランケットを取ってこようと踵きびすを返した。

　一歩踏ふみ出そうとしたところで後ろから腕を摑つかまれ、バランスを崩くずしてよろめく。

「ちょ、ちょっと……っ」

　クリフォードの上に倒たおれ込みそうになり、慌てて玲は身をよじった。

　しかし力の差は歴然としており、やすやすとクリフォードの両腕に捕とらわれてしまう。

「クリフォード……っ！」

「冷たいな、玲。先週は俺がきみを抱だき上げて寝室まで運んであげたのに」

　耳元で囁きながら、クリフォードが力を込めてくる。

　クリフォードの口からあの夜の一件が語られるのは初めてで……動どう揺ようして、玲は体を強こわばらせた。

　玲の抵てい抗こうが弱まった隙すきに、クリフォードの腕がますます力強く絡からみついてくる。

　ソファの上で後ろから抱き締しめられる格好になってしまい、玲はじたばたともがいた。

「ふ、ふざけないでください！」

「ふざけてない」

　背中から、クリフォードの声が直じかに響ひびいてくる。

　胸にまわされている腕をどうにか引き剝はがそうと、玲は大きな手の甲こうを摑んだ。

「うーん……もう少しこのまま寝ねかせてくれ……」

「だめです、ちょ、ちょっと……っ！」

　うなじに熱い息を吹ふきかけられて、全身の肌はだがぞくりと粟あわ立だった。

　不快感からではない。体の中心を駆かけ抜ぬけたのは、衝しよう撃げき的なほどの快感だった。

（まずい、このままじゃ……っ）

　好きな人に抱き締められて、感じないわけがない。おまけにクリフォードの右手は、なぜか胸をまさぐるような動きをしている。

（なんかこれって、これって……）

　性的な愛あい撫ぶのような気がする。

　クリフォードは、酔よって寝ぼけているのだろうか。現在あるいは過去の恋人と間ま違ちがえているとか……？

　はあはあと息を乱しながら、玲はクリフォードから逃のがれようともがいた。

　しかし抵抗むなしく、不ふ埒らちな右手は胸をまさぐり続け、腰こしにまわされていた左手が太ふと腿ももに撫なで下ろされる。

「い、いや……っ」

　凝った乳ち首くびを手のひらで転がされ、玲はびくびくと身み悶もだえた。

　ふたつの乳首はいつのまにかつんと尖とがり、Ｔシャツ越ごしの愛撫に悦よろこんで疼うずいている。

「……あ、あ……っ」

　薄うすっぺらいハーフパンツの上から太腿を撫でられて、玲は内うち股またを擦すり寄せた。

　感じやすいペニスが、下着の中であっというまに形を変えていく。

　まずい、このままでは勃ぼつ起きしていることをクリフォードに知られてしまう。

「だめです、もう、離して……っ」

　渾こん身しんの力で、玲はクリフォードの厚い胸むな板いたに肘ひじ打ちを食くらわせた。

　もちろん逞しい体を振ふり払はらえるほどの威い力りよくはなかったが、クリフォードがうっと呻うめいて力が緩ゆるむ。

「いたた……すまない、ちょっと寝ぼけてたみたいだ」

　背後でクリフォードが体を起こす。

　玲も急いでソファの上に起き上がり、体を丸めて両腕でＴシャツの胸を覆おおい隠かくした。

「玲……大だい丈じよう夫ぶか？」

　肩に手を置かれ、びくりと震ふるえてしまう。

「玲……頼たのむ、こっち向いてくれ」

　無理だ。自分は今、ものすごくみっともない顔をしている──。

「玲……」

　優やさしい声こわ音ねとは裏腹に、クリフォードにやや強ごう引いんに肩を抱き寄せられた。大きな手に顎あごを摑まれ、顔を上向けられてしまう。

「……う……っ」

　クリフォードに顔を見られ、ぽろぽろと涙なみだがこぼれてしまった。

　涙は堰せきを切ったようにあふれ、喉のどから嗚お咽えつが漏もれてしまう。

「……う、……うっ」

　なんてみっともないのだろう。寝ぼけて抱きつかれたくらいで泣き出してしまうなんて、きっとクリフォードも呆あきれている。

「……玲」

　クリフォードの声が、先ほどまでと違ってひどく掠かすれて聞こえる。

　秘ひめた想おもいがばれてしまったのだろうかと青ざめたとたん、何かに唇くちびるを塞ふさがれた。　>>>♥

「──!?」

　クリフォードの顔が、焦しよう点てんが合わないほど間近にあった。

　唇に押しつけられている熱い何かが、クリフォードの唇らしいと気づいて目を見開く。

（なんで!?　どうして!?）

　勘かん違ちがいでなければ、自分は今クリフォードにキスをされている。

　キスするような状じよう況きようではなかったはずなのに、いったいどうしてこうなったのだろう。

「……んんっ」

　口の中に熱い舌が押し入ってきて、慌あわてて玲は顔を背そむけた。

　しかし舌は執しつ拗ように追いかけてきて、口こう腔こう内を舐なめまわす。

（あ……っ）

　先走りが溢あふれて、下着を濡ぬらすのがわかった。このままではまずいことになってしまう。

「ん、んんーっ！」

　必死で暴れると、ようやく唇が解放された。

　しかし今度は首筋に舌を這はわされ、限界が訪おとずれる。

「あ、あ……っ、ああ……っ」

　背筋がびくびくと痙けい攣れんする。

　堪こらえようとしても、快感の頂点は一気に押し寄せてきた。頭の中で真っ白な光が爆ばく発はつし、下着の中で精液がほとばしる。

（ああ……やってしまった……）

　快感の余よ韻いんと、好きな人の前で粗そ相そうをしてしまった恥はずかしさが交こう互ごにこみ上げてくる。

　今ならまだばれない。濡れた場所を隠そうとするが、体がいうことを聞かなかった。

（早く隠さなきゃ……）

　のろのろと、ハーフパンツの前に手をやる。

　しかし時既すでに遅おそく、ライトグレーの布地に、はっきりそれとわかる白はく濁だくの染しみができていた。

「すまない。俺のせいだ」

　クリフォードが、苦しげに呟つぶやく。

　申し訳なさそうなその声に、射精したことを知られたのだと悟さとって玲は絶望した。

　恥ずかしくて、消えてしまいたかった。戯たわむれのようなキスで堪え性しようもなくいってしまい、しかも下着やズボンを汚よごすところを見られてしまった──。

「い、いえ、気にしないでくださ……っ」

　よろめきながら立ち上がり、クリフォードに背を向ける。

　これ以上、クリフォードの目に恥ずかしい失態をさらし続けたくない。

　股こ間かんを押さえたまま、玲は二階の寝しん室しつに急いだ。バスルームに駆け込んで、ずるずると床ゆかにしゃがみ込む。

（あ……）

　ハーフパンツの股間が目に入り、玲は頰ほおを赤らめた。

　さっきより染みが広がって、まるでお漏らししたように濡れている。ここに来てから自じ慰いも夢精もしていないので、白濁はいつもよりとろりとして量が多かった。

　これをクリフォードに見られたのだと思うと、恥ずかしくてたまらなかった。

　なのにどうして、下着の中で再びペニスが頭をもたげ始めているのだろう。

「や……っ、なんで……っ」

　急いでハーフパンツをずり下ろす。しとどに濡れたボクサーブリーフに、小ぶりなペニスの形がくっきりと浮うき出していた。

「……っ」

　しばしの躊ちゆう躇ちよののち、下着の中に手を入れる。

　震える指先で、玲はそっとペニスを握にぎり締めた。

「ああ……っ」

　いつもの自慰のときとは全然違う。まるで全身が性感帯になったかのように、どこもかしこも敏びん感かんになっていた。

（な、何これ……）

　あんなに恥ずかしい姿をさらしたばかりなのに、どうしてこんなに感じているのだろう。

　やめなくてはと思いつつも、ペニスを擦こする手が止まらなかった。

「……あ、あっ、いや……っ」

　声を殺しながら、淫みだらな自慰行こう為いに耽ふける。

『……玲』

　ふいに耳にクリフォードの掠れた声がよみがえり、玲ははしたなく喘あえいだ。

　クリフォードに見られている。クリフォードの大きな手にしごかれている。

　そんな妄もう想そうが頭に浮かび、快感が一気に加速してゆく。

「ああん……っ」

　甘い声とともに、玲は二度目の絶頂に上り詰つめた。
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　──〈イングラム・テック〉の社長室。

　クリフォードは、手にした書類をじっと睨にらみつけた。

　先ほどから何度読んでも内容が頭に入ってこない。さっさと処理しなくてはと思うのだが、もう十五分以上固まったままだ。

（急ぎの案件じゃないから明日やろう）

　ついに書類を読むのを諦あきらめ、未決の箱に入れる。

　急ぎの仕事は全部終わらせた。いや、もうひとつ、急いで解決しなくてはならない案件が残っている。

（……玲）

　ふうっとため息をついて、クリフォードは前まえ髪がみをぐしゃぐしゃとかき上げた。

　──玲との関係を進展させようと、クリフォードはゆうべある作戦を実行した。

　作戦といっても、ごく単純なものだ。

　まずはソファでうたた寝ねしているふりをして、玲をおびき寄せる。玲は優やさしいから、絶対にクリフォードを放置しないのはわかっていた。

　そして自分を起こそうとする玲に、寝ぼけたふりをして抱だきつく。

　体の触ふれ合いは、平常時にはやりにくいものだ。社長室に掃そう除じに来た玲にちょっかいを出したらセクハラになるし、自宅でバーベキューなどの際にさりげなくタッチするのも、居い候そうろうの玲の立場からすると微び妙みようだろう。

　その点、寝ぼけたふり、あるいは酔よったふりというのは有効な手だ。

　もちろん、寝ぼけているからといってなんでも許されるわけではない。姑こ息そくな手段だという自覚はあったので、ほんの軽く抱きつくだけですぐにやめようと思っていた。

　玲が自分を意識していることはわかっている。

　わざと半はん裸らでうろついてみせたとき、玲の態度からセクシャルな欲望の匂においがかすかに漂ただよっていた。赤くなって目をそらしていたが、本当はもっとよく見たいけど恥ずかしくて直視できない、というのが本音だろう。

　玲は、恋れん愛あいや性に関してはかなり奥手で恥ずかしがり屋だ。強固な羞しゆう恥ち心しんを取り除くには、ああいう状じよう況きようを作って慣らしていくしかない。

（作戦としてはなかなかよかったと思うんだが……）

　誤算だったのは、クリフォードが思っていた以上に玲が初うぶだったこと。

　そして、自分で思っていた以上に理性のブレーキが利かなかったこと。

（……あんな可か愛わいい反応見せられたら、鋼鉄の理性だって粉々になるだろう）

　はあっとため息をついて、クリフォードは両手で顔を覆おおった。

　華きや奢しやな体は抱き心ごこ地ちがよくて、ほんの少しのつもりがエスカレートしてしまった。

　胸だってほんの少し触さわるだけでやめようと思っていたのに、小さな乳ち首くびがまるで愛あい撫ぶをねだるようにつんと尖とがって手のひらに当たるものだから、ついついしつこくまさぐってしまった。

『……あ、あ……っ』

　玲のなまめかしい吐と息いきが耳によみがえる。

　ほとんど無意識に、クリフォードは太ふと腿ももに手を這わせていた。もう少しで股間に手を伸のばすところだったが、粉々になった理性の欠片かけらをかき集めてなんとか踏ふみとどまった。

　肘ひじ打ちを食くらってようやく我に返り、やり過ぎたことに気づいた。

　深く反省し、ここでやめようと思ったのに、真っ赤になってぷるぷる震ふるえている玲があまりに可愛くて……。

　思わずデスクに拳こぶしをどんどんと叩たたきつける。

　ガラスの仕切りの向こうで秘書が驚おどろいたように顔を上げたので、急いでクリフォードは「なんでもない」と言いながら笑え顔がおを作った。

（キスなんてするつもりはまったくなかったのに）

　これまで何度もキスしたい衝しよう動どうに駆かられたことはあった。そのたびに、キスはきちんと交際を始めてからだと自分を戒いましめてきた。

　しかしあんな泣き顔を見せられたら、誰だれだって我が慢まんできないだろう。

（日ひ頃ごろは清せい楚そで初うい々ういしいのに、どこからあんな色気が……！）

　その後の玲の鮮せん烈れつな反応がまざまざとよみがえり、クリフォードは低く呻うめきながら天てん井じようを見上げた。

　愛撫とキスだけで、初な体はあっというまに絶頂に上り詰めた。

　勃ぼつ起きしていることには気づいていたが、まさかあれほど素す直なおに射精するとは……。

（気持ちよかったってことだよな？）

　いった瞬しゆん間かんの玲の恍こう惚こつとした表情を思い出し、口元が緩ゆるんでしまう。己おのれの愛撫とキスでいかせたことは、クリフォードの中に潜ひそんでいた征せい服ふく欲を大いに満たしてくれた。

　しかし玲にとっては、快感よりも下着やズボンを汚よごしてしまった羞恥が上まわったらしい。

　ハーフパンツの可愛い膨ふくらみ、そして中心に浮かび上がった淫らな染しみが目の前にちらつき、クリフォードは気持ちを鎮しずめようと深呼吸した。

（……とにかく、早急に関係を修復しなくては）

　もちろんクリフォードは、玲が部屋に駆け込んだ直後に謝ろうと追いかけた。

　しかし思いがけない玲のエロティックな反応に、クリフォード自身もすぐには追いかけることができない状態になっており──つまり一度バスルームに寄って処理する必要があったということだ──身だしなみを整えて玲の部屋の前にたどり着いたのは、三十分ほど経たってからのことだった。

『……玲、さっきは悪かった。開けてくれないか？』

　軽くノックしてからドア越ごしに声をかけると、数秒の沈ちん黙もくののち、玲のくぐもった声が返ってきた。

『いえあの、気にしないでください』

『そういうわけにはいかない。寝ぼけてきみに不ふ埒らちな真ま似ねをしてしまったんだから』

　仲直りしたくて粘ねばると、玲がクリフォードの言葉を遮さえぎるように声を上げた。

『ほんとに気にしないでください！　というか、なかったことにしてもらえませんか』

　玲にとっては恥はずかしすぎる出来事で、蒸むし返されるのが苦痛だったらしい。

　ここは玲の望み通り忘れたふりをしたほうがよさそうだと判断し、クリフォードはドアにもたれながら腕うでを組んだ。

『わかった。今夜俺たちの間には特に何も起こらなかった。それでいい？』

『……はい』

　今にも泣き出しそうな声を聞いたとき、クリフォードはドアを押し開けて玲を抱き締しめたい衝動に駆られた。

　しかしこれ以上強ごう引いんな真似をしたら、今度こそ玲に嫌きらわれてしまう。それだけは避さけたくて、なんとか踏みとどまった。

　ワークチェアを回転させ、窓の外に視線を向ける。

（やはり腹を割って話し合うべきだろうか）

　今朝顔を合わせたとき、玲は何ごともなかったような態度を取ろうと必死で努力していた。

　ぎこちない朝食、気き詰づまりな車中……平静を装う玲のけなげな姿を思い出し、不埒な策略を張り巡めぐらした自分に腹が立つ。

　まったく、最初から正々堂々と交際を申し込めばこんなことにならなかったのに。

（いやしかし、立場上セクハラになっては……）

　しばし思案し、クリフォードはゆうべから堂々巡りになっている件に終しゆう止し符ふを打つことにした。

　受話器を手に取り、清掃会社の番号をプッシュする。

　電話を取ったロシア語訛なまりの女性に、クリフォードは用件を告げた。





◇◇◇






「お先に失礼します」

　データ入力の仕事を終えた玲は、定時ぴったりにパソコンの電源を落として席を立った。

「あら、ずいぶん急いでるのね」

　隣となりの席の同どう僚りようが、老眼鏡をずらしながら顔を上げる。

「ええ、ちょっと用事があるので」

　玲の言葉に、彼女はにやりと笑った。

「デートね」

　にっこりと微笑ほほえみ、「だといいんですけど」とはぐらかす。

（ほんとにそうだったら、どんなによかったか……）

　廊ろう下かを歩きながら、玲はため息をついた。

　先々週までは、夜の掃除の仕事が楽しみで仕方がなかった。今夜はクリフォードに会えるだろうか、言葉をかわせるだろうかと期待で胸がいっぱいだった。

　同居してからは、社長室での逢おう瀬せがいっそう楽しみになった。

『夕食を食べ損そこねたんだ。帰りにダイナーに寄っていいかな』

『ええ、構いません』

　残業中のクリフォードと密ひそかにプライベートな会話をかわしたり、帰りのマイクロバスの後ろに濃のう紺こんのベンツがついてくることに気づいたり、まるで秘密の恋こい人びと同士のようなシチュエーションに胸が高鳴った。

　しかし、妄もう想そうの世界はいつしか終わりを迎むかえる。

　ゆうべの失態がよみがえり、玲はかあっと頰ほおを染めた。

（ほんとにもう、消えてしまいたい……）

　大好きな人に、粗そ相そうのような射精を見られてしまった。しかも下着やズボンを汚してしまうなんて、みっともないことこの上ない。

　寝ねぼけて誰かと間ま違ちがえたのであろうクリフォードは、玲の反応にさぞかし驚いたことだろう。

　気持ち悪いと思われてしまっただろうか。あるいは、思春期の子供じゃあるまいし、と呆あきれられてしまっただろうか。

　真しん摯しに謝ってくれたし、玲の希望通り、何もなかったように振ふる舞まおうとしてくれていることはありがたい。

　けれど、記き憶おくは消去できない。クリフォードの頭にあの一件が刻み込まれていると思うと居たたまれなかった。

（もしゆうべのことがなくても、そろそろ僕はアパートに帰るべきだったんだ）

　大家からは、窓の修理が終わったと連れん絡らくが来ている。

　クリフォードは侵しん入にゆう者が捕つかまるまで帰らせないと言うが、捕まるのを待っていたら何年も経ってしまいそうだ。

　今夜荷物をまとめて、明日の朝クリフォードに別れを告げよう。同居を解消し、本来の社長と清せい掃そう業者という関係に戻もどるのだ。

　ロッカールームでバッグを開けると、スマホに着信が入っていた。

（イリーナ？　電話かけてくるなんて珍めずらしいな）

　ミゲルが見つかったのだろうか。折り返し電話すると、イリーナはすぐに応答した。

『玲？　ちょっと訊ききたいことがあるんだけど』

　なぜかイリーナは、声を潜めるように早口でまくし立ててきた。

「なんでしょう？」

『クライアントからの苦情は上に報告しなきゃならないの。だけど、報告する前にあなたの言い分を訊いておこうと思って』

　苦情という言葉にどきりとする。そういえばここのところ、浮うかれて上の空だったかもしれない。きちんとやっていたつもりだが、どこか掃そう除じし忘れたのだろうか。

『今日、〈イングラム・テック〉の社長から電話があって、あなたを担当から外してくれと言うのよ。社長室だけじゃなく、会社の担当もね。理由を訊いたら、仕事はよくやってくれていて不満はない、だけど最近大変な目に遭あってショックを受けてるだろうから……って言うの。いったいどういうこと？』

　視界がぐらりと傾かたむいた気がした。ロッカーの扉とびらにもたれ、床ゆかを見つめる。

（クリフォードが、僕を担当から外すように要よう請せいした……）

　プライベートはもちろん、会社で顔を合わせることすら我が慢まんできないということか。クリフォードが自分を遠ざけたがっていると知って、玲の心は張り裂さけそうだった。

『社長は玲に非はない、仕事はよくやってくれて感謝してるって言うんだけど、だったらなんで？　大変な目に遭ったって、空き巣のことでしょう？　仕事中に空き巣のこと考えてぼんやりしてたとか？』

「…………そうかもしれません」

　なんとか玲は声を絞しぼり出した。

　クリフォードが自分を遠ざけたい理由はひとつだが、他人にはとても言えない。

『ふうん……私にはそうは見えなかったけどね。なんかよくわからないクレームだわ』

　イリーナが、納なつ得とくできない様子でぶつぶつ呟つぶやく。

『そんなわけで、今日は出勤しなくていいから。クライアントから苦情を受けたってことで、あなたには研修を受けてもらうことになる。仕事を続けられるかどうかは、研修の結果次し第だいってことで』

「わかりました。ご面めん倒どうおかけしてすみません」

　通話を切って、玲はずるずるとその場にしゃがみ込んだ。

　大好きな人に、ここまで疎うとましく思われていたなんて。ぽろっと涙なみだがこぼれてしまい、慌あわてて手の甲こうで拭ぬぐう。

（もう仕事でも会えないんだ……）

　もしかしたら、例の一件でクリフォードは玲の恋心に気づいてしまったのかもしれない。

　自分に想おもいを寄せる男と一いつ緒しよにいたら、面倒なことになるとでも思ったのだろう。

（ほんとその通りだ。一刻も早く、クリフォードの前から姿を消したほうがいい）

　今からイングラム邸ていへ行って、荷物をまとめよう。緊きん急きゆう用の合あい鍵かぎの場所は教えてもらっているし、クリフォードは今夜も残業だろうから顔を合わせなくて済む。

　壁かべに手をついて立ち上がり、玲は大きく息をついた。







「そこです、その青い建物」

　タクシーの運転手に告げて、玲は懐なつかしいアパートを見上げた。

　離はなれていたのはほんの十日ばかりだが、ずいぶん長い間留守にしていたような気がする。

　運転手に料金とチップを渡わたしてドアを開ける。古ぼけたボストンバッグとデイパックを手に、玲はアパートのエントランスへ向かった。

「夢の時間は終わり。現実に戻ってきましたー」

　独りごちながら、郵便受けを覗のぞく。ちょっと家を空けただけなのに、郵便受けはチラシやダイレクトメールでいっぱいになっていた。

　一段一段階段を踏ふみしめて五階にたどり着き、ポケットから鍵を取り出す。

　先週大家のところに寄って受け取った、新しい鍵だ。ピッキングされにくい最新型だと言っていたが、見たところこれまでのものと変わりはないように見える。

（自分でも防犯対策したほうがいいな）

　アパートの住人の中には、自前で南なん京きん錠じようを取り付けている者もいる。週末にホームセンターに見に行ってみようと考えながら、玲は部屋のドアを開けた。

　真っ暗な部屋に、外灯の明かりが差し込んでいる。

　安アパートの狭せまい部屋。イングラム邸の素す敵てきな部屋とは大違いだが、ここが自分の居場所なのだ──。

　後ろ手にドアを閉め、玲はしっかりと鍵をかけた。

　明かりをつけて床に荷物を下ろし、空気を入れ換かえようと窓へ向かう。

「……？」

　ふと、空気が動いた気がして、玲はびくっとして後ろを振り返った。

　──誰だれもいない。

　詰つめていた息を、ほっと吐はき出す。

　あんなことがあったから、神経が過か敏びんになっているのだろう。

　そう考えたが、侵入者と鉢はち合あわせしたときの恐きよう怖ふがじわじわよみがえり、背筋がぶるりと震ふるえる。

（大学に戻ったら、また寮りように入れるといいな……）

　寮も決して居い心ごこ地ちのいい場所ではなかったが、少なくともここよりは安全だろう。

　半開きになっている寝しん室しつのドアを押して、玲は修理の終わった窓に歩み寄った。

「──!?」

　再び、背後で空気が動いた。

　今度は振り返るよりも先に、棒の先せん端たんのようなものが背中に押し当てられる。

「……騒さわぐな」

　しゃがれた男の声が、耳元で囁ささやきかけてきた。

　背骨に押しつけられた何かが銃じゆう口こうだと気づき、瞬しゆん時じに恐怖で凍こおりつく。

「ＵＳＢメモリはどこだ」

　押し殺した声で、男が問いかけてきた。

（ＵＳＢメモリ!?）

　なんのことだかさっぱりわからなかった。玲がノートパソコンのバックアップ用に使っているＵＳＢメモリのことだろうか。

　しかし休学中の学生のレポートや参考文ぶん献けんのリストが入ったＵＳＢメモリなど、わざわざ銃をつきつけてまで欲しがるとは思えない。

「言え！　おまえがドネリーから預かってるんだろう！」

　銃口で小こ突づかれ、玲は口から心臓が飛び出しそうになった。

「しし、知りません！」

「噓うそつくな！　ドネリーのオフィスから、おまえが回収したんだろうが！」

　玲の受け答えに、男が苛いら立だったように声を荒あららげる。

　怒おこらせたくはないが、本当にわからないのだから仕方ない。

「ちょっと待ってください、ドネリーって誰ですか……っ」

「営業部長のゴミ箱から回収しただろう！」

　──営業部長？

　玲の脳のう裏りに、〈イングラム・テック〉の営業部長のオフィスが浮かび上がる。

　そういえば、ドアのプレートにマーカス・ドネリーと書いてあったような……。

（ゴミ箱？　回収？）

　混乱した頭の片かた隅すみに、枯かれかけたサボテンの鉢はちがちらりとよぎった──。





◇◇◇






　久々に定時で退社して自宅に戻もどったクリフォードは、車のエンジンを止めてスマホの画面に目をやった。

　玲からの着信はまだない。

　今夜は掃そう除じのアルバイトは入っていないはずだ。他ほかならぬ自分が清掃会社に電話し、担当から外してくれと言ったので間ま違ちがいない。

（それとも、別の場所に派は遣けんされてるのか？）

　昼間のデータ入力の仕事は、たしか十六時までだ。いつもならその足で清掃会社のオフィスに行っているはずだが、電話をしても通じなかった。

　迎むかえに行くから電話してくれ、とメールを打つ。

　車から降りて、クリフォードは自宅の玄げん関かんに向かった。

「ただいま。玲？」

　もしかしたらバスを乗り継ついで先に帰宅しているのかもしれない。そう思って名前を呼ぶが、返事はなかった。

（どこに行ったんだ？）

　なんとなく胸むな騒さわぎがして、クリフォードは鞄かばんを投げ出して二階に駆かけ上がった。

　玲の部屋をノックするが、やはり返事はない。

「開けるぞ」

　断ってから、クリフォードはそっとノブをまわした。

　明かりをつけて、しんと静まり返った部屋を見まわす。

（荷物がない？）

　デスクの上に置かれていた玲のノートパソコンや本がない。もともとあまり荷物を持ってきていなかったが、部屋の中には玲がいたときの気配があとかたもなく消えていた。

　きっちりベッドメイクされたベッドの枕まくらに、メモ用紙が一枚置かれていることに気づく。

　嫌いやな予感がして、クリフォードは大おお股またでベッドに近づきメモ用紙を摑つかんだ。

『大変お世話になり、どうもありがとうございました。窓と鍵の修理が終わったのでアパートに戻ります。挨あい拶さつもなく出て行ってすみません』

　几き帳ちよう面めんな文字を穴の開くほど見つめ、クリフォードは呻うめいた。

（もしかして、掃除の担当を外してくれといったのを悪い意味に取ったんだろうか）

　今いま更さらながら、自分の行動が玲に誤解を与あたえてしまったかもしれない可能性に思い当たる。

　クリフォードとしては、まずは社長と掃除のアルバイトという上下関係を完全に解消し、対等な立場になってから交際を申し込むつもりだったのだが……。

（俺が玲を避さけようとしていると思ったのかも）

　だとしたら、一刻も早く誤解を解かなくてはならない。

　急いで踵きびすを返し、クリフォードは再び車に飛び乗った。イグニションキーをまわし、玲のアパートを目指してひた走る。

　三十分後、アパートのそばに車を停とめたクリフォードは、もう一度玲に電話をかけてみた。

　相変わらず通じない。もしかして自分と話したくなくて、敢あえて電源を切っているのだろうか。

（玲……）

　車を降りて、クリフォードは建物の東側へまわった。

　五階の玲の部屋を見上げる。非常階段がついているから、あれが修理したという寝室の窓だろう。カーテンは閉まっているが、中から明かりが漏もれているのが見える。

　白っぽいカーテンに人ひと影かげがゆらめくのが映り、クリフォードはどきりとした。

　あそこに玲がいる。早く会いに行って、誤解を解かなくてはならない。

　そして、きみが好きだと抱だき締しめるのだ──。

（え……？）

　カーテンにゆらめく人影がふたり分に増えたような気がして、クリフォードは目を眇すがめた。

　影はぴったり重なり、ほとんど動かなかった。

　友達でも来ているのだろうか。それにしては、身を寄せ合うようにして微び動どうだにしないなんて、どうも様子がおかしい。

「……っ！」

　違う、あれは友達なんかじゃない。

　まだ捕つかまっていない侵しん入にゆう者が、再び押し入ってきたのだ──。

　雷かみなりに打たれたように、クリフォードは走り出した。猛もう然ぜんとアパートの階段を駆け上がり、玲の部屋のドアを叩たたく。

「玲！　玲！」

　中から、どすんどすんと大きな物音が響ひびいてきた。

　全身に冷や汗あせが噴ふき出し、頭の回線がショートする。

「玲！」

　渾こん身しんの力で、クリフォードはドアに蹴けりを入れた。古びたドアがみしっと音を立て、三回目のキックで蝶ちよう番つがいが外れてばたんと倒たおれる。

「玲！　どこだ！」

　叫さけぶと、奥の寝室からくぐもった声が聞こえてきた。

　開け放たれた寝室に足を踏ふみ入れたとたん、何者かが突とつ然ぜん殴なぐりかかってくる。

　反射的に、クリフォードは体を沈しずめて暴漢の足にタックルした。暴漢が仰あお向むけに倒れたところへ、馬乗りになって喉のど輪わ攻ぜめを食くらわせる。

　レスリングをやっていたのは中学と高校の四年ほどだが、身についた技わざは衰おとろえていなかった。

　スキーマスクを被かぶった暴漢が呻き声を上げ、抵てい抗こうが弱まったところですかさず裏返しにして両りよう腕うでを捻ひねり上げる。

「玲！」

　暴漢を押さえつけながら、クリフォードは叫んだ。

「……こ、ここですっ！」

　床ゆかに転がされた玲は、手足を粘ねん着ちやくテープで拘こう束そくされていた。恐きよう怖ふに目を見開き、体が小刻みに震ふるえている。

「この野や郎ろう……！」

　玲をこんなひどい目に遭あわせた暴漢に、改めて怒いかりがこみ上げる。我を忘れ、クリフォードは男の腕を容よう赦しやなく捻って肩かたを外した。

「うわあああ！」

　そばにあった電気コードを引き抜ぬき、男の両腕をがっちりと縛しばり上げる。

　急いで玲に駆け寄り、クリフォードはその細い体をしっかりと抱き締めた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　怪け我がは？」

「な、ないと思います」

「まさか殴なぐられたりしていないだろうな」

　顎あごを摑んで上向かせ、どこにも痣あざがないか確かめる。

　涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみが、ぱちぱちと眩まぶしそうに瞬まばたきをくり返した。

「いえあの、後ろから銃じゆうを突つきつけられて、とっさに肘ひじ鉄てつを……っ」

「銃!?」

　暴漢が銃を持っていたと聞いて、クリフォードは全身から血の気がひいていくのを感じた。

　あと少し到とう着ちやくが遅おそかったらどうなっていたのか、考えただけで恐おそろしい。

「ベッドの下です……っ」

　慌あわててベッドの下を覗のぞくと、十五センチほどの長さの鉄パイプが転がっていた。肘鉄を食くらって、暴漢が取り落としたのだろう。

「玲、こいつが持ってたのは銃じゃない。背中に押しつけられたら銃だと思ってしまうが、鉄パイプの切れ端はしだ」

　拾って玲に見えるように掲かかげると、玲の喉のどから気の抜けたような声が漏れた。

　銃を持っていなかったということは、この暴漢はそれほど荒あらくれ者ではないようだ。人の留守中にこっそり忍しのび込んで盗ぬすみを働く空き巣稼か業ぎようで、今回と前回はたまたま玲と鉢はち合あわせてしまったのだろう。

（まさか、こんな華きや奢しやで可か愛わいい男の子に反はん撃げきされるとは思っていなかったんだろうな）

　そういえば自分も玲から不意打ちの肘鉄を食らった。思い出して、思わずくくっと笑いがこみ上げてくる。

　玲の怪け訝げんそうな顔に、クリフォードは慌てて表情を引き締めた。

「いや、悪い。きみの肘鉄は、なかなか威い力りよくがあったなと思い出して」

　玲の頰ほおが、みるみるうちに赤くなっていく。

　今すぐ抱き締めてキスしたいが、床に転がった暴漢が大おお袈げ裟さに呻いているのでそうもいかない。

「すまん、まずは警察に通報だ」

　スマホを取り出し、９１１に通報する。手短に用件を伝えると、クリフォードは玲をベッドに座らせて手足に巻かれた粘着テープを丁てい寧ねいに剝はがした。

「ありがとうございます……」

　自由になった両手首をさすりながら、玲が伏ふし目がちに囁ささやく。

　まだ動どう揺ようが治まらないのだろう。表情が強こわばり、唇くちびるがかすかに震えている。

「礼を言うのはまだ早いぞ。修理したばかりのドアをぶち壊こわしたからな」

　おどけた口調で言うと、震えていた唇にようやく小さな笑えみが浮うかんだ。

「構いません。本当に助かりました。けど……あなたはどうしてここへ？」

　玲の隣となりに腰こしかけて、クリフォードは向き直った。

「きみの置き手紙を読んで、連れ戻もどしに来たんだ」

　不思議そうに瞬きをくり返したあと、玲がおずおずと口を開く。

「……あんなことがあって、ご迷めい惑わくになっているのかと……」

「まさか！　ああいや、すまない。ちゃんと順を追って説明するべきだったな。俺が清せい掃そう会社に電話してきみを外すように頼たのんだって話は聞いた？」

　こくりと玲が頷うなずく。

　不安げな表情から、やはり玲は悪いほうに誤解していたのだということが伝わってきた。

「……ゆうべ気がついたんだ。もうこの気持ちに歯止めはかけられない。きみを俺のものにしたいと。けど、今交際を迫せまったら、会社での立場上きみは断りづらい。俺も、自分の地位を利用しているみたいで嫌いやだった。だからまずは上司と部下というか、仕事上の上下関係をなくしてから交際を申し込もうと思ったんだ」

　玲をじっと見つめながら、心のうちを吐と露ろする。

　いつになくたどたどしい口調になってしまったが、ちゃんと伝わっただろうか。

「それで、今ここで改めて訊きくんだが、俺とつき合ってくれないか？」

「…………」

　玲の唇が何か言いかけるように開くが、しばらく待っても言葉は出てこなかった。

　もどかしくなって、クリフォードは唇に直接尋たずねることにした。

「ん……っ」

　やわらかな唇に、己おのれの唇を重ね合わせる。

　玲が抵抗しなかったので、クリフォードはやや性急に舌を割り込ませた。

「ん……んう……っ」

　舌を絡からめようとすると、玲がおずおずと抵抗を始めた。

　この抵抗は嫌がっているせいか、それとも恥はずかしがっているだけか。もう少し見み極きわめてから判断しようと、口こう腔こう内で熱い舌を追いかけまわす。

「ん……っ」

　玲が漏もらした吐と息いきが、次し第だいになまめかしくなってくる。

　ゆうべのキスにはなかった響きに、クリフォードは背筋がぞくぞくするのを感じた。

「あ……っ」

　息苦しさに顔を背そむけた玲が、密ひそやかな喘あえぎ声を漏らす。

　もっと深い口づけを味わいたくて、クリフォードは執しつ拗ように唇を追って貪むさぼった。

　まだ返事を聞いていないが、玲の唇ははっきりイエスと言っている。

（イエスだよな？　頼む、そうであってくれ……！）

　確かめたいが、キスも続けたい。

　キスだけでなく愛あい撫ぶも、その先も……。

　しかしパトカーのサイレンが近づいてきて、キスは中断せざるをえなかった。
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　手て錠じようをかけられ、警官に連行されていく男の後ろ姿を見送り、玲はほっと胸を撫なで下ろした。

　クリフォードが見事な腕うで前まえで倒たおし、電気コードで縛り上げていたのだが、男が同じ部屋にいるというだけで堪たえ難がたかったのだ。

『暴漢に肘鉄を食らわせたですって？　銃じゃなかったからよかったけど、あなた結構無む茶ちやするわね』

　最初に到着した女性警察官が、玲の説明を聞いて呆あきれたようにそう言った。

『ええ、自分でもそう思います……』

　銃口らしきものを突きつけられ、恐怖心の針が振ふれてしまったのかもしれない。

「大丈夫？」

　クリフォードに肩を抱だき寄せられ、玲はこくりと頷いた。

　一いつ拍ぱくおいて、かあっと頰が熱くなる。

（うわ、どうしよう、噓うそみたい……）

　つい先ほど、クリフォードに交際を申し込まれてしまった。

　返事をする間もなくキスされ、心も体もとろとろにとろけてしまった。

（パトカーのサイレンにびっくりして引っ込んじゃったけど、またちょっと漏らしちゃったし……）

　先走りが漏れていたのは確実だ。多分、下着も少し濡ぬれている。

　感じやすい体が恥ずかしくて、玲はもじもじと内うち股またを擦すり寄せた。

『警察が来る前に返事だけ訊かせて。俺の恋こい人びとになってくれる？』

　クリフォードに囁かれ、玲は慌てて『はい』とだけ答えた。もう少しロマンティックに答えたかったのだが、恋れん愛あい初心者なのであれが精せい一いつ杯ぱいだった。

（クリフォードの恋人？　僕が？）

　まだ信じられない気持ちで、ちらりと隣に立つクリフォードを見上げる。

「……っ」

　榛はしばみ色いろの瞳ひとみが自分をじっと見下ろしていたことに気づいて、玲はうろたえて視線を泳がせた。

「もう一度、詳くわしいお話をお訊きしたいのですが」

「は、はいっ」

　あとからやってきた私服の刑けい事じに手招きされて、玲はダイニングテーブルの椅子いすを引いた。

　前回と同じように、クリフォードがキッチンからスツールを持ってきて玲の隣に掛かける。

　前回と違ちがうのは、やってきた警察官に玲との関係を訊かれたクリフォードが、「恋人です」と答えたことだ──。

（ああもう、こんなに挙動不ふ審しんじゃ警察の人に変に思われちゃう……っ）

　クリフォードはじっとこちらを見ているし、落ち着かないことこの上ない。

　けれど胸は高鳴りっぱなしで、顔がにやけないようにするのが大変だった。

「銃を突きつけられた経けい緯いは先ほど伺うかがいましたが、そのＵＳＢメモリというのはなんだったんですか」

「はい、あの、僕も最初はなんのことかわからなかったんです。おまえがドネリーから預かってるんだろうと言われて、そのドネリーというのが〈イングラム・テック〉の営業部長だとわかって、ゴミ箱から回収しただろうと言われてようやく鉢はち植うえのことを思い出して……」

　犯人とのやりとりを、とつとつと語る。

『ＵＳＢメモリは知りません、僕がゴミ箱から回収したのはサボテンの鉢植えだけです』

　そう言うと、男は『どこにあるんだ！』と叫さけんだ。

『ボストンバッグの中です』

　男は、後ろから銃口を突つきつけたまま玲を歩かせた。

　震ふるえる手でタオルにくるんだ鉢植えを取り出すと、男が背後から手を伸のばして奪うばい取り、床ゆかに落として叩たたき割った。

　鉢植えの土の中から、たしかにビニール袋ぶくろにくるまれたＵＳＢメモリが出てきた。まさかそんなものが入っていたとは知らず、玲は驚おどろいて目を瞠みはるばかりだった。

「それで……ＵＳＢメモリを拾おうと、男がかがみ込んだんです。逃にげるチャンスだと思って、思い切り肘ひじ鉄てつを食くらわせました」

　男が痛みに呻うめき、玲が銃だと思っていた鉄パイプがベッドの下に転がり込んだ。もつれる足で玄げん関かんへ走ったが、男は玲が肘鉄を食らわせた脇わき腹ばらを押さえながら追いかけてきた。

　今思えば、本物の銃じゆうなら必死で探して回収したはずだ。しかし男はそうせず、手近にあった粘ねん着ちやくテープで玲をぐるぐる巻きにして床に転がした。

『いいか、通報するなよ。まあ通報したくても二、三日は身動きできないだろうがな。殺されないだけましだと思え』

　そう言って、男は悠ゆう々ゆうと玄関から出て行こうとした。

「そこに、クリフォードが駆かけつけてくれたんです。男は驚いたようで、また寝しん室しつに戻もどってきました。口を塞ふさがれ、騒さわぐなと言われましたが、思い切り足で床を踏ふみ鳴らしました」

　クリフォードが、よくやったというように優やさしく肩かたを撫でてくれた。

　気恥ずかしくてまだ慣れないが、いかにも恋人らしい仕草が嬉うれしい。

「あとはさっき伺った通りですね。ではイングラムさんのほうにお聞きします。数ヶ月前から情報漏ろう洩えいの内部調査をしてますね」

「はい。社内で調査し、証しよう拠こが見つかった先週月曜日、警察にもお話ししてあります」

　初めて聞く情報だ。目をぱちくりさせてクリフォードを見上げる。

「実はいろいろあったんだ。あとでゆっくり話すよ」

　そう言って、クリフォードは軽く肩をすくめた。

「結論から言うと、あなたの疑いは的中してました。マーカス・ドネリーは社内の極ごく秘ひ情報を盗ぬすみ出して売っていたんです。最初は顧こ客きやく情報でしたが、次第に高値で売れる新製品の情報へ……先ほど押収したＵＳＢメモリには、新製品の設計図が含ふくまれていました」

　新聞やニュースでしか目にしたことがないようなきな臭くさい話に、玲はごくりと唾つばを飲み込んだ。会社経営者の苦労の一いつ端たんが見えて、改めて大変な仕事だと実感する。

「盗んだのはわかったんですが、誰だれに売っているのか、どうやって売買しているのか最後までわかりませんでした。社内メールに証拠はなく、記録媒ばい体たいを社外に持ち出した形けい跡せきもない」

　クリフォードが腕を組むと、刑事がほんの少し得意げな表情になった。

「そこは我々がつきとめました。ドネリーは数年前からダウンタウンの違い法ほうカジノの店に出入りしているんです。カジノの経営者の副業が、強請ゆすり、恐きよう喝かつ、情報の売買。自分の店で客に多額の借金を作らせて、勤務先や取引先の情報を盗んでくるよう指示していたんです」

　カジノと聞いて、玲はふとミゲルのことを思い出した。ジーナからは何も連れん絡らくがないが、その後彼は見つかったのだろうか。

「ところが御おん社しやは情報の取り扱あつかいに大変厳しい。社内メールはすべてチェックされますし、記録媒体は持ち出し禁止で検査もある。そこで、情報持ち出しの協力者を仕立てたのです」

　刑事がファイルを開き、逮たい捕ほ写真を見せる。

　その顔を見て、玲はあっと声を上げた。

「ミゲル・リヴェラ。マツバさんは同どう僚りようだからご存じですよね」

「退院以来、行方ゆくえ不明だって聞いてました……」

「先日、例の違法カジノ店で逮捕しました。彼もカジノの常連でした。そして多額の借金があった。カジノ経営者の指示で清せい掃そう会社に就職し、情報を回収する作業を命じられていたんです」

「え、ちょっと待ってください、ミゲルが？　あのミゲルが、情報持ち出しに加担してたんですか？」

　驚きのあまり、声が上擦ってしまう。

「そうです。ゴミ箱が受け渡わたしの場所だった。清掃業者は各部屋のゴミを回収し、集積所に持って行く。その際リヴェラは、あらかじめ決められたゴミの中から──ドネリーはいつも植うえ木き鉢ばちの中に隠かくしていたようですが──ＵＳＢメモリを抜ぬき取って持ち出す。社員と違って、清掃業者の持ち物検査はさほど厳密ではないですからね」

　あの日ミゲルは遅ち刻こくしてきて、ドネリーのオフィスのゴミだけ集積所に持って行ってくれた。

　つまり、そういうことだったのだ。

「まさかあなたが、枯かれかけたサボテンを可か哀わい想そうに思って持ち帰ったとは思わなかったんでしょうね。ゴミ箱の中に鉢植えがなかったから、その日は受け渡しなしだと思った。ところがドネリーは、その日確かにこれまででいちばん価値のある極秘情報を入れておいたと主張する。カジノ経営者からは、どちらも噓をついているように見えたんでしょう。自分を裏切って、別の誰かに情報を売ろうとしている、とね。リヴェラが殴なぐられたのも、ドネリーがひき逃げにあったのも、カジノ経営者が差し向けた用心棒の仕し業わざでした。痛い目に遭あわせて、本当のことをしゃべれと脅おどしたんです」

「…………」

　自分がサボテンを持ち帰ってしまったばかりに、ミゲルも営業部長も大変な目に遭ってしまった。悪事に加担していたとはいえ、自分が余計なことをしなければ彼らも怪け我がをしなかったのに……と申し訳ない気持ちがこみ上げてくる。

「きみのせいじゃない。悪いのは、ミゲルを脅して利用していたカジノ経営者だ」

　クリフォードが、玲の心を読んだように慰なぐさめてくれる。

「我々としてもマツバさんには感謝してますよ。あのサボテンがきっかけで、事件の解明が進んだ」

「あの……ミゲルは今どうしてるんですか？」

　玲の質問に、刑事は少しためらってから口を開いた。

「留置所にいます。初犯ですし、実じつ刑けいは免まぬかれるでしょう。ただし、ギャンブル依い存そん症しようのリハビリを義務づけられると思いますが」

　それを聞いて、玲は安あん堵どした。本人のためにも、ギャンブル依存症の治ち療りようを受けたほうがいい。

「イングラムさん、このＵＳＢメモリは証拠品として預からねばなりません。内容の秘密保持については我々も極力努力しますが……」

「ああ、先ほど中身を見ましたが、これは重要な情報ではありませんから大だい丈じよう夫ぶです」

　クリフォードがスツールに掛かけ直し、刑けい事じのほうへ向き直る。

「営業部長のドネリーは、開発部署の極秘情報にはタッチできないんです。これは数年前に失敗したプロジェクトの資料です。もちろん失敗作にも独自の技術情報が含まれますが、ドネリーは巧こう妙みように書き換かえてますね」

「というと？」

「いかにも本物らしく、偽にせ情報を作ってるんです。それが会社を守るためだったのか、自分を守るためだったのかはわかりませんが」

「……なるほど。流出しても害のない情報だったんですね」

「内容はどうであれ、〈イングラム・テック〉から情報が流出という見出しだけでかなりのダメージですけどね」

　刑事が頷うなずき、ファイルを閉じて立ち上がる。

「ご協力、どうもありがとうございました。捜そう査さはまだ続きますので、また会社のほうへお邪じや魔まするかと思います」

「ええ、どうぞよろしく」

　クリフォードが、刑事と握あく手しゆをかわす。刑事が玲にも右手を差し出したので、玲も握手に応じた。

　帰り際ぎわに、刑事が思い出したように振ふり返る。

「気を悪くしないでほしいんですが、サボテンを持ち出した件であなたのことも調べさせていただきました。警備員の証言で、すぐに疑いは晴れましたけどね」

「ああ……ええ、はい」

　面めん食くらって、玲は間の抜けた返事をしてしまった。

　自分も捜査対象だったと知って、今いま更さらながら青くなる。

「うちの捜査チームの女性が、あなたのことをサボテンちゃんと呼んでましたよ」

　刑事の軽口に、クリフォードがむっとしたように顔をしかめる。

　倒たおれたドアをまたいで刑事や警察官が帰っていくと、待ち構えていたようにクリフォードに抱だき寄せられた。

「やっとふたりきりになれたな、サボテンちゃん」

「その呼び方はやめてください……」

　クリフォードの胸にもたれて、玲はため息をついた。

　まだ少し気き恥はずかしいが、こうして抱き締しめられると気持ちいい。

「じゃあなんて呼べばいい？」

「普ふ通つうに今まで通りでいいです」

「ま、そのうちサボテンちゃんを超こえるいい呼び方が見つかるだろう。さて、それじゃあ家に帰るか」

　額に軽くキスされて、玲はうろたえた。

　今夜は恋こい人びと同士になってから初めての夜だということに気づき、落ち着かない気分で視線をさまよわせる。

「……あなたの家に？」

「当然だ。ドアのない部屋にきみを残していけるわけないだろう」

「えっと……それはそうなんですけど……」

　しどろもどろに言うと、クリフォードがくすりと笑った。

「心配しなくても、いきなり迫せまったりしないから大丈夫だ。きみが嫌いやがることはしないと約束する」

　軽く唇くちびるを重ねられ、玲はくすぐったさに首をすくめた。







　シャワーを浴びてバスルームを出ると、時刻は午前零れい時じになろうとしていた。

　いろいろあって疲つかれたはずなのに、妙みように目が冴さえている。

（気が高ぶってるんだろうな……）

　髪かみをかき上げて、玲は寝しん室しつをぐるりと見まわした。

　目の前で暴漢が逮たい捕ほされたり、一連の事件の解決に立ち会ったり、これほどめまぐるしい一日は初めてだ。

　そしてなんといっても、最大の出来事は人生初の恋人ができたことだろう。

（クリフォード……）

　名前を思い浮うかべただけで、胸がうずうずと疼うずいてしまう。

　照れくさくて嬉うれしくて、なんだかじっとしていられない気分だった。部屋をぐるぐる三周し、うつぶせにベッドに倒れて枕まくらに顔を埋うずめる。

（どうしよう、嬉しい……。嬉しいんだけど……）

　恋人同士になるということは、キスやハグが日常的になるということだ。

　キスも挨あい拶さつ程度の軽いものではなく、舌を絡からめる濃のう厚こうな……そう、昨日の夜のようなエロティックなキスも求められるようになる。

（……またああいうの、するんだ……）

　恥ずかしい記き憶おくがよみがえり、玲は手足をじたばたさせた。

　玲の動きに合わせて、ベッドカバーに押しつけられたペニスが下着に擦こすれてしまう。

「……っ」

　自じ慰いの方法に、うつぶせに寝ねそべって床ゆかやベッドに股こ間かんを擦りつけるやり方がある。最近はしていないが、十代前半の頃ころ玲はよくこの方法で射精していた。

（あの頃は、こんなふうに憧あこがれの人と擦り合うのを想像してたっけ……）

　奥手だった玲は、高校生になるまでアナルセックスの知識を持っていなかった。互たがいの性器を擦り合わせるのがゲイのセックスだと思っていて、シーツに擦りつけたり、股またに挟はさんだ枕に擦りつけたりして妄もう想そうに耽ふけっていた。

　たいてい下着をつけたままで、よくパンツを汚よごしていたことを思い出す。

（あれは、シーツや枕を汚よごさないようにするために……）

　吐と息いきを漏もらして、玲はもぞもぞとシーツと自分の体の間に手を入れた。ボクサーブリーフの上から、兆きざし始めたペニスをそっと揉もみしだく。

（だめだ……濡ぬれちゃう……）

　このパンツは、買い置きしてあった貴重な新品のうちの一枚だ。他のパンツは穿はき古してよれよれしているので、とてもクリフォードには見せられない。

　恋人同士になったからといって即そくセックスするわけではないだろうが、見られても恥ずかしくないよう、早急に何枚か買い足しておいたほうがよさそうだ。

「あ……っ」

　クリフォードを思い浮かべたとたん、体の中心に電流が走る。

　いけないと思いつつ、玲はクリフォードの逞たくましい体に己おのれの体を擦りつけるところを想像した。

　がっちりした肩かたに手をまわし、厚い胸むな板いたに頰ほおを寄せる。ズボンの中央は、平常時でもどっしりとした質感をたたえていて……ときおり盗ぬすみ見ていた牡おすの象しよう徴ちようの膨ふくらみが脳のう裏りに浮かび、淫みだらな吐息が漏れ出てしまう。

（クリフォードのあそこに、僕のものを……）

　着衣のまま股間を擦り合わせるところを想像し、玲は快感とうしろめたさに喘あえいだ。

　社長室で、ワイシャツの袖そでを捲まくり上げたクリフォードと、ユニフォームのつなぎの前をはだけた自分。あるいはイングラム邸ていのファミリールームで、Ｔシャツにジーンズのクリフォードと、今着ている部屋着兼けんパジャマのＴシャツとハーフパンツの自分。

（もう……ひとりで何を想像してるんだ）

　──イングラム邸に帰宅した玲は、さっそく恋人らしい何かが起きるのかとどきどきしていた。クリフォードはああ言っていたが、恋人同士になったことだし、何かしら性的な接せつ触しよくがあるのだろう、と。

　しかし玄げん関かんで軽く抱ほう擁ようし、挨拶のようなキスをしただけで、クリフォードはすぐに体を離はなしてしまった。

『今日は疲れてるだろう。積もる話は明日にして、今夜はゆっくりおやすみ』

　まだ心の準備ができていなかったので、正直なところ玲はほっとした。

　しかし部屋に戻もどってシャワーを浴びているうちにだんだんうずうずしてきて、こうして淫らな妄想をしながら自慰に耽ろうとしている。

（エッチなことをしなくても、もうちょっとクリフォードと一いつ緒しよにいたかったんだけど……）

　ただ並んでソファに掛かけるだけでもいい。

　クリフォードにもたれかかって、あの大きな手で髪を撫なでられるのも気持ちよさそうだ──。

「……あ……っ」

　先走りが漏れた感覚に、玲は慌あわてて仰あお向むけに寝返りを打った。

　ハーフパンツの中に手を入れて、ボクサーブリーフの上からペニスを握にぎる。

（ひとりでこんなエッチなことしてるなんて、クリフォードに知られたら……っ）

　クリフォードに恥ずかしい粗そ相そうを見られたときの感情がよみがえる。

　あのときは消え入りたいと思ったのに、今の自分は破は廉れん恥ちな願望ではち切れそうだった。

　クリフォードに、恥ずかしい行こう為いを見られたい。

　感じて濡れていることを……下着が先走りで濡れていることを、知ってほしい。

「あ……クリフォード……っ」

　思わず声が漏れてしまった瞬しゆん間かん、ふいにドアをノックする音が響ひびいた。

　続いて、「玲、もう寝たか？」というクリフォードの低い声。

（ええ!?　な、なんで!?）

　全身に冷水を浴びたように、急速に熱が引いていく。

　急いでベッドから起き上がり、玲は自分の下半身を見下ろした。

　まだ先走りだけで、水色のハーフパンツは濡れていない。ボクサーブリーフには小さな染しみができているが、布地が白なのでさほど目立たないだろう。

（いや別に、クリフォードはエッチなことをしにきたわけじゃないし！）

　要は下着を見せなければいいだけの話だ。

　呼吸を整えてから、「起きてます」と返事をする。

　ゆっくりとドアが開いて、クリフォードが顔を覗のぞかせた。

「ちょっといいかな」

「ええ、もちろん」

　どきどきしながら、玲はベッドの上に正座した。Ｔシャツのサイズが大きめなので、これなら股間の膨らみが目立たない。

　クリフォードもシャワーを浴びたらしく、髪が少し濡れていた。

　間ま違ちがえて買ったのか、それとも乾かん燥そう機きで縮んでしまったのか、身につけているＴシャツもスウェットパンツも立派な体格には少々小さめだった。上半身や大だい腿たい部ぶの筋肉、股間のどっしりした膨らみが布地に浮き上がっていて、やけに生々しい。

　クリフォードもベッドの上に上がり、玲と向かい合ってあぐらをかく。

　ふわりと漂ただよってきたシャンプーの香かおりは、先ほど玲が使ったものと同じだった。同じ香りをまとっていることに、何やら官能的なものを感じてしまう。

「別に急ぐつもりはないんだ。きみのペースに合わせてやっていきたいと思ってる」

　唐とう突とつに切り出され、玲は目をぱちくりさせた。

　クリフォードが苦く笑しようし、「つまり、俺たちの関係のことだ」と補足してくれた。

「ええ、あの、ありがとうございます」

　もじもじと腰こしを揺ゆらしながら、玲は俯うつむいた。

　ここで会話を終わらせたくない。必死で頭をフル回転させ、クリフォードに伝えたい言葉を探す。

「あの……正直に言います。僕は今まで恋れん愛あいの経験がなくて……誰だれかとつき合うの、初めてなんです。なのでいろいろ不慣れなことがあるかと思いますが、よろしくお願いします」

　口にしてから、かあっと頰が熱くなる。

　肉体的にも未経験だということを、伝えておいたほうがいいだろうか。

「俺が最初で最後の恋こい人びとか。光栄だな」

　おどけた口調で、クリフォードが両手を広げる。

　少し緊きん張ちようがほぐれ、玲はくすくすと笑った。

「いや、冗じよう談だんじゃなくて真面目まじめにそう思ってる。特に〝最後の恋人〟って部分だ。きみはまだ若いから、これから出会いがあるかもしれないが」

　言葉を切って、クリフォードは思案するように顎あごを撫でた。

「うーん、言ったらきみは引くかな。けど言っておこう。俺はきみを手放すつもりはない。誰にも渡わたさないから、それは覚かく悟ごしておいてくれ」

「……っ」

　思いがけず真しん剣けんな眼まな差ざしで見つめられ、玲はたじろいだ。

　強い独どく占せん欲を見せられて、ぎゅっときつく抱だき締しめられたときのようなときめきと息苦しさを覚える。

「ああ、すまない。ちょっとストーカーっぽかったか？　俺も正直に白状しておくが、本気で人を好きになったのは初めてなんだ」

　クリフォードの告白に、玲は驚おどろいて顔を上げた。

　正面から視線がぶつかって、クリフォードが照れくさそうに微笑ほほえむ。

「何人かつき合った女性はいる。けど、誰にも恋愛感情は持てなかった。俺は恋愛に向かないタイプなんだろうと、別に気にもしていなかったんだが……きみに出会って、初めて自分を見失うほど夢中になった」

「……嬉うれしいです」

　両手を握り合わせながら言うと、クリフォードが苦笑した。

「いやいや、喜ぶのは早いぞ。俺は結構腹黒いんだ。きみの気を引くためなら卑ひ怯きような手も使う」

「え？　どういうことです？」

　きょとんとして尋たずねると、「そのうち話すよ」とはぐらかされてしまった。

「あと、同性とつき合うのも初めてだ。初心者だからお手て柔やわらかに」

「僕も…………初心者ですので」

　クリフォードの軽口に、ついつい真面目に答えてしまう。バージンだと口にするのは気き恥はずかしいので、今ので伝わっているといいのだが。

（うわ、言ったあとで恥ずかしくなってきた）

　俯いてもじもじしていると、ふいにクリフォードが腰を浮うかせ、にじり寄ってきた。

　大きな手に両肩を摑つかまれ、ゆっくりと仰向けに押し倒たおされる。

「ど、どうしたんです？」

　いきなりセクシャルな雰ふん囲い気きになってしまい、玲は焦あせって声を上げた。

　覆おおい被かぶさってきたクリフォードは、苦しげな表情を浮かべていた。

「我が慢まんしようと思ったんだが、ちょっと無理みたいだ。きみに無理はさせない。だけどちょっとだけ……」

「あ……っ」

　逞たくましい体がのしかかってきて、ぴったりと密着する。

　下腹部に押し当てられた男性器の生々しい感かん触しよくに、思わず玲は悲鳴を上げた。

「ひゃ……っ」

　クリフォードのそこは、明らかに兆きざし始めていた。平常時でも大きいのに──もちろん見たわけではないが、ズボンの上からでも立派なサイズはわかるものだ──さらに体積を増している。

「……きみは、昨日の夜のことはなかったことにしてくれって言ったが、ちょっとだけ蒸むし返してもいいか？」

「……な、なんでしょう……っ」

　あからさまに呼吸が乱れていくのが、自分でもわかった。

　ついさっきまで自じ慰いに耽ふけっていた体は、クリフォードの逞しい体に瞬またたく間に反応していた。

「きみに恥ずかしい思いをさせて、ほんとに悪かった。だけど恥ずかしがらなくていい。あのとき、俺もこうなってた」

「ああ……っ」

　硬かたい高ぶりを股こ間かんに押しつけられて、玲は嬌きよう声せいを上げた。

（うそ、クリフォードのおっきいのが、僕のに当たって……っ）

　先ほど妄もう想そうしていた破は廉れん恥ちな場面が現実になり、玲のペニスもあっというまに高ぶっていく。

「ズボンを濡ぬらしたのが恥ずかしかったんだろう？」

「……は、はい」

「俺に見られたくなかった？」

　布越ごしに長大な勃ぼつ起きを擦こすりつけられて、玲は息も絶え絶えに喘あえいだ。

　現実じゃないみたいだ。現実じゃないなら、恥ずかしい秘密も素す直なおに口にできる。

「はい……あんなにすぐに出ちゃって、子供みたいに汚よごしちゃって……っ」

「恥ずかしがらなくていい。きみのお漏もらしを見て、俺もすごく興奮してたんだ」

　耳元で「可か愛わいすぎてやばかった」と囁ささやかれ、玲は腰をびくびくと痙けい攣れんさせた。

「あ……、あ……っ」

　先走りが漏れているのか、それとも射精しているのか、自分でもわからないほど朦もう朧ろうとしている。

　現実感がまるでなかった。さっきの自慰の続きを、夢で見ているのだろうか……。

「またお漏らししてるみたいだな」

「いや、あ……っ、あああ……っ」

　クリフォードが律動のピッチを上げ、玲は失禁したように薄うすい精液を漏らした。

　──やはりこれは夢だ。クリフォードが、こんないやらしいセリフを言うはずはない。

「あっ、あっ、だめ……っ、パンツ汚れちゃう……っ」

　夢なら淫みだらなセリフも素直に口に出せる。

　自慰のときにしか使わない言葉を、玲は喘ぎながら口にした。

　クリフォードが低く唸うなり、体を起こす。玲の腰をまたいで膝ひざ立ちになり、もどかしげな手つきでスウェットパンツをずり下げる。

「……あ……」

　ローウエストの黒いボクサーブリーフの上部から、逞しい男根がはみ出していた。

　クリフォードが、玲に見せつけるようにゆっくりと下着を下ろす。

　牡おすの象しよう徴ちようが露あらわになり、玲は潤うるんだ瞳ひとみでクリフォードのそれを見上げた。

（すごい……）

　雄お々おしい屹きつ立りつが、まっすぐ天を向いている。

　太くて長い茎くきには血管が浮き出し、根元の玉はどっしりと重たげに揺れていた。

　何より目を引くのは、先せん端たんの大きく笠かさを広げた亀き頭とうだ。太い茎よりさらに大きく張り出し、交接の準備を整えるように先走りを溢あふれさせている。

（こんなにおっきいなんて……）

　怖おそれを抱いだくと同時に、うしろの蕾つぼみがきゅんと疼うずく。

　玲が蕾を弄いじり始めたのは、ごく最近のことだ。それも、指にオイルを垂らして入口の浅い部分をほぐす程度で、また中まで指を入れたこともない。

（どうしよう……こんなおっきいの、入らないかも……）

　無意識に、蕾を守るように内うち股またを擦すり寄せる。

　己おのれの屹立に手を添そえたクリフォードが、ふっと口元に笑えみを浮かべた。

「心配しなくても、無理やり突つっ込んだりしない。セックスは、きみの体をゆっくり慣らしてからだ」

「……っ」

　ほっとして、玲は小さく頷うなずいた。緊きん張ちようで固く閉じていた蕾が、やわらかくほぐれていくのがわかる。

「だけど、こういうことはさせてくれ」

「え？　あ、ああ……っ」

　ハーフパンツを下ろされて、玲は慌あわてて濡れた下着を手で隠かくそうとした。

　しかしそれより早くクリフォードの手が伸のびてきて、両手首を拘こう束そくされてしまう。

「昨日は我慢したんだ。今日はじっくり見せてくれ」

「恥ずかしいからだめ……っ」

「いいね。きみが恥ずかしがれば恥ずかしがるほど、俺は興奮するから」　>>>♥

　顔を近づけてじっと覗のぞき込まれ、玲は真っ赤になった。

（クリフォードが、こんなエッチなこと言うなんて……っ）

　しかし、クリフォードの言葉に官能を煽あおられているのも事実だ。

　夢だか現実だかわからないが、濡れたパンツを見られて自分はひどく興奮している──。

「すごいな。可愛いピンクが透すけ透けだ」

「いや……っ」

　クリフォードの指し摘てきに、慌てて己の下着に目をやる。

　白いボクサーブリーフの前はじっとりと濡れており、小ぶりなペニスの形がくっきり浮かび上がっていた。

　そしてクリフォードの言うとおり、ペニスの色が透けて見えている。

（セールの安物だから、布地がぺらぺら……）

　次はもっとしっかりした布地のものを買おうと決意する。

「下着の上からってのも変態じみてていいけど、今夜は俺たちが恋こい人びと同士になった記念の夜だ。だから……」

　直じかに擦り合わせていいか？

　耳元で囁かれて、玲は熱い吐と息いきとともに頷いた。

　恥ずかしいけれど、体はクリフォードの熱を求めて疼いている。こみ上げてきた淫らな欲望が、玲の中にわずかに残っていたためらいを押し流した。

「……っ」

　Ｔシャツの裾すそを捲まくり上げられ、外気にさらされた肌はだがぶるっと震ふるえる。

　クリフォードの大きな手が、脇わき腹ばらから鳩尾みぞおち、胸むな板いたへと這はい上がってきた。硬くてざらざらした手のひらにまさぐられて、いつのまにか乳ち首くびが凝っていたことに気づく。

「ひあっ、あん……っ」

　指の腹で乳頭の丸い肉粒を弄もてあそばれて、玲はあられもない声を上げて身み悶もだえた。

　前回触さわられたときはＴシャツ越ごしだった。薄うすい布地があるとないとでは、快感の度合いは雲うん泥でいの差だ。

「きみは胸もすごく感じやすいんだな」

　玲の反応に、クリフォードが感心したように呟つぶやく。

「それに、すごく可愛い乳首だ」

　耳元で囁ささやかれ、玲はかあっと頰ほおを染めた。

　淡あわい薄うす桃もも色いろの小さな乳首が、恋人の言葉に反応してじんじん疼く。密ひそかに気に入っている場所なので、クリフォードも気に入ってくれたとしたらすごく嬉うれしい。

「ひあ……っ」

　ふいに左の乳首に口づけられて、玲は衝しよう撃げきに喘いだ。

　熱い舌先で乳首を転がされて、体の芯しんに甘美な電流が走り抜ける。

「だ、だめ……っ、吸わないで……っ」

「吸ってない。もっとじっくり味わいたいところだが、俺もそろそろ限界だ」

　執しつ拗ように乳首を舐なめまわしながら、クリフォードが呼吸を荒あららげる。

　限界なのは玲も同じだった。さっきから、大きな亀き頭とうが思わせぶりに当たっている。早くクリフォードのものを直に味わいたくて、玲は下着をずり下ろそうと腰こしを浮うかせた。

　しかし手に力が入らず、濡ぬれて肌に貼はりついているせいもあってなかなかうまく脱ぬげない。

「いいね。きみが自分からパンツを脱いでくれるなんて感激だ」

　口調は軽いが、クリフォードの声は欲望で掠かすれていた。

「だけど、脱がせる愉たのしみも味わわせてくれ」

「あ……っ」

　やや乱暴な手つきでパンツをずり下ろされ、思わず玲は内股を寄せた。

　小ぶりなペニスがぴょこんと飛び出し、クリフォードの視線を感じて恥はずかしげにふるふると揺ゆれる。

「……なんてこった」

　玲のペニスを目まの当たりにしたクリフォードが、茫ぼう然ぜんとしたように呻うめいた。

（がっかりさせちゃった……？）

　慌あわてて玲は、白はく濁だくに濡れた勃ぼつ起きを両手で覆おおった。

　色もサイズも、そしてすんなりした形も未熟で恥ずかしい。おまけに陰いん毛もうもほとんど生えておらず、色気は皆かい無むだ。

「隠すな」

　珍めずらしく強い命令口調で言って、クリフォードが玲の手を引き剝はがす。

　脚あしの間を食い入るように見つめられ、玲はクリフォードから逃のがれようと身をよじった。

「いや、すまん。ちょっとがっつきすぎだな。だけどきみのここがあまりに可愛すぎて……」

「ひゃ……っ」

　抱だき締しめられて、熱い肌が密着する。

　大きさの違ちがうふたつの高ぶりが、ぴたりと重なって淫いん靡びに擦こすれ合った。

「う……っ」

　獣けもののように低く唸うなり、クリフォードが猛もう然ぜんと腰を前後に動かし始める。

「ああっ、ああん……っ」

　直に擦り合わされて、玲は自分でもびっくりするような甘い喘ぎ声を漏らした。

　硬かたく逞たくましい屹立の感かん触しよくは、想像以上に刺し激げき的だった。ごりごりした裏筋に擦り上げられ、先走りとも精液ともつかない液体がとめどなく溢あふれてくる。

「玲……！」

「あ、あっ、だめ……っ」

　激しく揺すられながら、玲はうわごとのように「いく、いっちゃう……っ」とくり返した。もう出るものは何も残っていないのに、ペニスが快感の証あかしを絞しぼり出そうとびくびく震える。

「ひあっ、ああん……！」

　ふいに脚の間に熱い奔ほん流りゆうを感じて、玲は体を弓なりに反らせた。

　ぎゅっと強く抱き締められ、密着した肌に濃のう厚こうな精液がたっぷりとぶちまけられる。

（クリフォードの……すごいたくさん出てる……っ）

　ペニスに絡からみつく粘ねん液えきを感じて、玲は自分が女になったように感じた。

　今まで女性になりたいと思ったことはないし、今も女性になりたいわけではない。

　しかしクリフォードのつがいの相手になりたいという想おもいが、心と体の奥底に眠ねむっていた本能的な欲望を呼び覚ます。

　──クリフォードを、この身に受け入れたい。

　彼とひとつになって、体の奥深くに感じたい──。

「クリフォード……っ」

　欲望に突つき動かされるように、玲は脚を広げてクリフォードの逞しい腰に絡みつかせた。

「玲、煽あおらないでくれ。これでも抑おさえてるんだ」

　残ざん滓しをしたたらせる亀頭を擦りつけながら、クリフォードが苦しげに呻く。

「お、抑えなくていいです」

　がっしりした肩かたに手をまわし、玲は疼く蕾をクリフォードの体に押し当てた。

　挿入をねだる淫みだらな動きに、クリフォードが驚おどろいたように目を見開く。

「……いいのか？」

　睫まつ毛げを伏ふせて、玲はこくこくと頷うなずいた。自分から求めるのは恥ずかしいが、燃え上がった欲情に歯止めが利きかなかった。

「だけど何も準備してない。いきなりは無理だ」

　気き遣づかわしげに頰を撫なでられ、玲はいやいやするように首を振ふった。

「……全部は無理でも、あなたが欲しいんです……っ」

　熱に浮かされたように懇こん願がんし、自ら脚を大きく広げて指で入口を押し広げる。

　玲の痴ち態たいに、クリフォードが驚いたように息を飲む。しかし次の瞬しゆん間かんには、玲の両足を抱かかえて交接の体勢を整えていた。

「痛かったらやめる」

　蕾つぼみに大きく張り出した亀頭を押し当てられて、玲は吐と息いきを漏もらした。

　先ほどあんなにたくさん出したばかりだというのに、クリフォードの牡おすははち切れんばかりに力を漲みなぎらせていた。

「……あ……っ」

　入口の敏びん感かんな襞ひだに、ぬるぬると粘液を擦りつけられる。

　じわじわと亀頭がめり込んでくる感触に、玲は全身を震わせた。

（クリフォードが……僕の中に……）

　なんという淫らな行こう為いだろう。こんな恥ずかしいこと、本当に心を許した相手としかできるはずがない。

　脳のう裏りに、初めて出会ったときのクリフォードの姿がよみがえる。

　上等なスーツに身を包み、堂々と歩く噂うわさの敏びん腕わん社長──まさか彼とこうして体を交える仲になるなんて、あのときは思いもしなかった。

「玲、大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん……大丈夫です、もっと……っ」

　奥まで来て、という破は廉れん恥ちなセリフを飲み込み、より深い挿入を促うながすように腰を揺らす。

　クリフォードが息を荒らげ、体を起こす。己おのれの屹きつ立りつを握にぎり、改めて蕾に狙ねらいを定めた。

「痛かったら言うんだぞ」

「はい、あ、あっ、ああ……っ」

　押し入ってきた熱の塊かたまりに、玲はあられもない声を上げた。

　クリフォードの亀頭と肛道の媚び肉にくが触ふれ合って、とてつもない快感が押し寄せてくる。

（すごい、セックスってこんなに気持ちいいんだ……っ）

　セックスどころか、まだ大きなペニスのほんの先せん端たんを咥くわえただけだ。しかし玲は、早くも気が遠くなりつつあるのを感じていた。

「玲……少し緩ゆるめてくれないか」

　奥へ進入しようと試みたクリフォードが、苦しげに声を上うわ擦ずらせる。

「緩めるってどうやって……あ、あっ、あんっ」

　小こ刻きざみに蕾を突かれ、快感の波が全身に広がっていく。狭せまい場所に太いものが入ってくるのだから当然痛みはあるが、触れ合った粘ねん膜まくは悦よろこんでひくひくとうごめいていた。

「そうだ、力を抜くんだ、リラックスして」

　クリフォードが耳元で囁ささやくが、リラックスなどできるわけがない。

　しかし優やさしく太ふと腿ももを撫でられているうちに、強こわばった体がほんの少し緊きん張ちようを解き始めた。

（あ……）

　媚肉をかき分けて、亀頭が入ってくるのがわかる。先ほど目にしたエロティックな形を思い出し、玲はぶるっと背筋を震ふるわせた。

　恥はずかしい場所が、クリフォードの太さと形に広げられていく。

　クリフォードを受け入れる悦びに、玲はうっとりと身を委ゆだねた。

「ん……あ、ああ……っ」

　先端を玲の蕾に含ふくませたクリフォードが、緩やかに腰を前後に動かす。

　肉厚の雁かりが粘膜を擦るたび、めくるめく快感が打ち寄せてきた。

「ひあっ、あん、そこだめ……っ」

「わかってる。今日は無理せずここまでにしておこう」

　浅い部分を亀き頭とうでくちゅくちゅかき混ぜながら、クリフォードが眉まゆ根ねを寄せた。

　違う、やめてほしいのではない。もう少しで快感の核かく心しんに届きそうなもどかしさに、玲は駄だ々だをこねるようにクリフォードにしがみついた。

　その拍ひよう子しに結合が深まって、ふいに玲の体に電流が走る。

「ふあっ!?　ああっ、何っ？」

　強きよう烈れつな一いち撃げきだった。おそらく快感の一種なのだろうが、初心者の玲には刺激が強すぎて気持ちいいのかどうかもわからなかった。

「ここか」

　クリフォードが、発見したばかりの快楽のスポットに狙いを定める。

「ちょっと待って、ひあっ、そこ、だめっ、ひああん……っ」

　前ぜん立りつ腺せんを攻せめ立てられて、玲はのけぞって嬌きよう声せいを上げた。

　自分でもまだ弄いじったことのない未知の領域だ。先ほどまでも充じゆう分ぶんに気持ちよかったのに、桁けた違ちがいの大きな快感が押し寄せてきて頭が真っ白になる。

「ここが気持ちいいんだな？」

「あひっ、あ、いやっ、だめ……っ」

　くり返し襲おそいかかってくる快感に流されまいと、玲は必死で歯を食いしばった。

　しかし抵てい抗こうむなしく、甘美な官能の渦うずに飲み込まれていく。

「あっ、あんっ、クリフォード、クリフォード……！」

　あまりの快感に怖こわくなり、玲は愛いとしい恋こい人びとの名前を叫んだ。

「大丈夫だ。ここにいる」

　玲を官能の海に突き落とした張本人が、宥なだめるように優しいキスをくり返す。

「ひあっ、ああ、いく、いっちゃう……っ」

　一いつ緒しよに来て、と口走ったような気がする。

「ああ、ずっと一緒だ。愛してる、玲」

　クリフォードに抱だき締しめられて、玲は目め眩まいのするような絶頂へ上り詰つめていった──。　>>>♥
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「荷物、これで全部か？」

「ええ、全部です」

　引っ越こし業者のトラックに積み込まれた段ボールを確認し、玲は頷いた。

　クリフォードが眩まぶしげに目を細め、胸ポケットから取り出したサングラスをかける。

「じゃあ俺たちも行こうか」

「あ、ちょっと待ってください」

　車のほうへ行こうとしたクリフォードを呼び止め、玲はスマホをかざした。

　アパートを見上げ、写真を撮とる。おそらくもうここに来ることはないだろうし、記念に撮っておきたかったのだ。

　──ドアの修理に時間がかかり、あれ以来玲はほとんどここに帰っていない。

　クリフォードと恋人同士になっても、けじめはつけておきたい。そう考えてここに住み続けるつもりだったが、クリフォードに猛もう反はん対たいされてしまった。

『だめだ。あのドア、俺が軽く蹴けっただけで簡単に壊こわれたんだぞ。外の非常階段を使えば簡単に侵しん入にゆうできるし、あんな危険な場所にきみを置いておけない』

『防犯は気をつけます』

『きみがあそこに住んでいる限り、俺は心配で仕事が手につかなくなる。仕事が疎おろそかになったら、社員にまで影えい響きようが及およぶ』

『……すごい脅おどし文句ですね』

『きみがうちに住んだほうがいい理由を、俺はあと十は挙げられる。なんならプレゼン資料を作ってこようか』

　結局根負けし、玲は寝しん室しつをひとつ使わせてもらうことになった。

　家賃を入れると言うと、大家と店たな子この関係になるからだめだと拒きよ否ひされた。話し合いの結果、玲ができる範はん囲いで家事を担当するということで、どうにか折り合いをつけてもらった。

（掃そう除じのバイトを辞めた分、家のことができるし）

　バイトの件も、一ひと悶もん着ちやくあった。掃除のバイトも続けるつもりだったのだが、クリフォードに渋しぶい顔をされてしまったのだ。

『白状すると、俺はきみに会うために残業してたんだ。きみとの時間を大事にしたいから、今後はよほどのことがない限り残業はしない。できればきみも、一緒に夕食がとれるように夜は空けておいてほしい』

『そうしたいのはやまやまですが、前にも話したように学費を稼かせぐ必要があるんです』

『学費なら俺が出資する』

『そういうわけにはいきません』

『こう言っては何だが、掃除のバイトの給料はあのアパートの家賃と同じくらいだろう？　家賃がいらなくなった分、バイトを減らしてもなんの支障もないと思うが』

　たしかにクリフォードの言うとおりで、玲は反論しようと開きかけた口を閉じた。

　玲としても、クリフォードと過ごす時間を大事にしたい。クリフォードの厚こう意いに甘えることにして、昼間のデータ入力の仕事だけ続けることにした。

（来年大学に戻もどったら忙いそがしくなるだろうから、今のうちに一緒にいられる時間を大事にしたいし）

　角度を変えてアパートの写真を撮っていると、クリフォードがスマホを向けてきた。

「いいね、俺もアパートを撮さつ影えいしているきみを撮っておこう」

　振ふり返ったとたんにシャッター音が響ひびき、玲は苦く笑しようした。

「今の、変な顔になってた気がする。削さく除じよしておいてくださいね」

「いやいや、すごく可か愛わいいよ。玲の変顔は滅めつ多たに撮れないから貴重だ」

「やっぱり変な顔だったんですね？　見せてください」

　クリフォードと戯たわむれていると、引っ越し業者の男性が気まずそうに立っているのが目の端はしに映った。

「あ、すみません、なんでしょう？」

　慌あわてて真顔になり、歩み寄る。

「えーと、ここにサインを」

　あたふたとサインをすると、男性は「お邪じや魔ましました」と呟つぶやいてトラックに乗り込んだ。

「いちゃつくバカップルだと思われたな」

　走り去っていくトラックを見送りながら、クリフォードがしかつめらしい表情を作る。

「……そのようですね」

　人前でいちゃつくのは控ひかえるように注意しているのだが、ついつい気が緩ゆるんでしまったようだ。

「だが事実だから仕方ない。さあ、行こう」

　肩かたを抱き寄せられそうになり、玲はするりとその手をすり抜ぬけた。

　クリフォードは笑っているが、笑いごとではない。

　一ヶ月前に晴れて恋人同士になって以来、クリフォードはすっかり甘ったるいダーリンになってしまった。何かと玲を甘やかそうとするし、少々大人げない独どく占せん欲を隠かくそうともしない。

『クリフォードはサンノゼの有名人なんだから、いろいろ気をつけないと……』

　前にそう言ってたしなめると、クリフォードは目め尻じりを下げて玲の髪かみを撫なでた。

『きみは昔うちで飼ってた猫ねこにそっくりだな。一匹ぴきだけのときは甘えてくるのに、他の猫が見てるときは絶対甘えようとしないんだ』

　たしかに、家でふたりきりのときは玲もついつい甘えてしまう。

　しかし一歩外に出たら、節度というものが必要だろう。

（まあ、そのうち落ち着くかな）

　ハンドルを握にぎるクリフォードの端たん整せいな横顔を見やり、口元に笑えみを浮うかべる。

　この一ヶ月、玲はクリフォードのいろんな面を知ることができた。

　優しくて思いやりがあって、一緒にいるととても楽しい。結構独占欲が強くて、ときどき強ごう引いん。バーベキューの肉の焼き方にうるさいわりに、パスタの茹ゆで方は超ちよう適当。

　そして、つき合い始めたときにちらりと本人も言っていたように、結構腹黒い。

（まさかあのチョコレート、僕を餌え付づけするためにわざわざ買ってきたものだったなんて）

　数日前に種明かしをされて、驚おどろくやら呆あきれるやら、けれどクリフォードがあの頃ころから自分のことに興味を持ってくれていたと知って、内心嬉うれしかった。

　玲が家を出ていく原因になったお漏もらし事件──実はクリフォードが寝ねぼけたふりをしていたのだと知ったときは絶句したが。

（あれは……気づかなかった自分に呆れた感じだったけど）

　あのときのことを思い出すと、今も落ち着かない気分になってしまう。

　部屋に戻ってからも興奮が収まらず、バスルームでクリフォードを思い浮かべながら自じ慰いに耽ふけってしまったことは一生の秘密だ。

（クリフォードって意外とエッチだし……）

　玲が恥はずかしがるところを見たがったり、いやらしい言葉を言わせようと仕向けたり、そういう方面への努力は目を瞠みはるものがある。

　あんなことをしていたとばれたら、いろいろ面めん倒どうなことになりそうだ。

「途と中ちゆうでどこかランチに寄ろうか？」

　クリフォードに話しかけられ、玲は物思いを振り払はらった。

「そうですね」

「さっきから何にやにやしてるんだ？」

「えっ、にやにやなんかしてません」

「いいや、車に乗ってからずっとにやにやしてる。何か思い出し笑いしてたんだろう？」

「ええまあ……この一ヶ月、いろいろあったな、と」

　赤信号で停車したクリフォードが、何やら意味ありげな表情で振り向いた。

「なんだ、てっきりゆうべのことを思い出しているのかと」

　クリフォードのセリフに、玲は瞬しゆん時じに真っ赤になってしまった。

　ゆうべのこと──すなわちベッドでの睦むつみ合いを蒸し返されて、動どう揺ようして目を泳がせる。

　──クリフォードとは、一ヶ月前に恋こい人びと同士になった夜に結ばれた。

　つまりセックスしたという意味だが……翌日玲は、自分たちがまだ完全には結ばれていなかったことを知った。

『きみは最後のほう意識が朦もう朧ろうとしてたみたいだから、念のため言っておくけど』

　クリフォードの腕うでの中で目覚め、おはようのキスが照れくさくて身み悶もだえていると、クリフォードがそう切り出した。

　何か失態をやらかしたのだろうかと青ざめると、優やさしく抱だき寄せられた。

『昨日のあれは、まだほんの先っぽしか入れてない。具体的に言うと、入れたのはこれくらいかな』

　クリフォードが、指で五センチほどの隙すき間まを作ってみせる。

『え……そうなんですか？』

　驚いて、玲は聞き返した。

　肛道に残った異物感が、まだじんじんと疼うずいていた。奥まで入っていたように感じたが、気のせいだったのだろうか。

『ああ。きみはもっと入れてほしそうだったけど、なんの準備もなく全部入れるのは無理だ。だからしばらくの間は無理せず、少しずつ慣ならしていこう』

　きみが俺を全部受け入れられるように、と耳元で囁ささやかれたときのことを思い出し、頰ほおが熱くなる。

『俺との同どう衾きんに慣れるためにも、毎晩一いつ緒しよに寝る必要があるな。この部屋はこのまま使っていいけど、夜は俺のベッドに来るように』

　それから毎晩クリフォードと〝準備〟に励はげんだ。ローションやオイルを使って蕾つぼみをほぐし、指や舌を使って開発され……。

「ゆうべのきみは、なんというか準備万ばん端たんって感じだったな」

「……い、今そういう話をしないでください」

　ゆうべは感情も欲情も高ぶって、かなり大だい胆たんになってしまった気がする。クリフォードの執しつ拗ような愛あい撫ぶがよみがえり、玲はシートの上でもじもじと腰こしを揺ゆらした。

「おっと、信号が青になってる」

　クリフォードが前に向き直り、車を発進させる。

「ところできみに提案なんだが……今夜あたり、そろそろこの一ヶ月間の準備の成果を試してみるのはどうかな？」

　クリフォードの言葉に、胸がどきりとする。同時に、全身の肌はだがちりちりと粟あわ立だった。

　いよいよクリフォードのすべてを受け入れる日がやってきたのだ。

　この一ヶ月入念に準備してきたので、もうセックスに対する不安や恐きよう怖ふ心はない。それどころか、一週間ほど前から玲はクリフォードが欲しくてたまらなかった。

（クリフォードのおっきいのが……全部僕の中に……）

　クリフォードを受け入れる準備を整え、すっかり蜜みつ壺つぼと化した蕾が淫みだらに疼うずく。

　太く逞たくましい男根で奥まで貫つらぬかれるところを想像し、玲は頰を染めた。

　あの大きく張り出した雁かりで敏びん感かんな媚び肉にくを擦こすられたら、どんなに気持ちいいだろう……。

（うわ、なんかエッチなことばかり考えちゃう）

　恥ずかしくなって、玲は明るい昼間の車中にふさわしくない考えを頭から追い払おうと努めた。

　だけどクリフォードにだけは、自分の中にあるすべてを──淫らな妄もう想そうも含ふくめ──知ってほしい。

「……ええと……そうですね」

　耳まで赤く染めながら、玲はこくりと頷うなずいた。











あとがき






　こんにちは、神じん香かうららです。

　お手にとってくださってどうもありがとうございます。




　ルビー文庫さんではアメリカ人セレブ×日本人美青年のお話が続いておりますが、おかげさまで今回も大好物なこの組み合わせで書かせていただくことができました。

　主人公の玲は大学を休学中の勤労青年で、昼はデータ入力、夜は清掃のアルバイトをしております。掃そう除じのアルバイトというところがシンデレラっぽくて気に入ってます。ぶかぶかのつなぎのユニフォーム姿でも、その美しさは隠かくせないのですよ！

　そして玲が掃除を担当している会社の若き敏びん腕わん社長が、恋のお相手クリフォード。誠実そうに見えて、実は結構策略家です。玲を手に入れるために、あの手この手を使っております。




　無事結ばれたふたり、このあとはラブラブ同どう棲せい生活に突とつ入にゆうです。

　クリフォードは玲のことを徹底的に甘やかして可か愛わいがるんでしょうね。玲もクリフォードのことを「素す敵てき……」とうっとり見つめたりして、もうふたりで勝手にいちゃいちゃしていなさいというようなバカップルまっしぐら。

　玲は大学に戻り、卒業と同時に結婚する予定です。




　明みよう神じん翼つばさ先生、素敵なイラストをどうもありがとうございました。

　表紙のラフを見せていただいたのですが、スーツ姿のクリフォードとユニフォーム姿の玲、すごくシンデレラでした！　カラーで見るのがすごく楽しみです。

　そして担当さま、大変大変お世話になりました……！

　去年原稿がまったく進まなかった時期があり、予定が押してしまって明神先生と担当さま、制作に携たずさわってくださった皆みなさまには大変ご迷めい惑わくをおかけしました……本当に申し訳ありません。皆さまのお力ちから添ぞえに感謝しております。




　最後になりましたが、読んでくださった皆さま、どうもありがとうございました。

　よかったらご感想などお聞かせください。

　またお目にかかれることを祈りつつ、このへんで失礼いたします。
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敏びん腕わん社しや長ちようの溺でき愛あい計けい画かく
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